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　軍港都市鎮海建設と日本人社会の動向―1（12年上泉徳弥鎮海防備隊司令官の留任請願運動に注目して―（柳）

（1

は
じ
め
に

　
本
稿
は
、日
露
戦
争
を
契
機
に
帝
国
日
本
海
軍
（
以
下
海
軍
）
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
た
植
民
地
朝
鮮
の
軍
港
都
市
鎮
海
の
日
本
人
社
会
に
注
目

す
る
。
日
本
は
、
近
代
に
お
い
て
日
清
・
日
露
戦
争
を
経
験
し
な
が
ら
、

軍
事
力
を
背
景
に
帝
国
と
し
て
の
発
展
を
求
め
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
中
で
、
特
に
海
軍
は
日
露
戦
争
勃
発
前
後
か
ら
、
日
本

国
内
の
み
な
ら
ず
植
民
地
支
配
を
企
て
て
い
た
朝
鮮
国
内
に
も
海
軍
基

地
の
建
設
を
計
画
し
て
い
た
。
日
本
海
海
戦
と
し
て
有
名
な
戦
闘
で
の

勝
利
は
、
そ
の
時
す
で
に
朝
鮮
内
の
巨
済
島
長
木
面
松
真
浦
を
海
軍
の

臨
時
根
拠
地
と
し
て
占
領
し
て
い
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と

さ
れ
る（

1
（

。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
を
仮
想
敵
国
と
見
な
す
際
の
朝
鮮
半
島
南
端

の
地
政
学
的
な
利
点
に
起
因
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
東
ア
ジ
ア
圏
で
の

領
土
拡
大
を
前
提
と
し
た
列
強
間
の
利
権
争
い
の
準
備
を
進
め
て
い
た

と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
海
軍
が
占
領
し
た
巨
済
島
の
地
域
が
、

一
九
○
七
年
（
明
治
四
○
）
八
月
七
日
に
日
本
の
軍
港
と
し
て
告
示
さ

れ
る
植
民
地
軍
港
鎮
海
の
一
部
に
含
ま
れ
て
い
た（

2
（

。
朝
鮮
総
督
府
の
設

立
が
一
九
一
○
年
（
明
治
四
三
）
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
い
か
に

早
い
時
期
に
海
軍
が
朝
鮮
に
基
地
を
建
設
し
た
か
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

　
鎮
海
の
軍
港
お
よ
び
市
街
地
が
形
成
さ
れ
る
地
域
は
元
来
肥
沃
な
平

野
が
広
が
る
寒
村
で
あ
っ
た（

（
（

。
海
軍
に
よ
る
軍
港
建
設
計
画
で
、
鎮
海

が
軍
港
に
付
随
す
る
市
街
地
建
設
予
定
地
に
指
定
さ
れ
る
と
、
土
着
の

朝
鮮
人（

（
（

た
ち
は
そ
の
予
定
地
の
区
画
か
ら
追
い
出
さ
れ
て
、
周
辺
部
の

慶
和
洞
に
隔
離
・
移
転
さ
せ
ら
れ
た（

（
（

。
鎮
海
市
街
地
は
、
当
初
か
ら
海

軍
に
よ
っ
て
軍
港
に
付
随
す
る
日
本
人
町
と
し
て
計
画
的
に
建
設
が
進

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
鎮
海
は
、
ま
ず
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
一

月
一
日
に
、
海
軍
の
第
五
海
軍
区（

（
（

軍
港
に
指
定
さ
れ
、
海
軍
の
軍
港
計

画
に
基
づ
き
本
格
的
な
都
市
建
設
が
始
ま
る（

（
（

。翌
年
の
一
九
一
二
年（
大

軍
港
都
市
鎮
海
建
設
と
日
本
人
社
会
の
動
向

―
一
九
一
二
年
上
泉
徳
弥
鎮
海
防
備
隊
司
令
官
の
留
任
請
願
運
動
に
注
目
し
て

―

柳

　
　
　
　
　娜

　
　

※
論
文
末
に
は
、
必
ず
所
属
が
入
り
ま
す
。（
原
稿
に
無
い
場
合
は
（
●
所
属
●
●
）
を
入
れ
て
、
所
属
を
記
入
し
て
も
ら
う
よ
う
メ
モ
を
付
け
て
校
正
出
し
）

※
論
文
要
旨
は
、
巻
末
に
ま
と
め
て
入
り
ま
す
。
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（2

正
元
）
に
か
け
て
都
市
の
基
盤
施
設
を
整
備
し
な
が
ら
、
鎮
海
市
街
地

の
骨
格
を
作
り
出
し
て
い
っ
た（

（
（

。
そ
の
後
、
鎮
海
は
帝
国
日
本
の
国
防

方
針
や
そ
の
戦
略
の
転
換
に
伴
い
、
都
市
建
設
の
物
理
的
な
発
展
方
向

や
規
模
も
連
動
す
る
形
で
変
化
し
、
軍
港
と
し
て
の
地
位
も
鎮
守
府
予

定
地
か
ら
要
港
部（

（
（

へ
と
格
下
げ
さ
れ
る
な
ど
し
た
。

　
さ
て
、こ
れ
ま
で
の
軍
港
都
市
鎮
海
に
関
す
る
研
究
を
見
て
み
る
と
、

ま
ず
海
軍
の
鎮
海
湾
土
地
収
用
と
都
市
建
設
計
画
に
注
目
し
た
孫
禎
睦

の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る（

（1
（

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
一
〇
年
（
明
治

四
三
）
か
ら
一
九
一
二
年
（
大
正
元
）
ま
で
の
三
年
間
に
、
日
本
の
軍

港
都
市
計
画
の
下
で
、
鎮
海
が
軍
港
都
市
と
し
て
の
外
形
を
形
成
し
た

こ
と
が
確
認
で
き
る（

（（
（

。
ま
た
、
黄
正
徳
は
、
日
本
海
軍
が
日
露
戦
争
の

前
後
に
軍
港
建
設
の
た
め
植
民
地
朝
鮮
で
実
施
し
た
土
地
収
奪
過
程

を
、
口
述
記
録
と
海
軍
史
料
に
基
づ
い
て
概
説
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
の

研
究
は
、
日
露
戦
争
前
後
の
時
期
に
日
本
海
軍
が
鎮
海
湾
地
域
を
軍
事

基
地
化
す
る
過
程
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
韓
国
に
お
け
る

基
礎
的
な
先
行
研
究
を
土
台
に
、
竹
国
友
康
は
日
本
の
海
軍
史
料
を
主

な
素
材
と
し
て
、
松
真
浦
と
呼
ば
れ
た
地
域
が
日
本
海
軍
の
軍
港
都
市

計
画
に
よ
っ
て
、「
鎮
海
湾
防
備
隊
仮
根
拠
地
」
か
ら
「
軍
港
都
市
鎮
海
」

へ
と
変
貌
す
る
初
期
段
階
の
様
子
を
、
よ
り
詳
細
に
明
ら
か
に
し
て
い

る（
（1
（

。
竹
国
の
研
究
成
果
に
よ
り
、
鎮
海
が
日
本
海
軍
の
軍
港
都
市
計
画

に
よ
っ
て
そ
の
外
形
を
整
え
て
い
く
過
程
を
確
認
で
き
る
。

　
二
○
○
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
上
記
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、

軍
港
都
市
鎮
海
の
市
街
地
に
お
け
る
具
体
的
な
社
会
や
生
活
の
諸
相
に

注
目
し
た
研
究
が
現
れ
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
研
究
の
中
で
二
〇
一
二
年
の

イ
・
ハ
ク
ス
の
研
究
は
、
一
国
史
的
観
点
か
ら
脱
し
て
国
際
政
治
と
韓

国
近
代
史
の
文
脈
の
双
方
を
考
慮
し
、
鎮
海
軍
港
都
市
建
設
を
考
察
し

た（
（1
（

。
ま
た
、
近
年
活
発
に
進
め
ら
れ
て
い
る
軍
港
都
市
史
研
究
の
要
港

部
編
で
橋
谷
弘
は（

（1
（

、
植
民
地
都
市
と
し
て
の
鎮
海
の
特
徴
を
明
ら
か
に

し
な
が
ら
、
日
露
戦
争
を
前
後
し
て
日
本
海
軍
の
戦
略
と
相
ま
っ
て
そ

の
地
域
が
鎮
守
府
・
軍
港
か
ら
要
港
部
・
要
港
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
軍
港
都
市
鎮
海
に
関
す
る
研
究
は
、

主
に
海
軍
の
史
料
を
根
拠
に
、
日
本
海
軍
の
軍
港
建
設
計
画
と
そ
の
計

画
に
基
づ
く
軍
港
お
よ
び
都
市
の
形
成
過
程
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き

た
。
そ
の
た
め
、
軍
港
都
市
鎮
海
を
形
成
す
る
主
体
と
し
て
、
海
軍
に

焦
点
を
当
て
た
研
究
に
収
斂
し
て
い
る
と
い
え
、
同
じ
く
都
市
建
設
の

主
体
で
あ
っ
た
は
ず
の
民
間
の
日
本
人
社
会
に
対
し
て
は
目
が
向
け
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
軍
港
都
市
鎮
海
は
建
設
の
初
期
か
ら
、
海
軍
が
直

接
経
営
す
る
軍
港
施
設
地
域
と
、
間
接
的
に
経
営
さ
れ
る
市
街
地
に
分

け
ら
れ
て
い
た
。
鎮
海
市
街
地
建
設
初
期
の
一
九
一
一
年
（
明
治

四
四
）
か
ら
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
ま
で
の
人
口
を
注
意
し
て
見
る

と
、
軍
港
施
設
地
域
と
市
街
地
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
本
人
の
比
率
が

九
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
八
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。こ
の
数
値
は
、

鎮
海
市
街
地
が
多
く
の
民
間
人
を
含
む
日
本
人
社
会
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
海
軍
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
海

軍
が
形
成
し
た
都
市
と
し
て
軍
港
都
市
鎮
海
を
見
な
し
て
き
た
た
め
、

お
の
ず
と
鎮
海
市
街
地
を
形
成
す
る
主
体
と
し
て
日
本
人
社
会
に
注
目

す
る
研
究
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
朝
鮮
併
合
に
よ
っ
て
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（（

朝
鮮
全
土
が
総
督
府
の
管
轄
に
な
る
と
、
総
督
府
が
一
方
的
に
都
市
計

画
を
実
施
す
る
主
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
た
め
、
鎮
海
の
海
軍
や

総
督
府
以
外
の
様
々
な
主
体
と
そ
れ
ら
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
看
過
さ

れ
て
き
た
。

　
住
民
の
大
多
数
が
日
本
人
で
占
め
ら
れ
て
い
た
鎮
海
市
街
地
は
、
日

本
海
軍
の
軍
港
建
設
計
画
の
下
で
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
か
ら

一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
ま
で
の
三
年
間
で
、
基
本
的
な
都
市
的
景

観
を
備
え
て
い
っ
た（

（1
（

。
特
に
、
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
九
月
か
ら

一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
六
月
ま
で
鎮
海
湾
防
備
隊
司
令
官
と
し
て

在
任
し
た
上
泉
徳
弥
海
軍
少
将
は
、
そ
の
在
任
期
間
に
鎮
海
市
街
地
を

飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
た
。
た
だ
し
、
日
本
に
よ
る
韓
国
へ
の
強
圧
的
な

植
民
地
支
配
が
始
ま
っ
た
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
か
ら
一
九
一
二

年
ま
で
の
三
年
間
は
、
そ
の
出
先
支
配
機
関
が
統
監
府
か
ら
総
督
府
へ

と
移
行
す
る
過
渡
期
に
あ
り
、
地
方
の
行
政
主
体
が
不
明
確
な
時
期
で

も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
海
軍
と
総
督
府
の
間
で
鎮
海
の
管
轄
権
を
め

ぐ
っ
て
争
い
が
起
こ
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
上
泉
徳
弥
は
、

海
軍
と
総
督
府
、
そ
し
て
日
本
人
社
会
と
い
う
三
つ
の
異
な
る
主
体
の

利
害
関
係
を
調
整
し
な
が
ら
、
鎮
海
の
都
市
形
成
に
お
い
て
主
導
的
な

役
割
を
果
た
し
た（

（1
（

。

　
前
述
の
よ
う
に
既
存
の
研
究
は
、
軍
港
都
市
鎮
海
の
主
体
と
し
て
主

に
海
軍
の
み
に
注
目
し
て
き
た
た
め
、
鎮
海
の
日
本
人
社
会
へ
の
視
点

を
欠
い
て
い
た
。
そ
れ
故
、
鎮
海
に
お
け
る
日
本
人
社
会
と
海
軍
の
具

体
的
な
関
係
を
扱
っ
た
研
究
は
な
く
、
総
督
府
と
の
関
係
を
含
め
た
研

究
も
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
軍
港
都
市
鎮
海
で
海
軍
、
総
督
府
、
日

本
人
社
会
と
い
う
三
つ
の
主
体
が
市
街
地
経
営
と
発
展
に
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
上
泉

司
令
官
が
退
任
す
る
際
に
、
な
ぜ
日
本
人
社
会
に
お
い
て
積
極
的
な
留

任
運
動
が
起
こ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
鎮
海
が
海
軍
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
都
市
で
あ
り
な
が
ら
、

日
本
人
社
会
と
し
て
構
成
さ
れ
て
、
そ
の
管
轄
問
題
で
海
軍
と
総
督
府

の
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
複
雑
な
時
期
に
起
き
た
留

任
運
動
は
、
植
民
地
軍
港
都
市
に
お
け
る
地
域
社
会
、
海
軍
、
総
督
府

の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、
詳
細
に
明
ら
か
に
す
べ
き
対
象
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
従
っ
て
、
本
稿
は
上
記
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
建
設
初
期
の

植
民
地
軍
港
都
市
鎮
海
を
対
象
と
し
て
、
当
時
の
政
治
的
・
経
済
的
・

社
会
的
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
当
該
時
期
に
鎮
海
湾
防
備
隊
司
令
官
で

あ
っ
た
上
泉
徳
弥
の
活
動
と
彼
に
対
す
る
日
本
人
社
会
の
留
任
運
動
を

事
例
と
し
て
取
り
上
げ
な
が
ら
、
植
民
地
軍
港
都
市
鎮
海
の
日
本
人
社

会
、
海
軍
、
総
督
府
の
関
係
を
検
討
し
た
い
。

一
、
軍
港
都
市
鎮
海
の
建
設

（
一
）
　海
軍
の
軍
港
鎮
海
建
設
の
方
針
と
都
市
計
画

　
日
本
海
軍
は
、
日
露
戦
争
当
時
、
海
軍
の
臨
時
根
拠
地
と
し
て
鎮
海

湾
の
巨
済
島
長
木
面
松
真
を
占
領
し
、
鎮
海
湾
に
乗
り
込
ん
で
き
た（

（1
（

。

そ
の
後
、
海
軍
は
巨
済
島
だ
け
で
は
な
く
鎮
海
湾
一
帯
を
軍
港
と
す
る

た
め
、
そ
の
軍
港
境
域
設
定
と
土
地
収
用
に
つ
い
て
の
意
向
を
、
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朝
鮮
全
土
が
総
督
府
の
管
轄
に
な
る
と
、
総
督
府
が
一
方
的
に
都
市
計

画
を
実
施
す
る
主
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
た
め
、
鎮
海
の
海
軍
や

総
督
府
以
外
の
様
々
な
主
体
と
そ
れ
ら
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
看
過
さ

れ
て
き
た
。

　
住
民
の
大
多
数
が
日
本
人
で
占
め
ら
れ
て
い
た
鎮
海
市
街
地
は
、
日

本
海
軍
の
軍
港
建
設
計
画
の
下
で
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
か
ら

一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
ま
で
の
三
年
間
で
、
基
本
的
な
都
市
的
景

観
を
備
え
て
い
っ
た（

（1
（

。
特
に
、
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
九
月
か
ら

一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
六
月
ま
で
鎮
海
湾
防
備
隊
司
令
官
と
し
て

在
任
し
た
上
泉
徳
弥
海
軍
少
将
は
、
そ
の
在
任
期
間
に
鎮
海
市
街
地
を

飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
た
。
た
だ
し
、
日
本
に
よ
る
韓
国
へ
の
強
圧
的
な

植
民
地
支
配
が
始
ま
っ
た
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
か
ら
一
九
一
二

年
ま
で
の
三
年
間
は
、
そ
の
出
先
支
配
機
関
が
統
監
府
か
ら
総
督
府
へ

と
移
行
す
る
過
渡
期
に
あ
り
、
地
方
の
行
政
主
体
が
不
明
確
な
時
期
で

も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
海
軍
と
総
督
府
の
間
で
鎮
海
の
管
轄
権
を
め

ぐ
っ
て
争
い
が
起
こ
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
上
泉
徳
弥
は
、

海
軍
と
総
督
府
、
そ
し
て
日
本
人
社
会
と
い
う
三
つ
の
異
な
る
主
体
の

利
害
関
係
を
調
整
し
な
が
ら
、
鎮
海
の
都
市
形
成
に
お
い
て
主
導
的
な

役
割
を
果
た
し
た（

（1
（

。

　
前
述
の
よ
う
に
既
存
の
研
究
は
、
軍
港
都
市
鎮
海
の
主
体
と
し
て
主

に
海
軍
の
み
に
注
目
し
て
き
た
た
め
、
鎮
海
の
日
本
人
社
会
へ
の
視
点

を
欠
い
て
い
た
。
そ
れ
故
、
鎮
海
に
お
け
る
日
本
人
社
会
と
海
軍
の
具

体
的
な
関
係
を
扱
っ
た
研
究
は
な
く
、
総
督
府
と
の
関
係
を
含
め
た
研

究
も
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
軍
港
都
市
鎮
海
で
海
軍
、
総
督
府
、
日

本
人
社
会
と
い
う
三
つ
の
主
体
が
市
街
地
経
営
と
発
展
に
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
上
泉

司
令
官
が
退
任
す
る
際
に
、
な
ぜ
日
本
人
社
会
に
お
い
て
積
極
的
な
留

任
運
動
が
起
こ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
鎮
海
が
海
軍
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
都
市
で
あ
り
な
が
ら
、

日
本
人
社
会
と
し
て
構
成
さ
れ
て
、
そ
の
管
轄
問
題
で
海
軍
と
総
督
府

の
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
複
雑
な
時
期
に
起
き
た
留

任
運
動
は
、
植
民
地
軍
港
都
市
に
お
け
る
地
域
社
会
、
海
軍
、
総
督
府

の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、
詳
細
に
明
ら
か
に
す
べ
き
対
象
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
従
っ
て
、
本
稿
は
上
記
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
建
設
初
期
の

植
民
地
軍
港
都
市
鎮
海
を
対
象
と
し
て
、
当
時
の
政
治
的
・
経
済
的
・

社
会
的
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
当
該
時
期
に
鎮
海
湾
防
備
隊
司
令
官
で

あ
っ
た
上
泉
徳
弥
の
活
動
と
彼
に
対
す
る
日
本
人
社
会
の
留
任
運
動
を

事
例
と
し
て
取
り
上
げ
な
が
ら
、
植
民
地
軍
港
都
市
鎮
海
の
日
本
人
社

会
、
海
軍
、
総
督
府
の
関
係
を
検
討
し
た
い
。

一
、
軍
港
都
市
鎮
海
の
建
設

（
一
）
　海
軍
の
軍
港
鎮
海
建
設
の
方
針
と
都
市
計
画

　
日
本
海
軍
は
、
日
露
戦
争
当
時
、
海
軍
の
臨
時
根
拠
地
と
し
て
鎮
海

湾
の
巨
済
島
長
木
面
松
真
を
占
領
し
、
鎮
海
湾
に
乗
り
込
ん
で
き
た（

（1
（

。

そ
の
後
、
海
軍
は
巨
済
島
だ
け
で
は
な
く
鎮
海
湾
一
帯
を
軍
港
と
す
る

た
め
、
そ
の
軍
港
境
域
設
定
と
土
地
収
用
に
つ
い
て
の
意
向
を
、
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一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）
七
月
に
大
韓
帝
国
政
府
に
伝
達
し
た
。
そ

し
て
、
同
年
八
月
に
高
宗
の
裁
可
を
得
て
、
鎮
海
湾
一
帯
が
軍
港
予
定

地
と
し
て
告
示
さ
れ
た（

11
（

。

　
海
軍
が
鎮
海
湾
に
お
い
て
軍
港
地
境
域
と
し
て
設
定
し
た
の
は
、
飛

鳳
か
ら
行
巌
湾
に
至
る
沿
岸
一
帯
、
及
び
そ
の
前
面
に
位
置
し
て
い
る

島
嶼
な
ど
を
合
わ
せ
て
一
、三
一
二
万
坪
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
土
地

で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
直
接
的
な
軍
港
施
設
地
で
は
な
い
市
街
地
と
し

て
は
、
飛
鳳
の
二
千
七
百
坪
と
、
軍
港
施
設
地
域
の
東
に
接
し
た
斎
藤

湾
に
面
す
る
二
一
万
一
千
坪
が
あ
っ
た（

1（
（

。図
一
の
鎮
海
軍
港
境
域
図
は
、

一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
勅
令
第
四
五
三
号
に
よ
っ
て
鎮
海
が
日
本

海
軍
の
第
五
海
軍
区
軍
港
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
境
域
が
表
示
さ
れ
た
も

の
で
、
鎮
海
湾
を
中
心
と
し
加
徳
島
と
巨
済
島
が
含
ま
れ
て
、
馬
山
と

梁
山
へ
か
か
る
部
分
ま
で
朝
鮮
の
陸
地
と
海
が
と
も
に
含
ま
れ
て
い
る

の
が
確
認
で
き
る
。
海
軍
は
広
範
囲
な
領
域
を
含
む
鎮
海
を
、
最
初
か

ら
直
接
経
営
と
間
接
経
営
に
分
け
て
支
配
す
る
計
画
を
持
っ
て
い
た
。

　
当
時
、
鎮
海
湾
防
備
隊
司
令
官
で
あ
っ
た
宮
岡
直
記
が
、
一
九
〇
九

年
（
明
治
三
九
）
四
月
海
軍
次
官
加
藤
友
三
郎
に
提
出
し
た
「
鎮
海
湾

海
軍
用
土
地
経
営
ニ
関
ス
ル
意
見
」
と
い
う
文
書
に
、
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

（
前
略
）
韓
国
一
般
ノ
有
様
ハ
内
地
ニ
於
ケ
ル
土
地
ノ
状
況
ト
大

ヒ
ニ
其
趣
ヲ
異
ニ
シ
多
年
來
自
然
ノ
侭
ニ
放
任
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
直
接
軍
事
上
ノ
施
設
ト
共
ニ
間
接
ノ
施
設
ト
シ
テ
道
路
架

橋
堤
防
河
川
等
其
他
将
来
経
営
ノ
主
要
地
ニ
於
ケ
ル
敷
地
区
画
等

準
備
等
ニ
対
ㇱ
多
大
ノ
事
業
ヲ
要
ス
ヘ
ク
是
等
ハ
到
底
軍
事
上
ノ

施
設
ト
共
ニ
一
時
ニ
其
土
工
ヲ
起
ㇱ
得
ル
ノ
見
込
ア
ル
モ
ノ
ト
モ

認
メ
ラ
レ
ス
然
レ
バ
防
備
隊
ノ
移
転
艦
艇
ニ
対
ス
ル
諸
般
ノ
施
設

ニ
着
手
セ
ラ
ル
ベ
キ
其
時
期
ニ
前
後
ㇱ
一
般
発
展
ヲ
期
ス
ベ
キ
間

接
ノ
経
営
施
設
ト
シ
テ
今
ヨ
リ
豫
メ
其
事
業
ニ
着
手
シ
用
地
全
般

ヨ
リ
徴
収
ス
ル
借
地
料
ノ
収
入
額
ヲ
以
テ
之
レ
カ
経
営
処
理
ノ
途

ヲ
講
セ
サ
レ
バ
何
レ
ノ
時
ヲ
期
ㇱ
テ
カ
之
レ
カ
発
展
ヲ
見
ル
コ
ト

得
ン（

11
（

。

図1　1911年（明治43）�鎮海軍港境域図

出典：  JACAR：A0（020（（（（00、「御署名原本・明治四十三年・勅令第四百五十三号・
鎮海軍港境域ノ件」、（国立公文書館）
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以
上
の
よ
う
に
海
軍
は
軍
事
施
設
と
市
街
地
の
施
設
を
同
時
に
建
設

す
る
の
は
難
し
い
と
み
て
い
た
。
都
市
イ
ン
フ
ラ
未
整
備
の
広
大
な
鎮

海
湾
海
軍
用
地
に
お
い
て
軍
港
と
市
街
地
の
建
設
を
同
時
に
進
め
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
軍
事
施
設
で
あ
る
軍
港
建
設
に
優
先

的
に
着
手
し
な
が
ら
、
市
街
地
は
間
接
経
営
を
よ
し
と
し
て
、
土
地
の

貸
下
げ
を
通
じ
て
、そ
の
借
地
料
を
海
軍
の
取
り
分
に
し
よ
う
と
し
た
。

海
軍
が
間
接
経
営
で
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
地
域
は
軍
港
の
後
背
地
、

つ
ま
り
鎮
海
市
街
地
と
し
て
開
発
さ
れ
る
予
定
の
場
所
で
あ
っ
た
。

　
鎮
海
湾
海
軍
用
地
の
経
営
方
針
が
出
さ
れ
た
年
の
翌
年
一
九
〇
九
年

（
明
治
四
二
）六
月
三
〇
日
、鎮
海
湾
施
設
調
査
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。

委
員
は
総
勢
一
四
人
で
、
軍
務
局
の
野
間
口
大
佐
、 

内
田
少
佐
、 

経
理

局
の
鈴
木
大
監
、
永
安
少
監
、
鈴
木
大
本
計
、
艦
艇
本
部
の
賀
義
機
関

大
佐
、
榊
原
中
佐
、
廣
願
中
佐
、
白
井
中
監
、
臨
時
建
築
部
の
渡
邊
工

務
監
、
井
上
技
師
、
軍
令
部
の
山
屋
大
佐
、
山
路
大
佐
、
中
島
中
佐
で

あ
っ
た（

11
（

。

　
こ
の
鎮
海
湾
施
設
調
査
委
員
会
の
任
務
は
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
、

舞
鶴
軍
港
の
設
備
を
基
準
と
し
、
主
に
艦
艇
の
入
渠
と
修
理
な
ど
を
目

的
と
し
て
鎮
海
湾
に
必
要
な
設
備
と
予
算
を
調
査
・
報
告
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
二
つ
目
は
、鎮
海
湾
防
備
隊
を
懸
洞
方
面
に
移
転
す
る
場
合
、

必
要
な
設
計
と
そ
の
予
算
を
調
査
・
報
告
す
る
こ
と
で
あ
っ
た（

11
（

。
委
員

会
は
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
一
月
一
七
日
「
鎮
海
軍
港
施
設
地
実

地
踏
査
報
告
」
を
作
成
し
て
、
海
軍
大
臣
斎
藤
実
に
提
出
し
た
。
こ
の

報
告
書
は
全
四
二
頁
か
ら
な
り
、
軍
港
設
備
に
関
す
る
実
地
調
査
を
基

に
し
て
、
具
体
的
な
建
設
計
画
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

内
容
を
見
る
と
、
ま
ず
当
該
地
域
を
鎮
守
府
と
し
軍
港
機
能
を
構
築
す

る
理
由
が
述
べ
ら
れ
た
の
ち
、
鎮
守
府
を
は
じ
め
と
す
る
軍
関
連
施
設

や
、
市
街
、
学
校
な
ど
を
含
む
二
七
施
設
の
建
設
予
定
地
の
概
略
が

一
四
頁
に
渡
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
続
い
て
実
地
調
査
後
の
全
委
員

一
致
の
所
見
、
鎮
海
軍
港
水
道
問
題
、
官
舎
敷
地
坪
数
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
調
査
委
員
会
の
所
見
は
六
項
目
挙
げ
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
四
番
目
の
項
目
は
日
本
人
と
朝
鮮
人
の
居
住
区

隔
離
に
関
す
る
所
見
で
あ
る
。
そ
の
所
見
に
よ
れ
ば
、「
韓
人
ヲ
日
本

市
民
ト
雑
居
セ
シ
ム
ル
ハ
衛
生
上
其
他
ニ
於
テ
不
可
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ

隔
離
ス
ル
ヲ
至
当
ト
シ
悉
皆
德
山
方
面
ニ
移
転
セ
シ
ム
ル
ヲ
必
要
ト

ス
」
と
あ
り
、日
本
海
軍
が
軍
港
建
設
当
初
か
ら
朝
鮮
人
を
排
除
し
て
、

鎮
海
市
街
地
を
日
本
人
社
会
と
し
て
建
設
し
よ
う
と
し
た
意
図
を
確
認

で
き
る（

11
（

。

　
こ
の
報
告
書
に
基
づ
い
て
鎮
海
軍
港
建
設
計
画
が
認
可
さ
れ
る
と
、

海
軍
は
本
格
的
に
軍
港
建
設
に
着
手
し
た
。漸
次
軍
港
施
設
が
揃
う
と
、

市
街
地
に
つ
い
て
も
間
接
経
営
の
た
め
の
土
地
の
貸
下
げ
が
行
わ
れ
始

め
た
。
土
地
の
貸
下
げ
は
、
基
本
的
に
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
に

十
六
条
で
構
成
さ
れ
た
「
鎮
海
湾
海
軍
用
地
貸
下
内
規
」
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た（

11
（

。
こ
の
内
規
は
、
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
に
な
っ
た
段
階

で
、
内
規
作
成
当
時
に
比
べ
、
日
韓
関
係
を
含
め
た
鎮
海
湾
を
め
ぐ
る

状
況
に
相
当
の
変
化
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ど
を
理
由
に
し
て
、
当

時
の
鎮
海
湾
防
備
隊
司
令
官
で
あ
っ
た
宮
岡
直
紀
が
四
十
七
条
の
改
定

案
を
海
軍
大
臣
斎
藤
実
に
報
告
し
た（

11
（

。

　
一
九
〇
七
年
の
「
鎮
海
湾
海
軍
用
地
貸
下
内
規
」
を
見
る
と
、
第
六
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以
上
の
よ
う
に
海
軍
は
軍
事
施
設
と
市
街
地
の
施
設
を
同
時
に
建
設

す
る
の
は
難
し
い
と
み
て
い
た
。
都
市
イ
ン
フ
ラ
未
整
備
の
広
大
な
鎮

海
湾
海
軍
用
地
に
お
い
て
軍
港
と
市
街
地
の
建
設
を
同
時
に
進
め
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
軍
事
施
設
で
あ
る
軍
港
建
設
に
優
先

的
に
着
手
し
な
が
ら
、
市
街
地
は
間
接
経
営
を
よ
し
と
し
て
、
土
地
の

貸
下
げ
を
通
じ
て
、そ
の
借
地
料
を
海
軍
の
取
り
分
に
し
よ
う
と
し
た
。

海
軍
が
間
接
経
営
で
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
地
域
は
軍
港
の
後
背
地
、

つ
ま
り
鎮
海
市
街
地
と
し
て
開
発
さ
れ
る
予
定
の
場
所
で
あ
っ
た
。

　
鎮
海
湾
海
軍
用
地
の
経
営
方
針
が
出
さ
れ
た
年
の
翌
年
一
九
〇
九
年

（
明
治
四
二
）六
月
三
〇
日
、鎮
海
湾
施
設
調
査
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。

委
員
は
総
勢
一
四
人
で
、
軍
務
局
の
野
間
口
大
佐
、 

内
田
少
佐
、 

経
理

局
の
鈴
木
大
監
、
永
安
少
監
、
鈴
木
大
本
計
、
艦
艇
本
部
の
賀
義
機
関

大
佐
、
榊
原
中
佐
、
廣
願
中
佐
、
白
井
中
監
、
臨
時
建
築
部
の
渡
邊
工

務
監
、
井
上
技
師
、
軍
令
部
の
山
屋
大
佐
、
山
路
大
佐
、
中
島
中
佐
で

あ
っ
た（

11
（

。

　
こ
の
鎮
海
湾
施
設
調
査
委
員
会
の
任
務
は
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
、

舞
鶴
軍
港
の
設
備
を
基
準
と
し
、
主
に
艦
艇
の
入
渠
と
修
理
な
ど
を
目

的
と
し
て
鎮
海
湾
に
必
要
な
設
備
と
予
算
を
調
査
・
報
告
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
二
つ
目
は
、鎮
海
湾
防
備
隊
を
懸
洞
方
面
に
移
転
す
る
場
合
、

必
要
な
設
計
と
そ
の
予
算
を
調
査
・
報
告
す
る
こ
と
で
あ
っ
た（

11
（

。
委
員

会
は
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
一
月
一
七
日
「
鎮
海
軍
港
施
設
地
実

地
踏
査
報
告
」
を
作
成
し
て
、
海
軍
大
臣
斎
藤
実
に
提
出
し
た
。
こ
の

報
告
書
は
全
四
二
頁
か
ら
な
り
、
軍
港
設
備
に
関
す
る
実
地
調
査
を
基

に
し
て
、
具
体
的
な
建
設
計
画
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

内
容
を
見
る
と
、
ま
ず
当
該
地
域
を
鎮
守
府
と
し
軍
港
機
能
を
構
築
す

る
理
由
が
述
べ
ら
れ
た
の
ち
、
鎮
守
府
を
は
じ
め
と
す
る
軍
関
連
施
設

や
、
市
街
、
学
校
な
ど
を
含
む
二
七
施
設
の
建
設
予
定
地
の
概
略
が

一
四
頁
に
渡
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
続
い
て
実
地
調
査
後
の
全
委
員

一
致
の
所
見
、
鎮
海
軍
港
水
道
問
題
、
官
舎
敷
地
坪
数
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
調
査
委
員
会
の
所
見
は
六
項
目
挙
げ
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
四
番
目
の
項
目
は
日
本
人
と
朝
鮮
人
の
居
住
区

隔
離
に
関
す
る
所
見
で
あ
る
。
そ
の
所
見
に
よ
れ
ば
、「
韓
人
ヲ
日
本

市
民
ト
雑
居
セ
シ
ム
ル
ハ
衛
生
上
其
他
ニ
於
テ
不
可
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ

隔
離
ス
ル
ヲ
至
当
ト
シ
悉
皆
德
山
方
面
ニ
移
転
セ
シ
ム
ル
ヲ
必
要
ト

ス
」
と
あ
り
、日
本
海
軍
が
軍
港
建
設
当
初
か
ら
朝
鮮
人
を
排
除
し
て
、

鎮
海
市
街
地
を
日
本
人
社
会
と
し
て
建
設
し
よ
う
と
し
た
意
図
を
確
認

で
き
る（

11
（

。

　
こ
の
報
告
書
に
基
づ
い
て
鎮
海
軍
港
建
設
計
画
が
認
可
さ
れ
る
と
、

海
軍
は
本
格
的
に
軍
港
建
設
に
着
手
し
た
。漸
次
軍
港
施
設
が
揃
う
と
、

市
街
地
に
つ
い
て
も
間
接
経
営
の
た
め
の
土
地
の
貸
下
げ
が
行
わ
れ
始

め
た
。
土
地
の
貸
下
げ
は
、
基
本
的
に
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
に

十
六
条
で
構
成
さ
れ
た
「
鎮
海
湾
海
軍
用
地
貸
下
内
規
」
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た（

11
（

。
こ
の
内
規
は
、
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
に
な
っ
た
段
階

で
、
内
規
作
成
当
時
に
比
べ
、
日
韓
関
係
を
含
め
た
鎮
海
湾
を
め
ぐ
る

状
況
に
相
当
の
変
化
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ど
を
理
由
に
し
て
、
当

時
の
鎮
海
湾
防
備
隊
司
令
官
で
あ
っ
た
宮
岡
直
紀
が
四
十
七
条
の
改
定

案
を
海
軍
大
臣
斎
藤
実
に
報
告
し
た（

11
（

。

　
一
九
〇
七
年
の
「
鎮
海
湾
海
軍
用
地
貸
下
内
規
」
を
見
る
と
、
第
六
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条
で「
鎮
海
湾
海
軍
用
地
ノ
借
地
権
ハ
譲
渡
若
ハ
転
貸
ス
ル
コ
ト
得
ス
」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
九
一
〇
年
に
改
定
さ
れ
た
内
規
で
も
第

五
条
で
同
じ
内
容
が
明
示
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
こ
の
よ
う
に
、
海
軍
は
鎮
海

湾
海
軍
用
地
の
借
用
人
の
土
地
売
買
・
転
貸
に
対
す
る
権
利
を
制
限
す

る
内
規
を
前
提
と
し
て
、
海
軍
用
地
内
の
鎮
海
市
街
地
を
三
回
に
分
け

て
貸
下
げ
し
た
。
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
四
月
の
第
一
次
の

三
万
六
千
坪
を
は
じ
め
に
、同
年
一
一
月
の
第
二
次
で
は
三
万
五
千
坪
、

一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
三
月
の
第
三
次
に
は
市
街
地
二
四
万
坪
と

山
林
一
三
三
万
八
千
坪
の
貸
下
げ
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る（

11
（

。

　
海
軍
が
鎮
海
湾
で
三
回
に
分
け
て
土
地
を
貸
下
げ
た
の
は
、「
完
全

な
る
市
街
を
造
る
と
い
ふ
方
針
」
か
ら
出
た
と
思
わ
れ
る（

11
（

。
ま
た
、
こ

の
土
地
貸
下
げ
を
通
じ
て
、
人
口
の
増
加
に
伴
う
市
街
地
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
表
一
に
示
し
た
よ
う
に
、
一
九
一
一
年

（
明
治
四
四
）
と
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
の
土
地
貸
下
げ
面
積
は
、

そ
れ
ぞ
れ
三
万
六
千
坪
と
三
万
五
千
坪
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
数
を

一
万
五
千
人
と
一
万
人
と
予
想
し
て
い
る
。
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）

年
の
実
際
の
鎮
海
の
人
口
数
を
確
認
し
て
み
る
と
、
三
五
六
五
人
で
、

翌
年
の
一
九
一
二
年
は
五
〇
三
八
人
ま
で
増
加
す
る
。
こ
れ
は
予
想
値

に
比
べ
る
と
低
い
が
、
土
地
貸
下
げ
事
業
に
よ
る
人
口
増
が
あ
っ
た
こ

と
は
確
認
で
き
る（

11
（

。
第
三
次
に
至
っ
て
は
貸
下
げ
面
積
が
市
街
地
約

二
十
四
万
坪
と
山
林
百
三
十
三
万
八
千
坪
に
増
え
、
人
口
の
予
想
値
も

三
万
人
か
ら
五
万
人
程
度
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は

一
九
一
二
年
（
大
正
元
）
の
第
三
次
土
地
貸
下
げ
の
後
に
も
、
鎮
海
の

人
口
は
五
千
人
か
ら
六
千
人
余
り
で
、
期
待
し
た
ほ
ど
の
増
加
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。

　
海
軍
は
第
一
次
・
二
次
の
土
地
貸
下
げ
事
業
で
「
鎮
海
湾
海
軍
用
地

貸
下
内
規
」
を
基
に
し
て
借
用
人
の
土
地
売
買
・
転
貸
に
関
す
る
権
利

を
制
限
し
な
が
ら
、
直
接
民
間
に
土
地
を
貸
下
げ
た
。
一
方
、
第
三
次

貸
下
げ
で
は
、
教
育
事
務
の
遂
行
の
目
的
で
設
立
さ
れ
た
「
鎮
海
学
校

組
合
」
の
基
本
財
産
と
し
て
市
街
地
と
山
林
を
無
償
で
贈
与
し
、「
鎮

海
学
校
組
合
」
が
二
五
年
の
期
間
で
民
間
に
転
貸
で
き
る
よ
う
に
さ
せ

た
。
こ
れ
を
も
っ
て
海
軍
に
よ
る
土
地
貸
下
げ
は
全
て
完
了
し
た（

11
（

。
第

三
次
で
「
鎮
海
学
校
組
合
」
に
対
し
て
転
貸
権
を
認
め
た
こ
と
は
、
市

街
地
間
接
経
営
と
い
う
海
軍
の
軍
港
都
市
計
画
と
相
応
し
て
い
る
と
い

え
る
。

　
鎮
海
湾
は
、
日
露
戦
争
へ
と
続
く
日
露
の
対
立
を
契
機
に
、
日
本
海

表
一

　海
軍
の
鎮
海
軍
港
土
地
貸
下
げ（

1（
（

一
　
次

二
　
次

三
　
次

貸
下
げ
時
期

一
九
一
一
年

　
四
月
一
日

一
九
一
一
年

　
一
一
月
二
九
日

一
九
一
二
年

　
三
月
一
五
日

貸
下
げ
面
積 

（
坪
）

三
万
六
千

三
万
五
千

市
街
地

　
二
四
万

山
林 

　
一
三
三
万
八
千

建
築
竣
工
戸
数

二
千

約
百

予
想
人
口（
人
）
約
一
万
五
千

約
一
万

約
三
万
か
ら
五
万

投
資
金（
円
）

約
三
○
○
万

約
三
○
○
万

調
査
時
期

一
九
一
二
年
三
月

一
九
一
二
年
三
月

一
九
一
二
年
八
月
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軍
の
戦
略
的
拠
点
と
し
て
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
軍
港
都
市
鎮
海

の
建
設
初
期
か
ら
、
海
軍
は
鎮
海
を
軍
港
施
設
地
域
と
市
街
地
に
区
分

し
、
直
接
経
営
に
よ
る
軍
港
施
設
地
の
発
展
と
、
土
地
の
貸
下
げ
に
よ

る
間
接
経
営
と
し
て
市
街
地
の
発
展
を
図
っ
た
。
特
に
、
市
街
地
に
つ

い
て
は
計
画
の
段
階
か
ら
日
本
人
町
と
し
て
建
設
す
る
意
図
を
持
っ
て

い
た
。
海
軍
は
三
回
に
分
け
て
土
地
貸
下
げ
事
業
を
行
っ
た
が
、
第
三

次
で
の
「
鎮
海
学
校
組
合
」
に
対
し
て
は
、
莫
大
な
土
地
が
貸
下
げ
ら

れ
る
と
共
に
転
貸
権
を
も
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
鎮
海
学
校

組
合
」
は
帝
国
日
本
海
軍
の
土
地
貸
下
げ
事
業
を
継
承
す
る
形
で
市
街

地
経
営
に
多
大
な
る
影
響
力
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
鎮
海
の
日
本
人

社
会
に
お
け
る
「
鎮
海
学
校
組
合
」
は
、
当
時
居
留
民
団
が
存
在
し
な

か
っ
た
鎮
海
に
あ
っ
て
、
民
間
団
体
と
し
て
教
育
の
み
な
ら
ず
、
土
地

貸
下
げ
、
衛
生
な
ど
の
都
市
公
共
事
業
全
般
を
担
う
行
政
機
関
と
し
の

機
能
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
活
動
に
つ
い
て
は
別
稿
で
詳
細
に
分
析
し

た
い
。

　
以
上
、
都
市
計
画
に
つ
い
て
概
略
を
見
て
き
た
が
、
次
に
都
市
建
設

過
程
に
お
け
る
海
軍
と
総
督
府
の
中
で
生
じ
た
管
轄
問
題
を
見
て
み
よ

う
。

　（
二
）
　鎮
海
を
め
ぐ
る
海
軍
と
総
督
府
の
状
況

―
朝
鮮
の
植
民
地
化
に
よ
る
管
轄
問
題
と
海
軍
の
戦
略
変
化
―

　
鎮
海
が
、海
軍
に
よ
っ
て
戦
略
的
要
衝
の
地
と
し
て
浮
上
し
た
の
は
、

一
八
九
八
年
（
明
治
三
一
）
七
月
に
桂
太
郎
が
大
隈
重
信
に
報
告
し
た

文
書
が
起
点
と
な
っ
て
い
る（

11
（

。
桂
は
日
清
戦
争
の
後
、
朝
鮮
に
お
い
て

後
退
し
た
日
本
の
勢
力
を
挽
回
す
る
た
め
、
日
本
の
軍
隊
を
朝
鮮
に
上

陸
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
上
程
し
た
。
そ
の
具
体
的
な
上
陸
地
域
を
検

討
す
る
過
程
で
、
佐
世
保
軍
港
、
竹
敷
要
港
部
な
ど
と
の
関
係
を
考
慮

し
て
海
軍
は
鎮
海
湾
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た（

11
（

。
一
九
〇
四
年
（
明

治
三
七
）
二
月
、
日
露
戦
争
の
開
戦
を
前
に
、
大
本
営
は
海
軍
第
三
艦

隊
に
対
し
て
鎮
海
湾
を
占
領
し
朝
鮮
海
峡
を
警
戒
せ
よ
と
い
う
命
令
を

発
し
た
。
こ
の
時
か
ら
鎮
海
湾
は
、
事
実
上
日
本
軍
の
勢
力
圏
に
入
る

よ
う
に
な
っ
た（

11
（

。
こ
の
よ
う
に
鎮
海
湾
は
、
二
十
世
紀
の
初
め
に
ロ
シ

ア
を
仮
想
敵
国
と
し
な
が
ら
日
本
の
帝
国
領
域
が
拡
張
す
る
中
で
、
そ

の
地
政
学
的
な
重
要
性
に
よ
っ
て
戦
略
的
価
値
が
注
目
さ
れ
、
海
軍
の

軍
事
的
要
衝
の
地
と
し
て
登
場
し
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

11
（

。

　
日
露
戦
争
後
、
海
軍
は
鎮
海
湾
を
そ
の
根
拠
地
に
す
る
た
め
軍
港
と

し
て
の
使
用
の
許
可
を
大
韓
帝
国
に
要
請
し
、
一
九
〇
六
年
（
明
治

三
九
）
八
月
、
鎮
海
湾
は
軍
港
と
し
て
告
示
さ
れ
た（

11
（

。
以
後
、
日
本
の

国
防
方
針
は
ロ
シ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
米
国
、
清
国
も
仮
想
敵
国
と
し

た
。
特
に
海
軍
の
場
合
は
、
新
し
く
米
国
を
目
標
と
し
て
そ
の
海
軍
力

に
対
抗
す
る
た
め
軍
備
拡
張
を
狙
っ
た（

11
（

。
海
軍
指
揮
下
、
軍
港
都
市
鎮

海
の
建
設
の
た
め
、
前
述
の
鎮
海
湾
施
設
調
査
委
員
会
が
鎮
海
湾
で
の

実
地
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
に
海
軍
が
軍
備
を
拡
張
し
て
い

く
時
期
で
あ
っ
た（

1（
（

。

　
し
か
し
、
帝
国
と
し
て
の
領
域
拡
張
を
図
っ
て
い
た
軍
の
立
場
と
は

違
い
、
日
本
国
内
の
状
況
は
戦
後
財
政
難
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。

一
八
八
〇
年
代
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
ま
で
二
十
年
以
上
推
進
さ
れ
た
軍

備
拡
張
と
三
度
も
の
戦
争
（
日
清
戦
争
、
義
和
団
事
件
、
日
露
戦
争
）
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軍
の
戦
略
的
拠
点
と
し
て
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
軍
港
都
市
鎮
海

の
建
設
初
期
か
ら
、
海
軍
は
鎮
海
を
軍
港
施
設
地
域
と
市
街
地
に
区
分

し
、
直
接
経
営
に
よ
る
軍
港
施
設
地
の
発
展
と
、
土
地
の
貸
下
げ
に
よ

る
間
接
経
営
と
し
て
市
街
地
の
発
展
を
図
っ
た
。
特
に
、
市
街
地
に
つ

い
て
は
計
画
の
段
階
か
ら
日
本
人
町
と
し
て
建
設
す
る
意
図
を
持
っ
て

い
た
。
海
軍
は
三
回
に
分
け
て
土
地
貸
下
げ
事
業
を
行
っ
た
が
、
第
三

次
で
の
「
鎮
海
学
校
組
合
」
に
対
し
て
は
、
莫
大
な
土
地
が
貸
下
げ
ら

れ
る
と
共
に
転
貸
権
を
も
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
鎮
海
学
校

組
合
」
は
帝
国
日
本
海
軍
の
土
地
貸
下
げ
事
業
を
継
承
す
る
形
で
市
街

地
経
営
に
多
大
な
る
影
響
力
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
鎮
海
の
日
本
人

社
会
に
お
け
る
「
鎮
海
学
校
組
合
」
は
、
当
時
居
留
民
団
が
存
在
し
な

か
っ
た
鎮
海
に
あ
っ
て
、
民
間
団
体
と
し
て
教
育
の
み
な
ら
ず
、
土
地

貸
下
げ
、
衛
生
な
ど
の
都
市
公
共
事
業
全
般
を
担
う
行
政
機
関
と
し
の

機
能
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
活
動
に
つ
い
て
は
別
稿
で
詳
細
に
分
析
し

た
い
。

　
以
上
、
都
市
計
画
に
つ
い
て
概
略
を
見
て
き
た
が
、
次
に
都
市
建
設

過
程
に
お
け
る
海
軍
と
総
督
府
の
中
で
生
じ
た
管
轄
問
題
を
見
て
み
よ

う
。

　（
二
）
　鎮
海
を
め
ぐ
る
海
軍
と
総
督
府
の
状
況

―
朝
鮮
の
植
民
地
化
に
よ
る
管
轄
問
題
と
海
軍
の
戦
略
変
化
―

　
鎮
海
が
、海
軍
に
よ
っ
て
戦
略
的
要
衝
の
地
と
し
て
浮
上
し
た
の
は
、

一
八
九
八
年
（
明
治
三
一
）
七
月
に
桂
太
郎
が
大
隈
重
信
に
報
告
し
た

文
書
が
起
点
と
な
っ
て
い
る（

11
（

。
桂
は
日
清
戦
争
の
後
、
朝
鮮
に
お
い
て

後
退
し
た
日
本
の
勢
力
を
挽
回
す
る
た
め
、
日
本
の
軍
隊
を
朝
鮮
に
上

陸
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
上
程
し
た
。
そ
の
具
体
的
な
上
陸
地
域
を
検

討
す
る
過
程
で
、
佐
世
保
軍
港
、
竹
敷
要
港
部
な
ど
と
の
関
係
を
考
慮

し
て
海
軍
は
鎮
海
湾
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た（

11
（

。
一
九
〇
四
年
（
明

治
三
七
）
二
月
、
日
露
戦
争
の
開
戦
を
前
に
、
大
本
営
は
海
軍
第
三
艦

隊
に
対
し
て
鎮
海
湾
を
占
領
し
朝
鮮
海
峡
を
警
戒
せ
よ
と
い
う
命
令
を

発
し
た
。
こ
の
時
か
ら
鎮
海
湾
は
、
事
実
上
日
本
軍
の
勢
力
圏
に
入
る

よ
う
に
な
っ
た（

11
（

。
こ
の
よ
う
に
鎮
海
湾
は
、
二
十
世
紀
の
初
め
に
ロ
シ

ア
を
仮
想
敵
国
と
し
な
が
ら
日
本
の
帝
国
領
域
が
拡
張
す
る
中
で
、
そ

の
地
政
学
的
な
重
要
性
に
よ
っ
て
戦
略
的
価
値
が
注
目
さ
れ
、
海
軍
の

軍
事
的
要
衝
の
地
と
し
て
登
場
し
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

11
（

。

　
日
露
戦
争
後
、
海
軍
は
鎮
海
湾
を
そ
の
根
拠
地
に
す
る
た
め
軍
港
と

し
て
の
使
用
の
許
可
を
大
韓
帝
国
に
要
請
し
、
一
九
〇
六
年
（
明
治

三
九
）
八
月
、
鎮
海
湾
は
軍
港
と
し
て
告
示
さ
れ
た（

11
（

。
以
後
、
日
本
の

国
防
方
針
は
ロ
シ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
米
国
、
清
国
も
仮
想
敵
国
と
し

た
。
特
に
海
軍
の
場
合
は
、
新
し
く
米
国
を
目
標
と
し
て
そ
の
海
軍
力

に
対
抗
す
る
た
め
軍
備
拡
張
を
狙
っ
た（

11
（

。
海
軍
指
揮
下
、
軍
港
都
市
鎮

海
の
建
設
の
た
め
、
前
述
の
鎮
海
湾
施
設
調
査
委
員
会
が
鎮
海
湾
で
の

実
地
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
に
海
軍
が
軍
備
を
拡
張
し
て
い

く
時
期
で
あ
っ
た（

1（
（

。

　
し
か
し
、
帝
国
と
し
て
の
領
域
拡
張
を
図
っ
て
い
た
軍
の
立
場
と
は

違
い
、
日
本
国
内
の
状
況
は
戦
後
財
政
難
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。

一
八
八
〇
年
代
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
ま
で
二
十
年
以
上
推
進
さ
れ
た
軍

備
拡
張
と
三
度
も
の
戦
争
（
日
清
戦
争
、
義
和
団
事
件
、
日
露
戦
争
）
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の
結
果
、
国
庫
の
正
貨
準
備
は
枯
渇
し
、
日
本
国
民
は
増
税
と
国
債
、

不
況
で
疲
弊
の
極
に
達
し
て
い
た（

11
（

。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
露
戦

争
に
よ
っ
て
莫
大
な
犠
牲
と
負
担
を
強
い
ら
れ
た
日
本
国
民
は
、
自
身

の
生
活
と
国
家
の
運
命
が
よ
り
直
接
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
自

覚
し
始
め
、
国
家
と
社
会
に
対
し
て
生
活
に
関
わ
る
要
求
を
噴
出
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た（

11
（

。
こ
う
し
た
国
内
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
は
日

露
戦
争
の
勝
利
を
通
じ
て
帝
国
主
義
国
家
と
し
て
膨
張
し
た
た
め
、
軍

備
拡
張
を
強
行
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た（

11
（

。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
の
中
で
、

一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
四
月
、
軍
備
拡
張
の
方
向
性
を
「
陸
主
海

從
」
と
す
る
「
帝
国
国
防
方
針
」
が
決
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
海
軍
は
、

一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
に
中
国
で
辛
亥
革
命
が
勃
発
す
る
と
、
こ

れ
を
絶
好
の
機
会
と
し
て
大
陸
に
勢
力
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
陸
軍
に

呼
応
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
し
て
海
軍
は
そ
の
戦
力
展
開
の
方
針
を
、

米
国
を
仮
想
敵
国
と
し
た
太
平
洋
地
域
へ
の
展
開
か
ら
、
台
湾
を
中
心

と
す
る
中
国
南
部
沿
岸
部
の
制
海
へ
と
軌
道
修
正
し
た（

11
（

。

　
日
本
海
軍
の
戦
略
の
方
向
転
換
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
地
政
学
的

な
利
点
か
ら
軍
事
拠
点
と
し
て
設
定
さ
れ
た
鎮
海
湾
の
戦
略
的
な
価
値

は
相
対
的
に
下
が
っ
た
。
国
防
戦
略
が
中
国
南
部
沿
岸
海
域
重
視
へ
と

修
正
さ
れ
た
こ
と
で
、
日
露
戦
争
当
時
に
は
軍
事
的
要
衝
地
と
し
て
注

目
を
浴
び
た
鎮
海
湾
に
対
す
る
評
価
は
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
、

海
軍
は
鎮
海
湾
を
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
。

鎮
海
湾
ニ
軍
港
ヲ
作
リ
鎮
守
府
ヲ
置
ク
ノ
本
意
見
ニ
ハ
同
意
ヲ
表

ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
現
況
ノ
防
備
隊
司
令
官
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
要
港
部

司
令
官
ニ
テ
充
分
ナ
リ
ト
信
ズ
尚
ホ
舞
鶴
旅
順
モ
之
ラ
要
港
部
改

正
ス
ル
ニ
至
当
ト
ス
而
シ
テ
本
軍
港
ノ
如
ク
佐
世
保
ヨ
リ
北
方
ニ

地
ヲ
選
ブ
コ
ト
ヲ
止
メ
南
方
ニ
進
ミ
沖
縄
台
湾
ニ
於
イ
テ
相
当
ノ

地
点
ヲ
選
ビ
計
画
ヲ
ナ
ス
コ
ト
目
下
ノ
急
務
ナ
リ
ト
認
ム（

11
（

　
こ
の
文
書
は
、
海
軍
省
で
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
か
ら

一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
の
間
に
作
成
さ
れ
た
と
見
ら
れ
、「
井
出
」

と
い
う
押
印
が
あ
る
。
こ
の
文
書
で
鎮
海
湾
を
要
港
部
と
し
、
国
防
戦

略
地
点
を
「
北
方
ニ
地
ヲ
選
ブ
コ
ト
ヲ
止
メ
南
方
ニ
進
ミ
」
と
言
及
し

て
い
た
こ
と
は
、
日
露
戦
争
の
当
時
に
比
べ
て
鎮
海
湾
の
戦
略
的
価
値

が
低
く
な
っ
た
こ
と
を
直
接
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
は
、
前
述
の
と
お
り
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
一
月
の

「
鎮
海
軍
港
施
設
地
実
地
調
査
報
告
」
に
基
づ
い
て
鎮
海
軍
港
都
市
建

設
が
始
ま
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
一
一
年
（
明
治

四
四
）
に
軍
事
地
域
の
背
後
地
に
な
る
市
街
計
画
の
出
発
点
で
も
あ
る

土
地
貸
下
げ
が
海
軍
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
る
。

　
こ
の
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
は
日
本
が
朝
鮮
を
併
合
し
た
翌
年

で
、
植
民
地
と
し
て
朝
鮮
を
統
治
す
る
た
め
朝
鮮
総
督
府
が
設
置
さ
れ

て
い
た
。
鎮
海
湾
は
先
に
確
認
し
た
と
お
り
、す
で
に
一
九
〇
七
年（
明

治
四
〇
）
四
月
に
軍
港
設
置
の
た
め
日
本
海
軍
に
収
容
さ
れ
た
地
域
で

あ
っ
た（

11
（

。
一
方
で
、
世
界
情
勢
の
変
化
に
伴
い
国
防
戦
略
が
南
方
へ
傾

き
始
め
た
時
期
で
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
情
勢
下
、
一
九
一
一
年
（
明

治
四
四
）
に
朝
鮮
総
督
府
が
半
島
全
体
を
統
治
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

鎮
海
の
管
轄
権
を
巡
っ
て
日
本
海
軍
と
総
督
府
と
の
間
で
衝
突
が
発
生
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す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
一
月
九
日
の
『
朝

日
新
聞
』の
記
事
を
通
じ
て
そ
の
状
況
を
具
体
的
に
確
認
し
て
み
た
い
。

鎮
海
軍
港
の
市
街
計
画
に
就
き
借
地
を
出
願
せ
る
者
七
千
名
に
達

し
内
出
願
者
及
び
労
働
者
馬
山
に
滞
在
し
て
そ
の
許
否
の
辞
令
を

待
ち
居
る
聞
く
所
に
拠
れ
ば
右
許
否
は
初
め
海
軍
省
に
て
処
置
す

べ
き
方
針
な
り
し
も
総
督
府
の
設
置
と
な
り
権
限
争
ひ
を
生
ず
る

に
至
り
し
為
め
先
づ
是
が
解
決
を
見
る
上
な
ら
で
は
出
願
者
に
対

す
る
許
否
も
決
し
兼
ね
る
事
情
な
り
と（

11
（

　
こ
の
記
事
で
は
、
鎮
海
の
土
地
貸
下
げ
を
出
願
し
許
可
を
も
ら
う
た

め
に
、「
七
千
名
に
達
」す
る
人
々
が
待
っ
て
い
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

貸
下
げ
の
た
め
に
集
ま
っ
た
七
千
人
と
い
う
数
字
は
、一
九
一
一
年（
明

治
四
四
）
鎮
海
の
人
口
が
三
五
〇
〇
人
余
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す

る
な
ら
ば
、
土
地
貸
下
げ
に
よ
っ
て
非
常
に
多
数
の
人
々
が
鎮
海
に
集

ま
っ
て
き
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
時
、
海
軍
省
と
総
督
府
の
間

に
鎮
海
管
轄
権
紛
争
が
起
き
た
た
め
、
土
地
貸
下
げ
事
業
の
進
行
が
遅

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、鎮
海
を
め
ぐ
る
管
轄
権
は
一
九
一
二
年（
明

治
四
五
）
三
月
「
海
軍
用
地
ノ
授
受
ニ
関
ス
ル
総
督
府
府
則
ノ
委
員
心

得
書
」
で
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
。

朝
鮮
ニ
於
ケ
ル
左
記
所
在
ノ
海
軍
用
地
ハ
明
治
四
五
年
度
ヨ
リ
全

部
朝
鮮
総
督
府
ノ
所
管
ト
ス

鎮
海

巨
済
島

加
徳
島

梁
山
郡
菰
浦

釜
山
峨
嵋
山
及
絶
影
島

八
口
浦
（
木
浦
ノ
沖
）

仁
川
月
尾
島

永
興

元
山
春
日
町

二
．
前
項
土
地
ノ
内
海
軍
ニ
於
テ
現
ニ
使
用
セ
ル
モ
ノ
并
ニ
将

来
留
保
ス
ヘ
キ
地
区
ハ
此
際
区
別
シ
引
継
終
了
後
本
部
ニ
於
テ

直
ニ
海
軍
省
ノ
管
理
ニ
移
ス
コ
ト

三
．
第
二
項
以
外
ノ
地
区
ハ
総
テ
総
督
府
各
部
ノ
主
管
ニ
従
ヒ

之
ヲ
管
理
ス
ル
コ
ト

四
．
第
三
項
ノ
地
区
管
理
ノ
細
別
ス
レ
ハ
左
ノ
如
シ

鎮
海
市
街
地
ハ
総
務
部
ノ
管
理

田
、
畑
、
蘆
田
、
塩
田
等
ハ
度
支
部
ノ
管
理

山
林
、
原
野
、
未
墾
地
等
ハ
農
商
工
部
ノ
管
理
（
後
略（

11
（

）

　
上
記
の
一
項
と
二
項
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
鎮
海
市
街
地
の
管

轄
権
は
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
に
総
督
府
へ
移
管
さ
れ
、
軍
港
施

設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
直
接
的
な
軍
事
地
域
だ
け
が
海
軍
省
の
管
轄
と

な
っ
た
。
市
街
地
の
管
轄
権
が
海
軍
か
ら
総
督
府
に
引
継
が
れ
る
過
程

の
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
四
月
一
日
、
第
一
次
鎮
海
土
地
貸
下
げ

が
行
わ
れ
た
。
土
地
貸
下
げ
か
ら
鎮
海
市
街
地
は
急
激
に
発
展
し
始
め
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す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
一
月
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『
朝

日
新
聞
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て
そ
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状
況
を
具
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確
認
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み
た
い
。
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達

し
内
出
願
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及
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労
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山
に
滞
在
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て
そ
の
許
否
の
辞
令
を

待
ち
居
る
聞
く
所
に
拠
れ
ば
右
許
否
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初
め
海
軍
省
に
て
処
置
す

べ
き
方
針
な
り
し
も
総
督
府
の
設
置
と
な
り
権
限
争
ひ
を
生
ず
る

に
至
り
し
為
め
先
づ
是
が
解
決
を
見
る
上
な
ら
で
は
出
願
者
に
対

す
る
許
否
も
決
し
兼
ね
る
事
情
な
り
と（

11
（

　
こ
の
記
事
で
は
、
鎮
海
の
土
地
貸
下
げ
を
出
願
し
許
可
を
も
ら
う
た

め
に
、「
七
千
名
に
達
」す
る
人
々
が
待
っ
て
い
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

貸
下
げ
の
た
め
に
集
ま
っ
た
七
千
人
と
い
う
数
字
は
、一
九
一
一
年（
明

治
四
四
）
鎮
海
の
人
口
が
三
五
〇
〇
人
余
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す

る
な
ら
ば
、
土
地
貸
下
げ
に
よ
っ
て
非
常
に
多
数
の
人
々
が
鎮
海
に
集

ま
っ
て
き
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
時
、
海
軍
省
と
総
督
府
の
間

に
鎮
海
管
轄
権
紛
争
が
起
き
た
た
め
、
土
地
貸
下
げ
事
業
の
進
行
が
遅

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、鎮
海
を
め
ぐ
る
管
轄
権
は
一
九
一
二
年（
明

治
四
五
）
三
月
「
海
軍
用
地
ノ
授
受
ニ
関
ス
ル
総
督
府
府
則
ノ
委
員
心

得
書
」
で
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
。

朝
鮮
ニ
於
ケ
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在
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朝
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梁
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11
（
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程
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一
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げ
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激
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た
。
そ
こ
で
次
に
、
鎮
海
を
急
激
に
発
展
さ
せ
た
と
さ
れ
る
鎮
海
湾
防

備
隊
司
令
官
上
泉
少
将
に
注
目
し
な
が
ら
、
鎮
海
市
街
地
の
発
展
状
況

を
把
握
し
た
い
。

二
、
上
泉
徳
弥
の
赴
任
経
緯
と
鎮
海
の
状
況

（
一
）
　上
泉
徳
弥
海
軍
少
将
の
赴
任
ま
で
の
経
緯�

　
前
項
で
見
た
通
り
、
海
軍
と
総
督
府
の
間
で
鎮
海
の
管
轄
権
問
題
が

生
じ
た
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
九
月
一
日
、
上
泉
徳
弥
海
軍
少
将

が
鎮
海
防
備
隊
司
令
官
と
し
て
赴
任
し
て
き
た
。
そ
の
赴
任
理
由
に
つ

い
て
上
泉
の
伝
記
で
は
、「
前
任
者
が
寺
内
朝
鮮
総
督
と
摩
擦
が
多
い

の
で
、
日
清
役
以
来
私
が
寺
内
伯
と
懇
意
だ
と
云
う
の
で
遺
ら
れ
る
事

に
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（

11
（

。

　
上
泉
徳
弥
の
経
歴
を
見
る
と
、
米
沢
出
身
で
日
清
戦
争
中
の

一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
）
六
月
六
日
に
運
送
船
監
督
将
校
と
し
て
遠

江
丸
に
乗
船
し
て
い
る（

1（
（

。
こ
の
時
の
上
泉
に
つ
い
て
、
伝
記
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
上
泉
は
長
官
に
意
見
を
具
申
し
、
戦
争
状
態
に
入

る
前
に
戦
時
徴
発
令
を
発
動
す
る
な
ど
機
宜
の
処
置
を
講
じ
た
り
、
大

阪
商
船
会
社
の
高
級
船
十
隻
を
指
定
し
て
応
急
の
用
に
供
す
る
な
ど
の

手
腕
を
発
揮
し
た
と
い
う（

11
（

。
同
年
七
月
二
〇
日
、
上
泉
は
呉
鎮
守
府
参

謀
に
な
り
、
こ
の
赴
任
期
間
に
任
務
の
関
係
で
陸
軍
運
送
通
信
部
長
官

で
あ
っ
た
寺
内
正
毅
を
知
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る（

11
（

。
日
露
戦
争
当
時
の

大
本
営
の
組
織
で
は
、
参
謀
総
長
の
下
に
兵
站
総
監
を
、
兵
站
総
監
の

下
に
運
輸
通
信
長
官
部
を
置
い
て
い
た（

11
（

。
一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
）

六
月
六
日
の
兵
站
総
監
川
上
操
六
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
「
船
舶
運
輸

事
務
仮
規
則（

11
（

」
の
第
一
条
に
は
「
兵
站
総
監
ノ
下
ニ
運
輸
通
信
長
官
部

ヲ
置
キ
少
将
若
ク
ハ
参
謀
大
佐
ヲ
以
テ
其
長
ト
ナ
シ
陸
海
軍
参
謀
佐
尉

官
ヲ
以
テ
鉄
道
船
舶
運
輸
委
員
ト
ス
之
ニ
船
匠
師
、
海
軍
兵
曹
陸
軍
嘱

若
干
ヲ
附
ス
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
三
条
に
は
「
運
送
通
信

長
官
ハ
旨
ヲ
兵
站
総
監
ニ
受
ケ
船
舶
運
輸
ノ
計
画
ヲ
ナ
シ
其
実
行
ノ
責

ニ
任
ス
船
舶
ノ
使
用
ニ
就
テ
ハ
直
ニ
船
舶
ノ
会
社
或
ハ
事
務
取
扱
所
若

ク
ハ
艦
長
ニ
下
命
ス
ル
ヲ
得
」
と
示
し
て
規
定
さ
れ
て
い
て
、
当
時
の

寺
内
が
負
っ
た
任
務
は
運
輸
の
計
画
を
立
て
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
船
舶

の
使
用
に
つ
い
て
海
軍
や
船
舶
会
社
と
も
関
わ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
第
七
条
で
は
「
各
運
送
船
ニ
ハ
監
督
ノ
為
メ
海
軍
尉

官
及
ヒ
要
ス
レ
ハ
下
士
卒
若
干
名
ヲ
乗
組
マ
シ
ム
此
監
督
将
校
ハ
運
輸

通
信
官
衙
ノ
指
揮
ヲ
受
ク
ル
者
ト
ス
」
と
書
か
れ
て
あ
り
、
当
時
監
督

将
校
で
あ
っ
た
上
泉
が
海
軍
所
属
で
あ
り
な
が
ら
、
陸
軍
の
指
揮
下
に

あ
っ
た
制
度
的
な
背
景
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
上
泉
が

日
清
戦
争
時
か
ら
陸
軍
側
と
任
務
上
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。

　
義
和
団
事
件
が
あ
っ
た
一
九
○
○
年
（
明
治
三
三
）
に
、
上
泉
は
六

月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
太
沽
と
芝
罘
間
の
警
備
を
担
当
し
た（

11
（

。
当
時

太
沽
は
陸
軍
の
上
陸
拠
点
と
な
っ
て
い
た
が
、
運
送
設
備
の
不
備
の
た

め
、
先
発
の
福
島
混
成
旅
団
の
上
陸
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
援
助

す
る
よ
う
東
郷
常
備
艦
隊
長
官
の
命
を
受
け
て
、
上
泉
は
陸
軍
の
上
陸

並
に
糧
食
の
補
給
も
担
当
し
た（

11
（

。
ま
た
、
陸
海
軍
が
協
議
し
て
太
沽-

仁
川
の
通
信
連
絡
設
備
を
設
置
す
る
議
論
が
起
こ
っ
た
時
の
話
か
ら
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も
、
上
泉
が
手
腕
を
発
揮
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
上
泉
は
、
こ
の

時
、
大
北
電
信
会
社
が
芝
罘

－

太
沽
間
に
海
底
電
信
を
敷
設
し
て
い
る

の
を
知
り
、
大
北
電
信
会
社
が
通
信
局
と
し
て
使
用
す
る
建
物
を
、
通

信
兵
は
派
遣
し
て
探
さ
せ
、
見
つ
け
た
建
物
を
同
社
に
提
供
す
る
等
の

便
宜
を
与
え
た
。
そ
の
結
果
、
大
北
電
信
会
社
の
通
信
局
地
下
室
に
日

本
の
電
信
局
を
秘
密
裡
に
設
け
る
諒
解
を
得
て
、
野
戦
通
隊
員
を
配
置

し
通
信
連
絡
上
非
常
な
便
宜
を
得
た
。
こ
の
通
信
連
絡
網
の
掌
握
に

よ
っ
て
、
北
清
の
状
況
を
逐
一
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う（

11
（

。
こ

れ
ら
上
泉
が
実
際
に
担
っ
た
任
務
の
性
格
を
海
軍
省
史
料
に
よ
っ
て
確

認
し
て
み
よ
う
。「
明
治
三
三
年
清
国
事
変
海
軍
戦
史
抄
巻
五
」
に
、

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

陸
軍
輸
送
補
助
ト
特
別
陸
戦
隊
―
陸
軍
運
輸
通
信
補
助
ノ
為
メ
大

沽
運
輸
通
信
支
部
及
運
送
船
等
ニ
派
遣
シ
ア
リ
タ
ル
上
泉
海
軍
中

佐
以
上
将
校
下
士
卒
ハ
其
ノ
輸
送
事
業
モ
殆
ン
ト
完
結
ニ
至
レ
ル

ヲ
以
テ
悉
ク
帰
艦
セ
ル
旨
十
一
月
三
十
日
羽
司
令
官
ヨ
リ
電
報
ア

リ（
11
（

　
こ
の
文
章
か
ら
、
上
泉
が
陸
軍
の
運
輸
通
信
補
助
の
た
め
に
、
大
沽

に
派
遣
さ
れ
て
そ
の
輸
送
事
業
を
終
え
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
寺
内

は
こ
の
時
、
参
謀
次
長
で
兵
站
総
監
を
兼
任
し
て
い
た
。
上
泉
は
こ
の

よ
う
な
経
歴
を
経
て
、
一
九
○
三
年
（
明
治
三
六
）
末
に
海
陸
軍
連
絡

委
員
会
委
員
と
な
っ
た
。
こ
の
海
陸
軍
連
絡
委
員
会
は
、
陸
軍
か
ら
児

玉
源
太
郎
参
謀
本
部
次
官
、
井
口
省
吾
、
松
川
敏
胤
、
福
島
安
正
、
大

沢
界
雄
の
五
名
、
海
軍
か
ら
伊
集
院
五
郎
軍
令
部
次
長
、
中
野
直
技
、

松
井
健
吉
、
そ
し
て
上
泉
の
四
名
か
ら
な
り
、
開
戦
準
備
に
当
た
っ
て

い
た（

11
（

。
委
員
会
で
の
上
泉
の
職
務
は
、
陸
軍
と
の
連
絡
係
で
、
そ
の
円

滑
な
意
思
疎
通
を
計
る
た
め
に
、
参
謀
本
部
と
軍
令
部
で
宴
会
を
催
し

た
り
も
し
た（

1（
（

。
上
泉
自
身
に
も
陸
軍
と
海
軍
は
良
好
な
関
係
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た（

11
（

。
こ
の
よ
う
に
日
露
戦
争
を
前
後

し
て
、上
泉
は
海
陸
軍
の
運
輸
の
連
携
の
み
な
ら
ず
、本
来
疎
遠
で
あ
っ

た
陸
海
軍
の
参
謀
ら
の
間
を
取
り
持
ち
、
円
滑
な
関
係
を
築
く
仕
事
を

担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
○
四
年
（
明
治
三
七
）
二
月
一
一
日

に
は
大
本
営
鉄
道
船
舶
運
輸
委
員
に
な
り
、
大
本
営
に
あ
っ
て
運
輸
方

策
に
尽
瘁
し
た
と
い
う（

11
（

。
同
年
三
月
四
日
に
海
軍
軍
令
部
か
ら
大
本
営

陸
軍
副
官
宛
に
当
時
鉄
道
船
舶
運
輸
委
員
で
あ
っ
た
上
泉
の
履
歴
書
が

送
ら
れ
た
こ
と
は
、
海
軍
と
陸
軍
の
直
接
の
媒
介
者
と
し
て
の
検
証
や

確
認
作
業
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

11
（

。
直
後
の
四
月
一
五
日
に
は
、
運

輸
通
信
長
官
部
派
出
員
と
し
て
戦
地
に
赴
き
運
輸
業
務
に
従
事
し
た（

11
（

。

そ
の
件
に
つ
い
て
、
同
年
同
月
一
六
日
付
で
陸
軍
省
か
ら
次
の
よ
う
に

報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

陸
軍
省
受
領 

満
密
受
第
一
三
五
二
号 

満
密
人
受
第
一
一
九
号

大
本
営
陸 

副
臨
第
八
四
一
号
第
一 

　
明
治
三
十
七
年
四
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
謀
総
長
大
山
巌
（
印
）

陸
軍
大
臣
寺
内
正
毅
殿

別
紙
ノ
通
運
輸
通
信
長
官
ヨ
リ
報
告
有
之
候
間
及
通
報
候
也
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（1

も
、
上
泉
が
手
腕
を
発
揮
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
上
泉
は
、
こ
の

時
、
大
北
電
信
会
社
が
芝
罘

－

太
沽
間
に
海
底
電
信
を
敷
設
し
て
い
る

の
を
知
り
、
大
北
電
信
会
社
が
通
信
局
と
し
て
使
用
す
る
建
物
を
、
通

信
兵
は
派
遣
し
て
探
さ
せ
、
見
つ
け
た
建
物
を
同
社
に
提
供
す
る
等
の

便
宜
を
与
え
た
。
そ
の
結
果
、
大
北
電
信
会
社
の
通
信
局
地
下
室
に
日

本
の
電
信
局
を
秘
密
裡
に
設
け
る
諒
解
を
得
て
、
野
戦
通
隊
員
を
配
置

し
通
信
連
絡
上
非
常
な
便
宜
を
得
た
。
こ
の
通
信
連
絡
網
の
掌
握
に

よ
っ
て
、
北
清
の
状
況
を
逐
一
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う（

11
（

。
こ

れ
ら
上
泉
が
実
際
に
担
っ
た
任
務
の
性
格
を
海
軍
省
史
料
に
よ
っ
て
確

認
し
て
み
よ
う
。「
明
治
三
三
年
清
国
事
変
海
軍
戦
史
抄
巻
五
」
に
、

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

陸
軍
輸
送
補
助
ト
特
別
陸
戦
隊
―
陸
軍
運
輸
通
信
補
助
ノ
為
メ
大

沽
運
輸
通
信
支
部
及
運
送
船
等
ニ
派
遣
シ
ア
リ
タ
ル
上
泉
海
軍
中

佐
以
上
将
校
下
士
卒
ハ
其
ノ
輸
送
事
業
モ
殆
ン
ト
完
結
ニ
至
レ
ル

ヲ
以
テ
悉
ク
帰
艦
セ
ル
旨
十
一
月
三
十
日
羽
司
令
官
ヨ
リ
電
報
ア

リ（
11
（

　
こ
の
文
章
か
ら
、
上
泉
が
陸
軍
の
運
輸
通
信
補
助
の
た
め
に
、
大
沽

に
派
遣
さ
れ
て
そ
の
輸
送
事
業
を
終
え
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
寺
内

は
こ
の
時
、
参
謀
次
長
で
兵
站
総
監
を
兼
任
し
て
い
た
。
上
泉
は
こ
の

よ
う
な
経
歴
を
経
て
、
一
九
○
三
年
（
明
治
三
六
）
末
に
海
陸
軍
連
絡

委
員
会
委
員
と
な
っ
た
。
こ
の
海
陸
軍
連
絡
委
員
会
は
、
陸
軍
か
ら
児

玉
源
太
郎
参
謀
本
部
次
官
、
井
口
省
吾
、
松
川
敏
胤
、
福
島
安
正
、
大

沢
界
雄
の
五
名
、
海
軍
か
ら
伊
集
院
五
郎
軍
令
部
次
長
、
中
野
直
技
、

松
井
健
吉
、
そ
し
て
上
泉
の
四
名
か
ら
な
り
、
開
戦
準
備
に
当
た
っ
て

い
た（

11
（

。
委
員
会
で
の
上
泉
の
職
務
は
、
陸
軍
と
の
連
絡
係
で
、
そ
の
円

滑
な
意
思
疎
通
を
計
る
た
め
に
、
参
謀
本
部
と
軍
令
部
で
宴
会
を
催
し

た
り
も
し
た（

1（
（

。
上
泉
自
身
に
も
陸
軍
と
海
軍
は
良
好
な
関
係
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た（

11
（

。
こ
の
よ
う
に
日
露
戦
争
を
前
後

し
て
、上
泉
は
海
陸
軍
の
運
輸
の
連
携
の
み
な
ら
ず
、本
来
疎
遠
で
あ
っ

た
陸
海
軍
の
参
謀
ら
の
間
を
取
り
持
ち
、
円
滑
な
関
係
を
築
く
仕
事
を

担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
○
四
年
（
明
治
三
七
）
二
月
一
一
日

に
は
大
本
営
鉄
道
船
舶
運
輸
委
員
に
な
り
、
大
本
営
に
あ
っ
て
運
輸
方

策
に
尽
瘁
し
た
と
い
う（

11
（

。
同
年
三
月
四
日
に
海
軍
軍
令
部
か
ら
大
本
営

陸
軍
副
官
宛
に
当
時
鉄
道
船
舶
運
輸
委
員
で
あ
っ
た
上
泉
の
履
歴
書
が

送
ら
れ
た
こ
と
は
、
海
軍
と
陸
軍
の
直
接
の
媒
介
者
と
し
て
の
検
証
や

確
認
作
業
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

11
（

。
直
後
の
四
月
一
五
日
に
は
、
運

輸
通
信
長
官
部
派
出
員
と
し
て
戦
地
に
赴
き
運
輸
業
務
に
従
事
し
た（

11
（

。

そ
の
件
に
つ
い
て
、
同
年
同
月
一
六
日
付
で
陸
軍
省
か
ら
次
の
よ
う
に

報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

陸
軍
省
受
領 

満
密
受
第
一
三
五
二
号 

満
密
人
受
第
一
一
九
号

大
本
営
陸 

副
臨
第
八
四
一
号
第
一 

　
明
治
三
十
七
年
四
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
謀
総
長
大
山
巌
（
印
）

陸
軍
大
臣
寺
内
正
毅
殿

別
紙
ノ
通
運
輸
通
信
長
官
ヨ
リ
報
告
有
之
候
間
及
通
報
候
也
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（2

四
月
十
九
日

写
大
本
営
陸 

副
監
受
第
一
四
三
号 

四
月
十
五
日

鉄
道
船
舶
運
輸
委
員 

上
泉
徳
弥

運
輸
通
信
長
官
部
派
出
員
ト
シ
テ
戦
地
ヘ
出
張
ヲ
命
ス

四
月
十
七
日
東
京
出
発
宇
品
ヨ
リ
官
船
乗
経
約
一
ケ
月
ノ
後
帰
京

ノ
予
定

右
及
報
告
候
也

明
治
三
十
七
年
四
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
輸
通
信
長
官

　
大
澤
界
雄

　
　
参
謀
総
長
伯
爵

　
大
山
巌
殿（

11
（

　
こ
の
報
告
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
上
泉
の
出
張
に
つ
い
て
、
陸

軍
参
謀
総
長
大
山
巌
が
陸
軍
大
臣
寺
内
正
毅
に
報
告
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
ま
た
、
上
泉
は
同
年
の
八
月
一
日
か
ら
は
碇
泊
場
司
令
部
業

務
視
察
の
た
め
戦
地
へ
出
張
を
命
じ
ら
れ
た（

11
（

。
碇
泊
場
司
令
部
は
船
舶

輸
送
司
令
官
の
隷
下
で
陸
軍
運
輸
部
に
属
す
る
。
こ
の
時
の
上
泉
は
乃

木
希
典
第
三
軍
司
令
官
に
随
っ
て
旅
順
攻
略
戦
に
お
け
る
苛
酷
な
苦
戦

の
状
況
を
見
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
帰
途
に
乃
木
司
令
官
よ
り
東
郷
平

八
郎
連
合
艦
隊
司
令
長
官
へ
の
伝
言
を
託
せ
ら
れ
て
伝
え
て
い
た（

11
（

。
こ

れ
を
「
海
陸
両
将
の
連
携
の
意
義
深
い
任
務
」
の
と
し
て
、
上
泉
は
考

え
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

11
（

。

　
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
上
泉
は
海
陸
両
軍
の
連

合
作
戦
に
あ
っ
て
各
方
面
に
出
張
し
て
い
た
。
そ
の
上
泉
に
つ
い
て
陸

軍
省
が
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
の
か
が
分
か
る
史
料
が
あ
る
。「
大

本
営
陸
副
臨
人
第
五
九
七
号
第
一
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

十
月
二
十
七
日 

総
長
ヨ
リ
海
軍
々
令
部
長
ヘ 

海
軍
中
佐
上
泉
徳

弥 

右
者
今
回
戦
役
ノ
初
ヨ
リ
鉄
道
船
舶
運
輸
委
員
ト
シ
テ
軍
隊

軍
需
品
輸
送
之
計
画
ニ
参
与
シ
我
カ
陸
軍
之
輸
送
業
務
ヲ
シ
テ
良

好
ナ
ル
結
果
ヲ
現
ハ
ス
ニ
到
ラ
シ
メ
タ
ル
効
績
甚
タ
顕
著
ナ
リ
ト

認
メ
候
ニ
付
此
段
及
通
牒
候
也（

11
（

　
一
九
○
四
年
（
明
治
三
七
）
一
〇
月
の
陸
軍
参
謀
総
長
は
山
縣
有
朋

で
、
海
軍
軍
令
部
長
は
伊
東
祐
亨
で
あ
る
。「
我
カ
陸
軍
之
輸
送
業
務

ヲ
シ
テ
良
好
ナ
ル
結
果
ヲ
現
ハ
ス
ニ
到
ラ
シ
メ
タ
ル
効
績
甚
タ
顕
著
ナ

リ
ト
認
メ
」
と
い
う
部
分
か
ら
、
陸
軍
省
で
上
泉
が
好
評
を
得
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
日
露
戦
争
前
後
よ
り
、
上
泉
は
海
陸
両

軍
を
つ
な
ぎ
、
活
躍
で
き
る
人
物
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
翌
年
の
一
九
○
五
年
（
明
治
三
八
）
の
二
月
に
は
上
泉
を
韓
国

へ
派
遣
す
る
と
い
う
陸
軍
省
か
ら
の
文
書
が
確
認
で
き
る（

1（
（

。
当
時
の
運

輸
通
信
長
官
で
あ
っ
た
大
澤
界
雄
が
作
成
し
た
も
の
で
、
鉄
道
船
舶
運

輸
委
員
で
あ
っ
た
海
軍
大
佐
上
泉
を
輸
送
業
務
実
施
の
た
め
に
韓
国
へ

派
遣
す
る
こ
と
を
命
じ
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
上
泉
は
輸
送
業

務
実
施
の
た
め
韓
国
の
後
に
樺
太
へ
も
派
遣
さ
れ
た（

11
（

。
こ
の
よ
う
に
上

泉
は
陸
軍
と
の
連
携
業
務
に
継
続
し
て
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
日
露
戦
争
終
結
後
の
同
年
一
二
月
二
〇
日
に
は
、
参
謀
総
長
か
ら
海

軍
大
臣
山
本
権
兵
衛
に
送
ら
れ
た
文
書
の
中
で
陸
軍
省
か
ら
上
泉
に

四
ヶ
月
間
大
本
営
の
残
務
整
理
を
命
じ
る
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
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（（

認
で
き
る（

11
（

。
つ
ま
り
、
大
本
営
の
解
体
作
業
に
携
わ
っ
て
い
る
の
で
あ

る（
11
（

。
こ
の
よ
う
に
、
上
泉
の
人
事
は
、
海
軍
省
の
み
な
ら
ず
陸
軍
省
に

も
直
接
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
か
ら
、
上
泉
は
鎮
海
防
備
隊
司
令
官
と
し
て
赴
任
す
る
以
前
、

日
清
戦
争
か
ら
日
露
戦
争
の
終
了
ま
で
、
兵
站
関
係
の
仕
事
を
担
当
し

な
が
ら
海
陸
両
軍
の
連
絡
係
や
仲
介
者
と
し
て
の
任
務
を
果
た
し
て
き

た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
過
程
で
陸
軍
省
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
、
漸

次
そ
の
任
務
の
範
囲
が
作
戦
に
直
積
的
に
関
わ
る
よ
う
な
参
謀
ら
の
連

絡
係
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
朝
鮮
が
植
民
地

に
な
り
、
海
軍
と
総
督
府
の
鎮
海
管
轄
権
問
題
が
生
じ
る
と
、
朝
鮮
総

督
寺
内
正
毅
と
の
関
係
が
よ
く
、
陸
軍
と
の
パ
イ
プ
を
持
っ
て
い
た
海

軍
省
の
人
物
と
し
て
、
上
泉
を
鎮
海
に
赴
任
さ
せ
る
力
が
働
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

（
二
）
　鎮
海
市
街
地
の
発
展

　
海
軍
の
軍
人
で
あ
り
な
が
ら
も
、
陸
軍
省
と
関
わ
り
を
も
ち
様
々
な

任
務
を
遂
行
し
て
き
た
上
泉
が
鎮
海
防
備
隊
司
令
官
に
な
っ
た
の
は
、

一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
九
月
一
日
で
あ
る
。
赴
任
当
時
の
鎮
海
の

状
況
に
つ
い
て
、
上
泉
は
以
下
の
よ
う
に
延
べ
て
い
る
。

世
間
で
は
鎮
海
の
あ
の
大
建
設
計
画
を
私
が
や
っ
た
様
に
伝
え
て

い
る
が
、
実
は
あ
れ
は
海
軍
省
の
計
と
し
て
私
の
赴
任
よ
り
ず
っ

と
以
前
に
立
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
任
者
が
寺
内
朝
鮮
総
督

と
摩
擦
が
多
い
の
で
、
日
清
役
以
来
私
が
寺
内
伯
と
懇
意
だ
と
云

う
の
で
遺
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
行
っ
て
見
る
と
広
範

た
る
草
っ
原
で
手
を
着
け
た
所
は
一
箇
所
も
な
い
。
そ
し
て
市
街

地
予
定
の
九
割
九
分
ま
で
は
政
商
が
借
地
権
を
握
り
、
名
目
だ
け

の
借
地
料
で
何
も
や
ら
ず
に
利
権
だ
け
を
守
っ
て
い
る
有
様
で

あ
っ
た（

11
（

。

　
こ
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
赴
任
当
時
の
鎮
海
に
お
い
て
、
そ
の
市
街
地

建
設
計
画
は
す
で
に
立
て
ら
れ
て
い
た
が
、
ま
だ
実
行
に
移
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
借
地
権
を
握
っ
て
い
た
政
商
が
建
設
な

ど
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
様
子
も
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
を

打
開
す
る
た
め
、
上
泉
は
借
地
規
定
の
「
借
用
許
可
に
な
っ
て
か
ら
満

一
年
以
内
に
建
築
工
事
に
着
手
せ
ざ
る
時
は
借
地
許
可
を
取
消
し
、
借

地
を
取
上
げ
得
る
」
と
い
う
条
項
に
則
り
、
こ
の
規
定
を
履
行
す
る
旨

の
声
明
を
出
し
た（

11
（

。
同
年
一
二
月
一
日
付
の
『
朝
日
新
聞
』
の
記
事
が

次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

鎮
海
の
取
消
処
分
▽
上
泉
鎮
海
司
令
官
談

△
鎮
海
湾
懸
洞
新
市
街
土
地
貸
下
に
就
き
正
規
の
期
間
内
に
家

屋
を
建
設
せ
ず
或
は
当
局
の
厳
禁
せ
る
土
地
の
転
売
転
貸
を
行

ひ
或
は
広
大
な
る
面
積
に
申
訳
的
な
る
小
屋
を
建
て
て
当
然
権

利
を
得
た
る
か
の
如
く
装
ふ
者
に
対
し
て
は
十
二
月
限
に
て
断

然
た
る
許
可
取
消
処
分
に
出
づ
べ
き
は
曩
に
余
の
言
明
せ
る
処

な
る
が
之
に
驚
駭
狼
狽
せ
し
も
の
か
△
狡
猾
な
る
出
願
人
等
は

益
々
秘
密
の
間
に
転
貸
を
行
ひ
相
場
も
著
る
し
く
葛
藤
し
た
る
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認
で
き
る（

11
（

。
つ
ま
り
、
大
本
営
の
解
体
作
業
に
携
わ
っ
て
い
る
の
で
あ

る（
11
（

。
こ
の
よ
う
に
、
上
泉
の
人
事
は
、
海
軍
省
の
み
な
ら
ず
陸
軍
省
に

も
直
接
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
か
ら
、
上
泉
は
鎮
海
防
備
隊
司
令
官
と
し
て
赴
任
す
る
以
前
、

日
清
戦
争
か
ら
日
露
戦
争
の
終
了
ま
で
、
兵
站
関
係
の
仕
事
を
担
当
し

な
が
ら
海
陸
両
軍
の
連
絡
係
や
仲
介
者
と
し
て
の
任
務
を
果
た
し
て
き

た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
過
程
で
陸
軍
省
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
、
漸

次
そ
の
任
務
の
範
囲
が
作
戦
に
直
積
的
に
関
わ
る
よ
う
な
参
謀
ら
の
連

絡
係
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
朝
鮮
が
植
民
地

に
な
り
、
海
軍
と
総
督
府
の
鎮
海
管
轄
権
問
題
が
生
じ
る
と
、
朝
鮮
総

督
寺
内
正
毅
と
の
関
係
が
よ
く
、
陸
軍
と
の
パ
イ
プ
を
持
っ
て
い
た
海

軍
省
の
人
物
と
し
て
、
上
泉
を
鎮
海
に
赴
任
さ
せ
る
力
が
働
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

（
二
）
　鎮
海
市
街
地
の
発
展

　
海
軍
の
軍
人
で
あ
り
な
が
ら
も
、
陸
軍
省
と
関
わ
り
を
も
ち
様
々
な

任
務
を
遂
行
し
て
き
た
上
泉
が
鎮
海
防
備
隊
司
令
官
に
な
っ
た
の
は
、

一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
九
月
一
日
で
あ
る
。
赴
任
当
時
の
鎮
海
の

状
況
に
つ
い
て
、
上
泉
は
以
下
の
よ
う
に
延
べ
て
い
る
。

世
間
で
は
鎮
海
の
あ
の
大
建
設
計
画
を
私
が
や
っ
た
様
に
伝
え
て

い
る
が
、
実
は
あ
れ
は
海
軍
省
の
計
と
し
て
私
の
赴
任
よ
り
ず
っ

と
以
前
に
立
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
任
者
が
寺
内
朝
鮮
総
督

と
摩
擦
が
多
い
の
で
、
日
清
役
以
来
私
が
寺
内
伯
と
懇
意
だ
と
云

う
の
で
遺
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
行
っ
て
見
る
と
広
範

た
る
草
っ
原
で
手
を
着
け
た
所
は
一
箇
所
も
な
い
。
そ
し
て
市
街

地
予
定
の
九
割
九
分
ま
で
は
政
商
が
借
地
権
を
握
り
、
名
目
だ
け

の
借
地
料
で
何
も
や
ら
ず
に
利
権
だ
け
を
守
っ
て
い
る
有
様
で

あ
っ
た（

11
（

。

　
こ
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
赴
任
当
時
の
鎮
海
に
お
い
て
、
そ
の
市
街
地

建
設
計
画
は
す
で
に
立
て
ら
れ
て
い
た
が
、
ま
だ
実
行
に
移
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
借
地
権
を
握
っ
て
い
た
政
商
が
建
設
な

ど
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
様
子
も
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
を

打
開
す
る
た
め
、
上
泉
は
借
地
規
定
の
「
借
用
許
可
に
な
っ
て
か
ら
満

一
年
以
内
に
建
築
工
事
に
着
手
せ
ざ
る
時
は
借
地
許
可
を
取
消
し
、
借

地
を
取
上
げ
得
る
」
と
い
う
条
項
に
則
り
、
こ
の
規
定
を
履
行
す
る
旨

の
声
明
を
出
し
た（

11
（

。
同
年
一
二
月
一
日
付
の
『
朝
日
新
聞
』
の
記
事
が

次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

鎮
海
の
取
消
処
分
▽
上
泉
鎮
海
司
令
官
談

△
鎮
海
湾
懸
洞
新
市
街
土
地
貸
下
に
就
き
正
規
の
期
間
内
に
家

屋
を
建
設
せ
ず
或
は
当
局
の
厳
禁
せ
る
土
地
の
転
売
転
貸
を
行

ひ
或
は
広
大
な
る
面
積
に
申
訳
的
な
る
小
屋
を
建
て
て
当
然
権

利
を
得
た
る
か
の
如
く
装
ふ
者
に
対
し
て
は
十
二
月
限
に
て
断

然
た
る
許
可
取
消
処
分
に
出
づ
べ
き
は
曩
に
余
の
言
明
せ
る
処

な
る
が
之
に
驚
駭
狼
狽
せ
し
も
の
か
△
狡
猾
な
る
出
願
人
等
は

益
々
秘
密
の
間
に
転
貸
を
行
ひ
相
場
も
著
る
し
く
葛
藤
し
た
る
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せ
る
各
種
東
京
組
合
の
如
き
は
新
に
貸
下
を
得
て
模
範
的
大
管
工

場
を
建
設
せ
ん
と
し
つ
つ
あ
り
落
成
の
上
は
南
鮮
実
業
界
の
中
堅

た
る
地
位
に
立
つ
べ
き
抱
負
な
る
が
各
種
行
政
及
交
通
の
機
関
も

漸
次
完
備
す
る
所
あ
り
（
後
略（

11
（

）

　
記
事
に
よ
れ
ば
、
上
泉
が
鎮
海
湾
防
備
隊
司
令
官
と
し
て
赴
任
し
た

後
、
土
地
貸
下
げ
に
よ
っ
て
市
街
地
の
開
発
が
進
展
し
、
家
屋
建
設
と

人
口
増
加
、
工
場
の
建
設
な
ど
が
実
現
し
た
。
今
後
は
行
政
機
関
と
交

通
機
関
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
の
拡
充
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
よ
う
に
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
ま
で
鎮
海
市
街
地
は
、

上
泉
が
主
導
し
た
土
地
貸
下
げ
を
規
範
と
し
て
、
建
築
事
業
な
ど
が
発

展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
掲
げ
る
資
料
は
、
一
九
一
二
年
（
明
治

四
五
）
五
月
四
日
の
『
朝
鮮
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
鎮
海
の
最
近
状

況
と
し
て
行
巌
湾
の
貿
易
状
況
を
表
す
記
事
で
あ
る
。

行
巌
湾
税
関
去
月
廿
六
日
（
四
月
廿
六
日
）
迄
の
貿
易
額
は
移
出

千
〇
九
十
円
移
入
二
万
四
百
四
十
円
計
二
万
千
五
百
三
十
一
円
な

る
が
今
一
月
以
後
の
貿
易
状
況
を
示
せ
ば
四
月
廿
七
日
入
港
の
帆

船
に
て
海
軍
建
築
支
部
用
セ
メ
ン
ト
八
百
樽
の
移
入
あ
り
た
れ
ば

体
大
に
於
て
前
月
と
大
差
な
か
る
べ
し（

11
（

様
子
な
る
が
此
場
合
如
何
に
急
遽
家
屋
を
建
設
せ
ん
と
す
る
も

残
る
一
ヶ
月
の
み
に
て
は
到
底
完
成
も
覚
束
な
く
結
局
取
消
処

分
に
遭
遇
す
べ
き
は
明
白
な
る
次
第
な
れ
ば
狡
猾
な
る
商
人
等

に
乗
せ
ら
れ
て
秘
密
の
間
に
高
価
な
る
土
地
の
転
貸
を
強
ら
れ

最
後
に
買
取
り
た
る
も
の
の
如
き
は
最
も
気
の
毒
な
る
羽
目
に

陥
ら
ざ
る
可
ら
ず
左
れ
ば
此
等
の
人
々
は
寧
ろ
却
て
新
に
出
願

し
て
当
局
の
許
可
を
俟
つ
方
安
全
に
し
て
利
益
な
り
と
言
は
ざ

る
可
か
ら
ず
是
余
の
再
び
警
告
せ
ん
と
欲
す
る
所
な
り（

11
（

　
上
泉
は
、
自
分
よ
り
先
に
鎮
海
に
入
っ
て
き
て
い
た
政
商
な
ど
の
出

願
人
ら
と
、
土
地
の
貸
下
げ
や
建
設
工
事
の
着
工
を
巡
っ
て
対
立
関
係

に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
海
軍
省
は
、
市
街
地
に
関
し
て
は
土
地
貸
下

げ
を
通
じ
て
間
接
経
営
と
す
る
予
定
で
あ
っ
た
の
で
、
政
商
の
問
題
は

解
決
す
べ
き
懸
案
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
鎮
海
の
状

況
に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
上
泉
の
赴
任
か
ら
約

半
年
後
で
あ
っ
た
。『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
一
月
二
五
日
付
の
「
鎮

海
湾
の
発
達
」
と
い
う
記
事
で
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

鎮
海
湾
懸
洞
は
作
秋
上
泉
海
軍
少
将
が
防
備
隊
司
令
官
と
し
て
赴

任
以
来
鋭
意
土
地
の
繁
栄
を
企
図
し
今
や
面
目
一
新
せ
り
更
に
第

一
回
土
地
貸
下
げ
を
行
ふ
や
僅
々
八
ヶ
月
間
に
六
百
の
家
屋
建
設

せ
ら
れ
続
い
て
第
二
回
貸
下
を
行
ふ
や
現
在
畳
一
枚
三
円
の
家
賃

に
騰
貴
し
付
近
の
朝
鮮
部
落
に
在
る
三
千
人
余
の
郡
民
は
近
く
此

新
市
街
に
移
住
し
来
ら
ん
と
す
る
の
形
勢
に
し
て
九
十
の
数
を
有
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移
出
（
円
）

移
入
（
円
）

合
計
（
円
）

一
月
十
五
日

―

五
、五
九
六

五
、五
九
六

二
月

五
二

一
四
、三
〇
四

一
四
、三
五
六

三
月

七
五
〇

二
八
、二
四
四

二
八
、九
九
四

四
月
日
迄

一
、〇
九
〇

二
〇
、四
四
一

二
一
、五
三
一

　
こ
の
記
事
か
ら
、同
年
一
月
ま
で
の
移
出
と
移
入
の
合
計
額
と
比
べ
、

四
月
の
合
計
額
は
そ
の
約
四
倍
に
至
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
五
月
に

も
移
入
額
に
海
軍
建
築
支
部
用
の
セ
メ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
建
築
関
係
の
移
入
が
多
い
事
情
が
把
握
で
き
る
。
特
に
、
五
月

一
二
日
の
記
事
で
は
移
入
重
要
品
と
し
て
木
材
、
板
、
瓦
、
竹
、
薪
材
、

木
炭
、
石
炭
、
セ
メ
ン
ト
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
、
建
築
材
料
見
越
の

移
入
が
多
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
土
地

貸
下
げ
に
基
づ
い
た
建
築
事
業
が
活
性
化
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
他
に
も
、
五
月
一
五
日
の
『
朝
鮮
新
聞
』
の
記
事
か
ら
は
、
海
軍
記

念
日
を
迎
え
て
市
街
地
で
大
祝
賀
会
が
大
々
的
に
催
さ
れ（

1（
（

、「
非
常
の

盛
況
に
し
て
官
民
五
千
の
祝
賀
会
あ
り
余
興
其
他
に
て
市
中
湧
く
が
如

く
な
り
き
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
こ
の
時
期
は
借
地
料
の
納
入
成
績

も
「
佳
良
」
と
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
こ
の
よ
う
に
、
海
軍
の
土
地
貸
下
げ
事

業
に
伴
い
、
建
設
景
気
が
良
く
な
っ
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、
市
街
地
で

は
全
体
的
に
好
況
を
呈
し
て
い
た
。
こ
れ
の
み
な
ら
ず
、
東
洋
拓
殖
株

式
会
社
か
ら
も
こ
の
頃
、
海
面
埋
立
と
そ
の
他
、
各
種
事
業
を
経
営
す

る
出
張
所
を
設
け
る
た
め
、
宇
佐
川
一
正
総
裁
が
視
察
に
来
た
こ
と
が

報
じ
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
神
戸
川
崎
造
船
所
長
の
松
方
幸
次
郎
の
借
地
料
が

一
ヶ
年
分
と
し
て
三
万
二
千
円
余
に
及
ぶ
こ
と
や（

11
（

、
松
方
が
鎮
海
に
あ

る
鉱
泉
会
社
の
創
立
委
員
長
と
な
っ
て
、
京
阪
神
の
紳
士
紳
商
・
朝
鮮

貴
族
数
名
と
馬
山
・
鎮
海
の
有
志
十
餘
名
の
発
起
で
同
事
業
を
進
め
て

い
た
状
況
な
ど
も
報
じ
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
こ
の
よ
う
に
、
鎮
海
の
市
街
地

の
発
展
に
は
海
軍
や
総
督
府
と
共
に
、
様
々
な
日
本
人
資
本
家
や
有
力

者
も
来
て
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
月
二
八
日
に
は
上
泉
徳
弥
の

投
稿
と
見
ら
れ
る
「
鎮
海
現
在
及
び
将
来
」
と
い
う
記
事
が
、『
朝
鮮

新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
こ
こ
で
は
市
街
建
設
事
業
や
漁
業
な
ど

の
実
況
と
将
来
の
大
発
展
へ
の
展
望
が
書
か
れ
て
い
た
。
上
泉
は
こ
れ

ら
の
よ
う
に
好
景
気
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
鎮
海
に
関
し
て
、
さ
ら

に
大
軍
港
都
市
と
し
て
の
発
展
展
望
を
新
聞
で
述
べ
て
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
土
地
貸
下
げ
と
建
設
工
事
の
進
展
に
伴
う
鎮
海
の

好
況
は
、
同
年
の
上
半
期
ま
で
持
続
し
た
。
同
年
五
月
二
二
日
に
は
東

京
か
ら
二
五
人
の
記
者
団
が
視
察
団
と
し
て
鎮
海
を
訪
問
し
三
日
間
滞

在
し
た（

11
（

。
記
者
団
が
帰
っ
た
六
月
、『
読
売
新
聞
』
と
『
朝
日
新
聞
』

と
い
っ
た
中
央
紙
で
は
、
鎮
海
の
発
展
に
伝
え
る
記
事
を
、
七
～
八
回

の
連
載
で
掲
載
し
た（

11
（

。
こ
れ
ら
の
記
事
で
は
、
上
泉
海
軍
少
将
を
鎮
海

の
発
展
を
主
導
し
て
い
る
人
物
と
し
て
注
目
し
紹
介
し
て
い
る
。
同
年

六
月
二
〇
日
の
『
読
売
新
聞
』「
鎮
海
昌
原
記
（
七
）
好
漢
上
泉
徳
弥
」

で
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

鎮
海
繁
昌
記
、
尚
ほ
一
回
を
追
加
し
て
吾
輩
は
茲
に
鎮
海
軍
港
司

令
官
海
軍
少
将
上
泉
徳
弥
氏
を
紹
介
し
た
い
。上
泉
が
無
け
れ
ば
、

鎮
海
は
無
い
、
或
る
意
味
に
於
て
鎮
海
は
朝
鮮
の
鎮
海
で
な
く
上
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移
出
（
円
）

移
入
（
円
）

合
計
（
円
）

一
月
十
五
日

―

五
、五
九
六

五
、五
九
六

二
月

五
二

一
四
、三
〇
四

一
四
、三
五
六

三
月

七
五
〇

二
八
、二
四
四

二
八
、九
九
四

四
月
日
迄

一
、〇
九
〇

二
〇
、四
四
一

二
一
、五
三
一

　
こ
の
記
事
か
ら
、同
年
一
月
ま
で
の
移
出
と
移
入
の
合
計
額
と
比
べ
、

四
月
の
合
計
額
は
そ
の
約
四
倍
に
至
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
五
月
に

も
移
入
額
に
海
軍
建
築
支
部
用
の
セ
メ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
建
築
関
係
の
移
入
が
多
い
事
情
が
把
握
で
き
る
。
特
に
、
五
月

一
二
日
の
記
事
で
は
移
入
重
要
品
と
し
て
木
材
、
板
、
瓦
、
竹
、
薪
材
、

木
炭
、
石
炭
、
セ
メ
ン
ト
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
、
建
築
材
料
見
越
の

移
入
が
多
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
土
地

貸
下
げ
に
基
づ
い
た
建
築
事
業
が
活
性
化
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
他
に
も
、
五
月
一
五
日
の
『
朝
鮮
新
聞
』
の
記
事
か
ら
は
、
海
軍
記

念
日
を
迎
え
て
市
街
地
で
大
祝
賀
会
が
大
々
的
に
催
さ
れ（

1（
（

、「
非
常
の

盛
況
に
し
て
官
民
五
千
の
祝
賀
会
あ
り
余
興
其
他
に
て
市
中
湧
く
が
如

く
な
り
き
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
こ
の
時
期
は
借
地
料
の
納
入
成
績

も
「
佳
良
」
と
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
こ
の
よ
う
に
、
海
軍
の
土
地
貸
下
げ
事

業
に
伴
い
、
建
設
景
気
が
良
く
な
っ
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、
市
街
地
で

は
全
体
的
に
好
況
を
呈
し
て
い
た
。
こ
れ
の
み
な
ら
ず
、
東
洋
拓
殖
株

式
会
社
か
ら
も
こ
の
頃
、
海
面
埋
立
と
そ
の
他
、
各
種
事
業
を
経
営
す

る
出
張
所
を
設
け
る
た
め
、
宇
佐
川
一
正
総
裁
が
視
察
に
来
た
こ
と
が

報
じ
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
神
戸
川
崎
造
船
所
長
の
松
方
幸
次
郎
の
借
地
料
が

一
ヶ
年
分
と
し
て
三
万
二
千
円
余
に
及
ぶ
こ
と
や（

11
（

、
松
方
が
鎮
海
に
あ

る
鉱
泉
会
社
の
創
立
委
員
長
と
な
っ
て
、
京
阪
神
の
紳
士
紳
商
・
朝
鮮

貴
族
数
名
と
馬
山
・
鎮
海
の
有
志
十
餘
名
の
発
起
で
同
事
業
を
進
め
て

い
た
状
況
な
ど
も
報
じ
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
こ
の
よ
う
に
、
鎮
海
の
市
街
地

の
発
展
に
は
海
軍
や
総
督
府
と
共
に
、
様
々
な
日
本
人
資
本
家
や
有
力

者
も
来
て
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
月
二
八
日
に
は
上
泉
徳
弥
の

投
稿
と
見
ら
れ
る
「
鎮
海
現
在
及
び
将
来
」
と
い
う
記
事
が
、『
朝
鮮

新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
こ
こ
で
は
市
街
建
設
事
業
や
漁
業
な
ど

の
実
況
と
将
来
の
大
発
展
へ
の
展
望
が
書
か
れ
て
い
た
。
上
泉
は
こ
れ

ら
の
よ
う
に
好
景
気
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
鎮
海
に
関
し
て
、
さ
ら

に
大
軍
港
都
市
と
し
て
の
発
展
展
望
を
新
聞
で
述
べ
て
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
土
地
貸
下
げ
と
建
設
工
事
の
進
展
に
伴
う
鎮
海
の

好
況
は
、
同
年
の
上
半
期
ま
で
持
続
し
た
。
同
年
五
月
二
二
日
に
は
東

京
か
ら
二
五
人
の
記
者
団
が
視
察
団
と
し
て
鎮
海
を
訪
問
し
三
日
間
滞

在
し
た（

11
（

。
記
者
団
が
帰
っ
た
六
月
、『
読
売
新
聞
』
と
『
朝
日
新
聞
』

と
い
っ
た
中
央
紙
で
は
、
鎮
海
の
発
展
に
伝
え
る
記
事
を
、
七
～
八
回

の
連
載
で
掲
載
し
た（

11
（

。
こ
れ
ら
の
記
事
で
は
、
上
泉
海
軍
少
将
を
鎮
海

の
発
展
を
主
導
し
て
い
る
人
物
と
し
て
注
目
し
紹
介
し
て
い
る
。
同
年

六
月
二
〇
日
の
『
読
売
新
聞
』「
鎮
海
昌
原
記
（
七
）
好
漢
上
泉
徳
弥
」

で
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

鎮
海
繁
昌
記
、
尚
ほ
一
回
を
追
加
し
て
吾
輩
は
茲
に
鎮
海
軍
港
司

令
官
海
軍
少
将
上
泉
徳
弥
氏
を
紹
介
し
た
い
。上
泉
が
無
け
れ
ば
、

鎮
海
は
無
い
、
或
る
意
味
に
於
て
鎮
海
は
朝
鮮
の
鎮
海
で
な
く
上
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せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

　
上
泉
主
導
の
下
で
行
わ
れ
た
積
極
的
な
土
地
貸
下
げ
事
業
の
展
開
に

よ
っ
て
鎮
海
市
街
地
は
活
況
を
呈
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、一
九
一
二
年（
明

治
四
五
）
七
月
に
上
泉
の
転
任
が
決
定
さ
れ
る
と
、
そ
の
状
況
は
一
変

し
た
。
当
時
の
新
聞
記
事
か
ら
上
泉
転
任
の
経
緯
を
整
理
す
る
と
、
同

年
六
月
に
東
京
へ
上
泉
が
上
京
し
て
い
た
と
き
、
上
泉
よ
り
鎮
海
北
方

市
街
地
貸
下
げ
を
中
止
す
る
旨
の
打
電
が
あ
っ
た（

1（
（

。
そ
の
理
由
と
し
て

は
残
地
が
少
な
い
状
況
で
、
お
そ
ら
く
東
京
か
ら
大
口
の
申
込
が
あ
る

た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る（

11
（

。
そ
し
て
上
泉
は
六
月
一
日
に
新
橋
を
出
発

し
て
鎮
海
に
向
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る（

11
（

。
そ
れ
か
ら
僅
か
十
日
後

の
一
一
日
に
は
上
泉
の
転
任
が
新
聞
で
報
じ
ら
れ
、
後
任
者
は
未
定
と

さ
れ
て
い
た（

11
（

。

　
上
泉
転
任
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
鎮
海
の
人
々
に
与
え
た
衝
撃
に
つ
い

て
は
、
同
年
七
月
の
『
読
売
新
聞
』
や
『
朝
日
新
聞
』
の
記
事
か
ら
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
『
読
売
新
聞
』
の
記
事
で
あ
る
。

鎮
海
防
備
隊
司
令
官
海
軍
少
将
上
泉
徳
弥
氏
が
突
如
と
し
て
山
田

大
佐
と
入
れ
換
り
に
横
須
賀
水
雷
団
長
に
左
遷
せ
ら
れ
た
る
は
頗

ぶ
る
海
軍
部
内
を
喫
驚
せ
し
め
た
り
上
泉
氏
は
世
人
の
知
る
が
如

く
軍
人
に
は
珍
し
き
政
治
的
材
幹
な
る
の
み
な
ら
ず
一
代
の
寵
児

財
部
彪
氏
と
其
進
級
の
速
度
を
均
う
し
つ
つ
あ
り
し
英
俊
に
し
て

其
将
来
に
は
多
大
の
望
み
を
嘱
せ
ら
れ
つ
つ
あ
り
し
が
好
漢
常
に

「
遣
り
過
ぐ
る
」
の
感
無
か
ら
ず
鎮
海
に
於
け
る
経
営
施
設
の
如

き
も
亦
此
の
弊
無
し
と
せ
ず
彼
の
ラ
ジ
ウ
ム
水
の
吹
聴
に
努
め
且

泉
の
鎮
海
で
あ
る
。
上
泉
を
研
究
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
真
の
鎮

海
は
了
解
が
出
来
な
い
。（
中
略
）上
泉
氏
の
粗
放
な
る
遣
り
口
と
、

寺
内
伯
の
極
め
て
集
約
的
な
遣
り
口
と
は
、
植
民
地
政
治
上
好
個

の
対
照
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
鎮
海
市
街
地
は
四
月
一
日
よ
り
総
督

の
管
轄
に
移
り
、
又
上
泉
氏
の
本
職
は
軍
港
司
令
官
に
在
り
と
雖

も
、
事
実
に
於
て
鎮
海
と
上
泉
徳
弥
と
は
切
っ
て
も
切
れ
ぬ
間
柄

で
あ
る
、
彼
は
上
泉
司
令
官
閣
下
と
も
な
れ
ば
、
学
校
組
合
管
理

者
と
も
な
り
、「
上
泉
旦
那
さ
ん
」
と
も
な
れ
ば
、「
徳
の
野
郎
！
」

と
も
な
つ
て
、
鎮
海
大
軍
港
の
建
設
に
日
も
是
れ
足
ら
ざ
る
間
に

在
っ
て
、
尚
鎮
海
市
街
の
開
発
に
心
血
を
注
い
で
居
る（

11
（

。

　
鎮
海
湾
防
備
隊
司
令
官
と
し
て
鎮
海
に
赴
任
し
た
上
泉
は
、
鎮
海
市

街
地
建
設
に
「
心
血
を
注
い
」
で
そ
の
経
営
者
と
し
て
主
導
的
な
役
割

を
果
た
し
た
。特
に
大
規
模
な
土
地
貸
下
げ
事
業
を
足
掛
か
り
に
し
て
、

「
鎮
海
大
軍
港
」
の
建
設
と
、
市
街
地
の
建
設
・
経
営
を
推
し
進
め
た
。

た
だ
し
、
こ
の
土
地
貸
下
げ
事
業
を
通
じ
て
上
泉
が
主
導
し
た
軍
港
都

市
鎮
海
の
発
展
規
模
と
、
海
軍
省
が
構
想
し
た
規
模
と
に
は
差
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
一
九
一
〇
年
代
に
入
っ
て
鎮
海
湾
に

対
す
る
日
本
海
軍
の
戦
略
的
価
値
が
日
露
戦
争
時
と
比
較
し
下
が
っ
た

た
め
、
海
軍
内
で
は
鎮
守
府
で
は
な
く
要
港
部
と
す
る
べ
き
と
の
意
見

も
強
か
っ
た
。
加
え
て
、
日
本
国
内
の
経
済
的
不
況
が
軍
港
建
設
の
資

金
問
題
に
も
影
響
し
、
鎮
海
都
市
建
設
計
画
は
当
初
の
計
画
よ
り
も
縮

小
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
政
治
的
・
経
済
的
状
況
の
中
で
、

上
泉
は
土
地
貸
下
げ
事
業
を
通
じ
て
鎮
海
を
大
軍
港
都
市
へ
と
発
展
さ
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つ
鎮
海
開
発
の
た
め
に
は
二
十
萬
坪
の
海
軍
用
地
を
一
営
利
会
社

に
貸
下
げ
或
ひ
は
斎
藤
湾
を
開
放
し
て
之
に
接
続
せ
る
海
軍
用
地

を
学
校
組
合
の
基
本
財
産
と
し
て
貸
下
げ
敢
て
意
に
介
す
る
無
し

此
如
き
は
即
ち
今
左
遷
の
表
面
的
理
由
な
り
（
後
略（

11
（

）

　
こ
の
記
事
で
は
上
泉
の
能
力
を
高
く
評
価
し
な
が
ら
も
、「『
遣
り
過

ぐ
る
』
の
感
無
か
ら
ず
」
と
も
評
し
、
左
遷
も
や
む
を
得
な
い
と
し
て

い
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
ラ
ジ
ウ
ム
水
の
吹
聴
に
努
め
且
つ

鎮
海
開
発
の
た
め
に
は
二
十
萬
坪
の
海
軍
用
地
を
一
営
利
会
社
に
貸
下

げ
或
ひ
は
斎
藤
湾
を
開
放
し
て
之
に
接
続
せ
る
海
軍
用
地
を
学
校
組
合

の
基
本
財
産
と
し
て
貸
下
げ
敢
て
意
に
介
す
る
無
し
」
と
い
う
点
で
あ

る
。
市
街
地
発
展
と
直
結
し
た
貸
下
げ
事
業
を
「
先
に
や
り
す
ぎ
た
経

営
施
設
の
弊
害
」
と
し
て
指
摘
し
た
こ
と
は
、
上
泉
の
鎮
海
経
営
速
度

や
規
模
が
海
軍
省
の
意
図
と
は
一
致
し
な
か
っ
た
こ
と
を
表
す
。
さ
ら

に
、
こ
う
し
た
理
由
を
あ
げ
な
が
ら
、「
左
遷
の
表
面
的
理
由
」
と
結

論
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
海
軍
内
部
の
よ
り
重
要
な
理
由
が
あ
っ
た

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
次
に
、
上
泉
転
任
に
関
す
る
『
朝
日
新
聞
』
の
記
事
を
み
る
と
、
鎮

海
の
市
街
地
開
発
を
め
ぐ
る
海
軍
内
で
の
評
価
や
海
軍
省
内
の
上
泉
を

め
ぐ
る
状
況
が
推
察
さ
れ
る
。

上
泉
少
将
転
任
の
由
来

　
上
泉
海
軍
少
将
が
今
回
横
須
賀
水
雷
団

長
に
転
補
さ
れ
た
る
に
付
鎮
海
市
街
発
展
上
に
大
恐
慌
を
来
せ
る

は
当
然
の
結
果
な
り
（
中
略
）
そ
の
転
任
事
情
を
聞
く
に
全
く
上

泉
将
軍
が
彼
の
因
循
姑
息
な
る
海
軍
当
局
の
取
れ
る
施
設
に
反
し

大
規
模
な
る
発
展
策
を
講
じ
之
が
経
営
着
々
進
捗
し
つ
つ
あ
り
過

般
東
京
記
者
団
一
行
が
同
地
を
親
し
く
視
察
し
其
発
展
の
意
外
に

顕
著
な
る
こ
と
共
に
上
泉
少
将
の
施
設
宜
し
き
を
賞
揚
し
且
同
少

将
は
海
軍
部
内
に
あ
り
て
は
財
部
以
上
の
人
物
な
る
か
の
如
く
賞

揚
し
た
る
と
端
な
く
財
部
次
官
の
妬
心
を
買
ふ
に
至
り
た
る
も
の

に
し
て
其
結
果
海
軍
省
と
し
て
は
鎮
海
市
な
る
も
の
を
斯
く
迄
発

展
開
発
す
る
の
必
要
な
し
と
の
極
端
な
る
消
極
方
針
を
執
る
に
決

し
た
る
も
の
の
如
く
為
に
上
泉
少
将
を
横
須
賀
水
雷
団
の
如
き
閑

地
に
葬
り
財
部
氏
の
腹
心
た
る
大
佐
山
田
猶
之
助
氏
を
新
司
令
官

た
ら
し
め
以
て
片
端
よ
り
上
泉
少
将
の
施
設
を
破
壊
せ
し
め
ん
と

す
る
方
針
な
る
が
ゆ
え
に
鎮
海
貸
下
地
大
激
落
を
告
げ
之
が
為
め

貸
下
契
約
せ
る
幾
多
資
本
家
の
打
撃
を
蒙
る
は
甚
大
な
り
（
後

略（
11
（

）

　
こ
の
記
事
で
も
、
ま
ず
上
泉
に
対
し
て
の
世
間
の
肯
定
的
な
評
価
が

現
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
を
前
提
に
し
て
も
上
泉
が
主
導
し
た
土
地
貸
下

げ
事
業
を
通
じ
た
鎮
海
の
発
展
と
開
発
は
、
海
軍
省
の
鎮
海
建
設
の
青

写
真
と
は
違
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
斯
く
迄
発
展
開
発
す
る
の
必
要
な

し
」
と
い
う
文
章
に
表
れ
る
よ
う
に
、
海
軍
省
の
鎮
海
に
対
す
る
見
解

は
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
に
鎮
守
府
の
設
置
を
念
頭
に
置
い
て

実
施
し
た
鎮
海
湾
調
査
の
時
と
は
大
幅
に
変
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
上
泉
の
伝
記
で
は
転
任
の
理
由
に
つ
い
て
二
つ
の
理
由
を
挙

げ
て
い
る
。
一
つ
は
市
街
地
予
定
地
を
巡
る
政
商
と
の
関
係
で
、
借
地
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つ
鎮
海
開
発
の
た
め
に
は
二
十
萬
坪
の
海
軍
用
地
を
一
営
利
会
社

に
貸
下
げ
或
ひ
は
斎
藤
湾
を
開
放
し
て
之
に
接
続
せ
る
海
軍
用
地

を
学
校
組
合
の
基
本
財
産
と
し
て
貸
下
げ
敢
て
意
に
介
す
る
無
し

此
如
き
は
即
ち
今
左
遷
の
表
面
的
理
由
な
り
（
後
略（

11
（

）

　
こ
の
記
事
で
は
上
泉
の
能
力
を
高
く
評
価
し
な
が
ら
も
、「『
遣
り
過

ぐ
る
』
の
感
無
か
ら
ず
」
と
も
評
し
、
左
遷
も
や
む
を
得
な
い
と
し
て

い
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
ラ
ジ
ウ
ム
水
の
吹
聴
に
努
め
且
つ

鎮
海
開
発
の
た
め
に
は
二
十
萬
坪
の
海
軍
用
地
を
一
営
利
会
社
に
貸
下

げ
或
ひ
は
斎
藤
湾
を
開
放
し
て
之
に
接
続
せ
る
海
軍
用
地
を
学
校
組
合

の
基
本
財
産
と
し
て
貸
下
げ
敢
て
意
に
介
す
る
無
し
」
と
い
う
点
で
あ

る
。
市
街
地
発
展
と
直
結
し
た
貸
下
げ
事
業
を
「
先
に
や
り
す
ぎ
た
経

営
施
設
の
弊
害
」
と
し
て
指
摘
し
た
こ
と
は
、
上
泉
の
鎮
海
経
営
速
度

や
規
模
が
海
軍
省
の
意
図
と
は
一
致
し
な
か
っ
た
こ
と
を
表
す
。
さ
ら

に
、
こ
う
し
た
理
由
を
あ
げ
な
が
ら
、「
左
遷
の
表
面
的
理
由
」
と
結

論
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
海
軍
内
部
の
よ
り
重
要
な
理
由
が
あ
っ
た

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
次
に
、
上
泉
転
任
に
関
す
る
『
朝
日
新
聞
』
の
記
事
を
み
る
と
、
鎮

海
の
市
街
地
開
発
を
め
ぐ
る
海
軍
内
で
の
評
価
や
海
軍
省
内
の
上
泉
を

め
ぐ
る
状
況
が
推
察
さ
れ
る
。

上
泉
少
将
転
任
の
由
来

　
上
泉
海
軍
少
将
が
今
回
横
須
賀
水
雷
団

長
に
転
補
さ
れ
た
る
に
付
鎮
海
市
街
発
展
上
に
大
恐
慌
を
来
せ
る

は
当
然
の
結
果
な
り
（
中
略
）
そ
の
転
任
事
情
を
聞
く
に
全
く
上

泉
将
軍
が
彼
の
因
循
姑
息
な
る
海
軍
当
局
の
取
れ
る
施
設
に
反
し

大
規
模
な
る
発
展
策
を
講
じ
之
が
経
営
着
々
進
捗
し
つ
つ
あ
り
過

般
東
京
記
者
団
一
行
が
同
地
を
親
し
く
視
察
し
其
発
展
の
意
外
に

顕
著
な
る
こ
と
共
に
上
泉
少
将
の
施
設
宜
し
き
を
賞
揚
し
且
同
少

将
は
海
軍
部
内
に
あ
り
て
は
財
部
以
上
の
人
物
な
る
か
の
如
く
賞

揚
し
た
る
と
端
な
く
財
部
次
官
の
妬
心
を
買
ふ
に
至
り
た
る
も
の

に
し
て
其
結
果
海
軍
省
と
し
て
は
鎮
海
市
な
る
も
の
を
斯
く
迄
発

展
開
発
す
る
の
必
要
な
し
と
の
極
端
な
る
消
極
方
針
を
執
る
に
決

し
た
る
も
の
の
如
く
為
に
上
泉
少
将
を
横
須
賀
水
雷
団
の
如
き
閑

地
に
葬
り
財
部
氏
の
腹
心
た
る
大
佐
山
田
猶
之
助
氏
を
新
司
令
官

た
ら
し
め
以
て
片
端
よ
り
上
泉
少
将
の
施
設
を
破
壊
せ
し
め
ん
と

す
る
方
針
な
る
が
ゆ
え
に
鎮
海
貸
下
地
大
激
落
を
告
げ
之
が
為
め

貸
下
契
約
せ
る
幾
多
資
本
家
の
打
撃
を
蒙
る
は
甚
大
な
り
（
後

略（
11
（

）

　
こ
の
記
事
で
も
、
ま
ず
上
泉
に
対
し
て
の
世
間
の
肯
定
的
な
評
価
が

現
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
を
前
提
に
し
て
も
上
泉
が
主
導
し
た
土
地
貸
下

げ
事
業
を
通
じ
た
鎮
海
の
発
展
と
開
発
は
、
海
軍
省
の
鎮
海
建
設
の
青

写
真
と
は
違
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
斯
く
迄
発
展
開
発
す
る
の
必
要
な

し
」
と
い
う
文
章
に
表
れ
る
よ
う
に
、
海
軍
省
の
鎮
海
に
対
す
る
見
解

は
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
に
鎮
守
府
の
設
置
を
念
頭
に
置
い
て

実
施
し
た
鎮
海
湾
調
査
の
時
と
は
大
幅
に
変
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
上
泉
の
伝
記
で
は
転
任
の
理
由
に
つ
い
て
二
つ
の
理
由
を
挙

げ
て
い
る
。
一
つ
は
市
街
地
予
定
地
を
巡
る
政
商
と
の
関
係
で
、
借
地
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部
の
参
謀
山
路
一
善
氏
を
し
て
横
槍
を
入
れ
し
む
る
の
段
取
と
な

り
た
る
も
の
に
て
上
泉
氏
の
左
遷
に
依
っ
て
鎮
海
の
市
価
十
分
の

一
に
下
落
す
と
の
電
報
到
着
す
る
や
ほ
く
そ
笑
み
し
た
る
某
御
用

商
人
は
鎮
海
土
地
借
占
め
の
為
め
即
刻
一
二
の
手
代
を
同
地
に
急

派
せ
り
と
い
ふ
鎮
海
の
市
民
が
前
例
無
き
騒
擾
を
極
め
つ
つ
あ
る

も
我
々
の
一
派
が
今
回
の
処
置
に
公
憤
を
発
し
て
飽
迄
反
抗
を
試

み
ん
と
欲
す
る
も
実
は
此
れ
が
為
の
み
と
語
れ
り
尚
鎮
海
の
上
京

陳
情
委
員
は
本
日
頃
到
着
す
べ
き
筈
な
り（

11
（

　
こ
の
記
事
で
は
、
上
泉
が
御
用
商
人
と
土
地
の
入
札
を
巡
っ
て
対
立

が
あ
り
、
そ
の
入
札
方
式
を
競
争
に
変
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
記
事
で
確
認
で
き
る
三
人
の
松
方
幸
次
郎
、
大
蔵
組
、
遠
藤
は
大
資

本
家
で
、
当
時
の
鎮
海
へ
の
投
資
が
大
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
で

き
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
大
資
本
家
の
流
入
と
競
争
入
札
方
式
が
問

題
に
な
り
御
用
商
人
か
ら
不
満
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
不
満

が
海
軍
の
重
鎮
で
あ
る
山
本
権
兵
衛
に
訴
え
ら
れ
、
軍
令
部
を
動
か
す

こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
上
泉
の
転
任
が
決
ま

り
、
地
価
は
下
落
し
市
街
地
の
状
況
が
変
わ
り
始
め
た
と
報
じ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
政
商
等
と
の
関
係
は
転
任
の
直
接
的
な
理
由
と

は
思
わ
れ
な
い
が
、
貸
下
げ
を
巡
っ
て
政
商
と
対
立
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
転
任
に
影
響
を
及
ば
し
た
可
能
性
は
大
き

い
と
考
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
鎮
海
建
設
に
関
し
て
海
軍
省
と
は
異
な
る
方
策
を

立
て
実
行
し
、
政
商
と
の
対
立
が
表
面
化
し
た
上
泉
少
将
の
転
任
は
必

権
の
問
題
で
上
泉
と
葛
藤
が
あ
っ
た
政
商
が
東
京
で
運
動
を
始
め
た
と

い
う（

11
（

。
そ
こ
で
海
軍
省
に
呼
ば
れ
た
上
泉
が
財
部
彪
に
怒
り
を
あ
ら
わ

に
す
る
事
態
が
起
き
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
鎮
海
の
電
気
事

業
の
出
願
を
巡
っ
て
、
利
権
屋
な
ど
と
問
題
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
利
権

屋
の
不
正
に
上
泉
の
部
下
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る（

11
（

。
こ
の
よ
う

に
市
街
地
の
発
展
を
巡
っ
て
上
泉
が
あ
る
種
の
勢
力
と
対
立
関
係
に

あ
っ
た
可
能
性
は
他
の
記
事
で
も
確
認
で
き
る
。例
え
ば
、『
読
売
新
聞
』

一
九
一
二
年
七
月
一
七
日
付
の
記
事
「
裏
面
に
又
裏
面
あ
り

　
財
部
次

官
と
御
用
商
人
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

（
前
略
）
上
泉
氏
は
従
来
ダ
ニ
の
如
く
鎮
海
の
心
臓
に
喰
入
り
居

れ
る
某
御
用
商
人
を
一
蹴
の
下
に
放
逐
し
て
爾
来
海
軍
用
品
の
購

入
よ
り
諸
建
築
に
至
る
迄
悉
く
会
計
法
の
明
記
せ
る
處
に
従
っ
て

公
平
な
る
競
争
入
札
の
方
法
に
拠
る
と
共
に
市
民
を
督
励
し
て
鎮

海
の
開
発
に
努
力
し
着
々
と
し
て
実
践
を
挙
げ
一
ヶ
年
に
し
て
人

口
二
万
の
新
都
市
を
形
成
し
松
方
幸
次
郎
氏
の
鉄
鋼
泉
会
社
大
蔵

組
の
木
材
会
社
遠
藤
某
の
鎮
海
水
産
会
社
等
を
始
め
続
々
と
し
て

資
本
家
の
新
事
業
を
企
画
す
る
者
現
れ
来
り
茲
に
於
て
此
機
逸
す

べ
か
ら
ず
と
な
し
先
に
鎮
海
を
逐
は
れ
た
る
某
御
用
商
人
は
財
部

次
官
に
詰
問
し
て
曰
く
「
上
泉
の
遣
り
方
を
海
軍
省
は
何
と
見
る

乎か

彼
の
背
後
に
は
幾
多
の
投
機
師
と
羽
織
ゴ
ロ
と
在
り
彼
が
裏
面

に
立
つ
て
種
々
と
軍
人
に
あ
る
ま
じ
き
事
業
を
試
む
る
は
実
は
其

等
山
師
共
の
傀
儡
た
る
な
り
、
当
初
余
を
退
け
た
る
も
是
れ
あ
る

が
為
め
の
み
」
と
更
に
権
兵
衛
伯
に
行
て
之
を
訴
へ
是
よ
り
軍
令
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然
的
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
上
記
の
記
事
や
伝
記
で
は
海
軍
省
次
官
の

財
部
と
の
関
係
に
言
及
し
て
い
る
が
、
当
時
上
泉
は
、
退
役
し
た
海
軍

大
将
山
本
権
兵
衛
の
婿
で
あ
っ
た
財
部
と
対
立
的
な
関
係
に
あ
っ
た
と

も
言
わ
れ
、
そ
の
こ
と
が
上
泉
の
海
軍
省
内
で
の
政
治
的
な
立
場
を
弱

め
て
い
た
可
能
性
が
あ
る（

（11
（

。
さ
ら
に
、
上
泉
の
赴
任
時
に
は
ま
だ
懸
案

で
あ
っ
た
海
軍
と
総
督
府
と
の
市
街
地
管
轄
問
題
が
、
同
年
四
月
を
起

点
に
し
て
収
束
に
向
か
っ
た
こ
と
も
関
係
が
あ
る
と
考
え
る
。つ
ま
り
、

上
泉
は
鎮
海
に
お
け
る
海
軍
と
総
督
府
の
双
方
に
つ
な
が
り
を
も
ち
、

両
者
の
円
滑
な
関
係
を
構
築
で
き
る
と
い
う
期
待
の
下
で
選
ば
れ
た
経

緯
か
ら
、
両
者
の
関
係
が
落
ち
着
い
た
段
階
で
期
待
さ
れ
た
役
目
が

終
っ
た
と
も
言
え
る
。
と
は
い
え
、
市
街
地
発
展
に
あ
っ
て
主
導
的
役

割
を
果
た
し
て
き
た
上
泉
の
転
任
は
、
鎮
海
の
社
会
に
影
響
や
変
化
を

も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
上
泉
の
転
任
を
巡

る
鎮
海
の
日
本
人
社
会
の
反
応
や
そ
れ
に
対
す
る
海
軍
と
総
督
府
の
対

応
を
中
心
に
探
っ
て
い
き
た
い
。

三
、�

鎮
海
市
街
地
の
上
泉
少
将
留
任
運
動
と�

海
軍
・
総
督
府
の
対
応

（
一
）
　鎮
海
市
街
地
に
お
け
る
上
泉
徳
弥
転
任
の
影
響

　
新
聞
を
通
じ
て
鎮
海
の
市
街
地
発
展
の
状
況
が
日
本
国
内
に
報
じ
ら

れ
た
直
後
、
海
軍
省
で
は
上
泉
の
転
任
を
決
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
節
で
み
た
よ
う
に
、
上
泉
の
主
導
し
た
鎮
海
の
開
発
と
海
軍
省
の
計

画
意
図
と
は
一
致
し
な
か
っ
た
た
め
、海
軍
省
の
決
定
は
急
で
あ
っ
た
。

新
聞
報
道
で
上
泉
の
転
任
が
確
認
で
き
る
最
も
早
い
日
付
の
も
の
は
、

一
九
一
二
年
七
月
一
日
発
行
の
『
朝
日
新
聞
』
の
記
事
「
鎮
海
事
務
引

継
期
」
で
あ
る
。

今
回
鎮
海
湾
防
備
隊
に
任
せ
ら
れ
た
る
海
軍
大
佐
山
田
猶
之
助
氏

は
検
定
射
撃
を
終
へ
次
第
来
る
二
十
日
頃
横
須
賀
出
発
東
京
を
経

て
二
十
二
日
頃
着
任
す
べ
く
之
と
同
時
に
上
泉
少
将
は
事
務
の
引

継
を
了
し
二
十
三
日
頃
横
須
賀
に
赴
任
す
べ
し
（
後
略（

（1（
（

）

　
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
上
泉
は
一
九
一
二
年
七
月
二
二
日
に
鎮
海
防

備
隊
司
令
官
の
任
務
引
継
ぎ
を
終
え
て
横
須
賀
へ
向
か
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
上
泉
の
後
任
と
し
て
鎮
海
に
着
任
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
田
猶
之
助
は
当
時
海
軍
省
次
官
の「
財
部
系
統
の
人
物
」で
あ
っ

た（
（10
（

。
鎮
海
市
街
地
に
こ
の
よ
う
な
海
軍
の
人
事
に
関
す
る
一
報
が
伝
わ

る
と
、
市
街
地
の
繁
栄
を
主
導
し
て
き
た
土
地
貸
下
げ
事
業
は
急
激
に

不
況
に
陥
っ
た（

（10
（

。
こ
れ
は
上
泉
の
手
腕
で
東
京
や
大
阪
か
ら
鎮
海
に
来

た
多
く
の
資
本
家
が
続
々
離
脱
し
始
め
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的

な
状
況
は
次
の
「
鎮
海
事
業
頓
挫
」
と
い
う
題
目
の
記
事
で
確
認
で
き

る
。

上
泉
司
令
官
の
手
腕
に
信
頼
し
東
京
並
に
京
阪
地
方
の
資
本
家
に

依
り
計
画
せ
ら
れ
今
や
着
々
そ
の
進
捗
を
見
つ
つ
あ
り
た
る
に
突

然
同
司
令
官
の
更
迭
に
依
り
中
止
を
申
込
み
来
り
た
る
も
の
及
び

見
合
せ
の
姿
と
な
り
た
る
重
な
る
事
業
は
（
一
）
資
本
金
五
千
万
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然
的
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
上
記
の
記
事
や
伝
記
で
は
海
軍
省
次
官
の

財
部
と
の
関
係
に
言
及
し
て
い
る
が
、
当
時
上
泉
は
、
退
役
し
た
海
軍

大
将
山
本
権
兵
衛
の
婿
で
あ
っ
た
財
部
と
対
立
的
な
関
係
に
あ
っ
た
と

も
言
わ
れ
、
そ
の
こ
と
が
上
泉
の
海
軍
省
内
で
の
政
治
的
な
立
場
を
弱

め
て
い
た
可
能
性
が
あ
る（

（11
（

。
さ
ら
に
、
上
泉
の
赴
任
時
に
は
ま
だ
懸
案

で
あ
っ
た
海
軍
と
総
督
府
と
の
市
街
地
管
轄
問
題
が
、
同
年
四
月
を
起

点
に
し
て
収
束
に
向
か
っ
た
こ
と
も
関
係
が
あ
る
と
考
え
る
。つ
ま
り
、

上
泉
は
鎮
海
に
お
け
る
海
軍
と
総
督
府
の
双
方
に
つ
な
が
り
を
も
ち
、

両
者
の
円
滑
な
関
係
を
構
築
で
き
る
と
い
う
期
待
の
下
で
選
ば
れ
た
経

緯
か
ら
、
両
者
の
関
係
が
落
ち
着
い
た
段
階
で
期
待
さ
れ
た
役
目
が

終
っ
た
と
も
言
え
る
。
と
は
い
え
、
市
街
地
発
展
に
あ
っ
て
主
導
的
役

割
を
果
た
し
て
き
た
上
泉
の
転
任
は
、
鎮
海
の
社
会
に
影
響
や
変
化
を

も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
上
泉
の
転
任
を
巡

る
鎮
海
の
日
本
人
社
会
の
反
応
や
そ
れ
に
対
す
る
海
軍
と
総
督
府
の
対

応
を
中
心
に
探
っ
て
い
き
た
い
。

三
、�

鎮
海
市
街
地
の
上
泉
少
将
留
任
運
動
と�

海
軍
・
総
督
府
の
対
応

（
一
）
　鎮
海
市
街
地
に
お
け
る
上
泉
徳
弥
転
任
の
影
響

　
新
聞
を
通
じ
て
鎮
海
の
市
街
地
発
展
の
状
況
が
日
本
国
内
に
報
じ
ら

れ
た
直
後
、
海
軍
省
で
は
上
泉
の
転
任
を
決
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
節
で
み
た
よ
う
に
、
上
泉
の
主
導
し
た
鎮
海
の
開
発
と
海
軍
省
の
計

画
意
図
と
は
一
致
し
な
か
っ
た
た
め
、海
軍
省
の
決
定
は
急
で
あ
っ
た
。

新
聞
報
道
で
上
泉
の
転
任
が
確
認
で
き
る
最
も
早
い
日
付
の
も
の
は
、

一
九
一
二
年
七
月
一
日
発
行
の
『
朝
日
新
聞
』
の
記
事
「
鎮
海
事
務
引

継
期
」
で
あ
る
。

今
回
鎮
海
湾
防
備
隊
に
任
せ
ら
れ
た
る
海
軍
大
佐
山
田
猶
之
助
氏

は
検
定
射
撃
を
終
へ
次
第
来
る
二
十
日
頃
横
須
賀
出
発
東
京
を
経

て
二
十
二
日
頃
着
任
す
べ
く
之
と
同
時
に
上
泉
少
将
は
事
務
の
引

継
を
了
し
二
十
三
日
頃
横
須
賀
に
赴
任
す
べ
し
（
後
略（

（1（
（

）

　
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
上
泉
は
一
九
一
二
年
七
月
二
二
日
に
鎮
海
防

備
隊
司
令
官
の
任
務
引
継
ぎ
を
終
え
て
横
須
賀
へ
向
か
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
上
泉
の
後
任
と
し
て
鎮
海
に
着
任
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
田
猶
之
助
は
当
時
海
軍
省
次
官
の「
財
部
系
統
の
人
物
」で
あ
っ

た（
（10
（

。
鎮
海
市
街
地
に
こ
の
よ
う
な
海
軍
の
人
事
に
関
す
る
一
報
が
伝
わ

る
と
、
市
街
地
の
繁
栄
を
主
導
し
て
き
た
土
地
貸
下
げ
事
業
は
急
激
に

不
況
に
陥
っ
た（

（10
（

。
こ
れ
は
上
泉
の
手
腕
で
東
京
や
大
阪
か
ら
鎮
海
に
来

た
多
く
の
資
本
家
が
続
々
離
脱
し
始
め
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的

な
状
況
は
次
の
「
鎮
海
事
業
頓
挫
」
と
い
う
題
目
の
記
事
で
確
認
で
き

る
。

上
泉
司
令
官
の
手
腕
に
信
頼
し
東
京
並
に
京
阪
地
方
の
資
本
家
に

依
り
計
画
せ
ら
れ
今
や
着
々
そ
の
進
捗
を
見
つ
つ
あ
り
た
る
に
突

然
同
司
令
官
の
更
迭
に
依
り
中
止
を
申
込
み
来
り
た
る
も
の
及
び

見
合
せ
の
姿
と
な
り
た
る
重
な
る
事
業
は
（
一
）
資
本
金
五
千
万
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（0

業
は
下
火
に
な
り
、
そ
っ
く
り
「
鎮
海
学
校
組
合
」
が
そ
の
後
始
末
を

受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
一
般
市
民
を
相
手
に
土
地
貸
下
げ
事
業
及

び
市
街
地
の
多
様
な
公
共
事
業
を
展
開
し
て
い
た
「
鎮
海
学
校
組
合
」

に
と
っ
て
、
上
泉
の
転
任
は
死
活
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、七
月
一
〇
日
、「
鎮
海
学
校
組
合
」臨
時
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

「
鎮
海
学
校
組
合
」
は
こ
の
臨
時
会
議
を
通
じ
て
上
泉
の
留
任
を
請
願

す
る
市
民
大
会
の
開
催
を
決
定
し
、
市
街
地
の
発
展
に
関
す
る
善
後
策

を
講
じ
た
。
ま
た
、
こ
の
会
議
で
学
校
組
合
管
理
者
の
永
野
忠
蔵
が
市

民
総
代
に
な
っ
て
、
西
園
寺
公
望
首
相
と
斎
藤
実
海
相
に
上
泉
司
令
官

の
留
任
を
電
報
で
請
願
す
る
に
至
っ
た（

（10
（

。
以
下
の
記
事
か
ら
鎮
海
学
校

組
合
の
人
々
が
鎮
海
市
街
地
で
海
軍
当
局
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た

の
か
が
読
み
取
れ
る
。

鎮
海
市
民
の
死
活
問
題
た
る
上
泉
司
令
官
の
留
任
に
就
て
は
十
日

の
有
志
大
会
の
決
議
に
基
き
十
一
日
午
後
三
時
幸
座
に
於
て
市
民

大
会
を
開
き
海
軍
当
局
の
無
責
任
を
論
難
攻
撃
し
激
昂
せ
る
市
民

は
勿
論
各
労
働
者
に
至
る
迄
斯
各
自
其
の
業
を
休
み
善
後
策
に
腐

心
し
つ
つ
其
し
つ
つ
そ
の
真
情
察
す
る
に
余
り
あ
り
海
軍
当
局
の

無
謀
も
茲
に
於
て
極
ま
れ
り
と
い
ふ
べ
し（

（10
（

　「
鎮
海
学
校
組
合
」
は
、
七
月
一
一
日
に
前
日
の
臨
時
会
議
で
の
決

定
に
基
づ
き
上
泉
司
令
官
留
任
の
た
め
の
市
民
大
会
を
開
催
し
た
。
こ

の
留
任
請
願
が
起
き
た
の
は
上
泉
の
転
任
が
市
街
地
の
不
況
の
直
接
的

な
原
因
と
理
解
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
鎮
海
市
民
は
上

円
の
鎮
海
水
産
会
社
（
二
）
五
千
万
円
の
木
材
会
社
（
三
）
百
万

円
の
鎮
海
米
穀
取
引
所
（
四
）
日
鮮
人
六
十
名
の
発
起
人
を
以
て

今
日
既
に
二
倍
の
株
の
申
込
あ
る
ラ
ジ
ュ
―
ム
会
社
（
五
）
大
阪

百
三
十
銀
行
（
六
）
山
形
正
雄
氏
の
鎮
海
大
病
院
（
七
）
廿
万
円

倉
庫
会
社
（
八
）
斎
藤
湾
埋
立
な
ど
の
由
に
て
市
民
へ
の
影
響
実

に
大
な
る
も
の
な
り（

（11
（

　
ま
ず
「
上
泉
の
手
腕
」
に
よ
っ
て
資
本
家
た
ち
が
鎮
海
に
吸
い
寄
せ

ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
記
事
で
言
及
さ
れ
て
い
る
金
額
だ
け
を

合
わ
せ
て
も
二
二
〇
万
円
を
超
え
て
お
り
、
一
九
一
二
年
（
明
治

四
五
）
の
鎮
海
市
街
経
営
費
と
し
て
計
上
さ
れ
た
予
算
額
五
万
三
千
円（

（10
（

と
比
較
し
て
み
て
も
、
そ
の
規
模
が
け
た
違
い
に
大
き
い
こ
と
が
分
か

る
。
こ
の
記
事
の
み
な
ら
ず
、
他
の
記
事
で
も
、
一
ヶ
月
前
ま
で
好
況

で
あ
っ
た
鎮
海
市
街
地
で
は
、
上
泉
の
転
任
と
同
時
に
「
市
民
の
驚
愕

と
悲
観
と
は
実
に
其
極
度
に
達
し
地
価
は
突
然
約
十
分
の
一
に
下
落
し

泣
く
者
あ
り
叫
ぶ
者
」
あ
り（

（10
（

、「
全
市
恰
も
火
の
消
た
る
が
如
き
光
景（

（10
（

」

が
現
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。

　
上
泉
が
横
須
賀
へ
と
転
任
し
た
一
九
一
二
年
七
月
に
、
海
軍
に
よ
る

土
地
貸
下
げ
が
終
了
し
た
。
そ
の
こ
ろ
「
鎮
海
学
校
組
合
」
は
、
海
軍

か
ら
貸
下
げ
ら
れ
た
土
地
を
民
間
に
転
貸
し
て
い
た
。
上
泉
の
転
任
が

発
令
さ
れ
る
ま
で
は
、
彼
の
影
響
力
で
東
京
や
大
阪
な
ど
各
地
か
ら
多

く
の
民
間
の
出
願
者
が
押
し
寄
せ
て
来
て
い
た
の
で
、「
鎮
海
学
校
組

合
」
が
民
間
に
土
地
を
転
貸
す
る
の
に
困
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
上

泉
の
転
任
と
共
に
資
本
家
た
ち
も
鎮
海
か
ら
撤
退
し
て
土
地
貸
下
げ
事
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（1

泉
の
転
任
を
決
定
し
た
「
海
軍
当
局
の
無
責
任
」
を
「
論
難
攻
撃
し
激

昂
」
し
て
、
上
泉
留
任
運
動
を
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。
以
下
の
記
事

か
ら
、
一
一
日
に
開
催
さ
れ
た
市
民
大
会
の
具
体
的
な
状
況
が
理
解
で

き
る
。昨

十
一
日
午
後
鎮
海
幸
座
に
於
て
開
会
せ
し
民
大
会
は
鎮
海
市
民

の
大
死
活
問
題
た
る
を
以
て
来
会
す
る
も
の
無
慮
六
千
余
名
に
達

し
座
内
立
錐
の
余
地
な
く
座
外
は
無
論
道
路
に
至
る
ま
で
溢
出
し

来
り
争
ふ
て
演
壇
に
昇
り
或
は
海
軍
当
局
の
無
責
任
と
無
謀
無
知

等
を
論
ず
る
も
の
あ
り
或
は
市
民
の
覚
悟
及
決
心
を
促
す
者
も
あ

り
て
激
昂
と
憤
慨
と
は
其
極
に
達
し
来
り
此
の
儘
に
て
進
行
せ
ば

如
何
な
る
危
険
を
出
来
す
る
や
も
計
り
難
さ
を
以
て
会
主
た
る
学

校
管
理
人
者
中
野
忠
蔵
氏
は
起
っ
て
左
の
決
意
文
を
朗
読
し
満
場

一
致
を
以
て
こ
れ
を
何
気
せ
り

一
、　
上
泉
司
令
官
閣
下
の
留
任
を
其
筋
に
嘆
願
す
る
こ
と

二
、　 

鎮
海
に
対
す
る
従
来
並
に
今
後
の
海
軍
の
方
針
を
問
ふ
こ

と

三
、　
善
後
策
を
講
じ
発
展
を
計
る
た
め
繁
栄
会
を
設
く
る
こ
と

四
、　
当
地
の
情
況
を
其
筋
に
陳
情
す
る
こ
と

五
、　 

前
記
各
項
の
実
行
を
計
る
為
に
委
員
十
名
を
選
定
す
る
こ

と（
（（1
（

　
上
泉
の
留
任
を
「
鎮
海
市
民
の
死
活
問
題
」
と
す
る
雰
囲
気
の
中
で

開
か
れ
た
「
鎮
海
市
民
大
会
」
の
主
催
者
は
、
当
時
の
「
鎮
海
学
校
組

合
」管
理
者
の
永
野
忠
蔵
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、「
鎮
海
学
校
組
合
」

の
積
極
的
な
態
度
は
、
上
泉
が
主
導
し
た
土
地
貸
下
げ
事
業
が
「
鎮
海

学
校
組
合
」
へ
継
承
さ
れ
、「
鎮
海
学
校
組
合
」
が
市
街
地
の
間
接
経

営
を
主
導
し
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
ま
た
、
土
地
貸
下
げ
事
業
を

通
じ
て
、
教
育
の
み
な
ら
ず
、
市
街
地
に
お
け
る
土
木
、
建
設
な
ど
に

も
関
わ
っ
て
、
鎮
海
市
街
地
の
実
質
的
な
行
政
主
体
と
し
て
「
鎮
海
学

校
組
合
」が
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
も
関
係
す
る
。
そ
し
て
、

上
泉
の
転
任
で
今
ま
で
の
市
街
地
開
発
の
方
策
が
活
路
を
失
う
と
、「
鎮

海
学
校
組
合
」
を
代
表
す
る
学
校
組
合
管
理
者
は
「
鎮
海
市
民
大
会
」

の
主
催
者
と
し
て
、
ま
た
「
市
民
総
代
」
と
し
て
積
極
的
な
動
き
を
見

せ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
鎮
海
学
校
組
合
」
は
鎮
海
日
本
人
社
会
で
中

心
的
な
自
治
団
体
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　「
鎮
海
学
校
組
合
」
が
中
心
と
す
る
こ
の
市
民
大
会
の
参
加
者
数
は

六
千
人
に
達
し
、「
座
外
は
無
論
道
路
に
至
る
ま
で
溢
出
し
」
て
い
る

状
況
で
あ
っ
た
。
一
九
一
二
年
（
大
正
元
）
の
鎮
海
市
街
地
人
口
が

五
千
三
十
八
人
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
報
道
は
若
干
誇
張

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
れ
程
、
上
泉
の
留
任
請
願
は
市
街

地
全
体
の
構
成
員
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。

　
市
民
大
会
で
決
議
さ
れ
た
五
つ
の
項
目
を
見
る
と
、
一
つ
目
は
何
よ

り
も
上
泉
司
令
官
の
留
任
嘆
願
で
あ
る
。
続
く
四
つ
の
内
容
は
鎮
海
市

街
地
の
不
況
に
対
す
る
直
接
的
な
打
開
策
に
関
わ
る
こ
と
で
、
鎮
海
市

街
地
の
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
海
軍
側
の
積
極
的
な
関
与
を
求
め
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
を
見
る
と
、
鎮
海
市
民
は
上
泉

_史学研究303.indb   91 19/07/22   13:41



　軍港都市鎮海建設と日本人社会の動向―1（12年上泉徳弥鎮海防備隊司令官の留任請願運動に注目して―（柳）

（1

泉
の
転
任
を
決
定
し
た
「
海
軍
当
局
の
無
責
任
」
を
「
論
難
攻
撃
し
激

昂
」
し
て
、
上
泉
留
任
運
動
を
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。
以
下
の
記
事

か
ら
、
一
一
日
に
開
催
さ
れ
た
市
民
大
会
の
具
体
的
な
状
況
が
理
解
で

き
る
。昨

十
一
日
午
後
鎮
海
幸
座
に
於
て
開
会
せ
し
民
大
会
は
鎮
海
市
民

の
大
死
活
問
題
た
る
を
以
て
来
会
す
る
も
の
無
慮
六
千
余
名
に
達

し
座
内
立
錐
の
余
地
な
く
座
外
は
無
論
道
路
に
至
る
ま
で
溢
出
し

来
り
争
ふ
て
演
壇
に
昇
り
或
は
海
軍
当
局
の
無
責
任
と
無
謀
無
知

等
を
論
ず
る
も
の
あ
り
或
は
市
民
の
覚
悟
及
決
心
を
促
す
者
も
あ

り
て
激
昂
と
憤
慨
と
は
其
極
に
達
し
来
り
此
の
儘
に
て
進
行
せ
ば

如
何
な
る
危
険
を
出
来
す
る
や
も
計
り
難
さ
を
以
て
会
主
た
る
学

校
管
理
人
者
中
野
忠
蔵
氏
は
起
っ
て
左
の
決
意
文
を
朗
読
し
満
場

一
致
を
以
て
こ
れ
を
何
気
せ
り

一
、　
上
泉
司
令
官
閣
下
の
留
任
を
其
筋
に
嘆
願
す
る
こ
と

二
、　 

鎮
海
に
対
す
る
従
来
並
に
今
後
の
海
軍
の
方
針
を
問
ふ
こ

と

三
、　
善
後
策
を
講
じ
発
展
を
計
る
た
め
繁
栄
会
を
設
く
る
こ
と

四
、　
当
地
の
情
況
を
其
筋
に
陳
情
す
る
こ
と

五
、　 

前
記
各
項
の
実
行
を
計
る
為
に
委
員
十
名
を
選
定
す
る
こ

と（
（（1
（

　
上
泉
の
留
任
を
「
鎮
海
市
民
の
死
活
問
題
」
と
す
る
雰
囲
気
の
中
で

開
か
れ
た
「
鎮
海
市
民
大
会
」
の
主
催
者
は
、
当
時
の
「
鎮
海
学
校
組

合
」管
理
者
の
永
野
忠
蔵
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、「
鎮
海
学
校
組
合
」

の
積
極
的
な
態
度
は
、
上
泉
が
主
導
し
た
土
地
貸
下
げ
事
業
が
「
鎮
海

学
校
組
合
」
へ
継
承
さ
れ
、「
鎮
海
学
校
組
合
」
が
市
街
地
の
間
接
経

営
を
主
導
し
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
ま
た
、
土
地
貸
下
げ
事
業
を

通
じ
て
、
教
育
の
み
な
ら
ず
、
市
街
地
に
お
け
る
土
木
、
建
設
な
ど
に

も
関
わ
っ
て
、
鎮
海
市
街
地
の
実
質
的
な
行
政
主
体
と
し
て
「
鎮
海
学

校
組
合
」が
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
も
関
係
す
る
。
そ
し
て
、

上
泉
の
転
任
で
今
ま
で
の
市
街
地
開
発
の
方
策
が
活
路
を
失
う
と
、「
鎮

海
学
校
組
合
」
を
代
表
す
る
学
校
組
合
管
理
者
は
「
鎮
海
市
民
大
会
」

の
主
催
者
と
し
て
、
ま
た
「
市
民
総
代
」
と
し
て
積
極
的
な
動
き
を
見

せ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
鎮
海
学
校
組
合
」
は
鎮
海
日
本
人
社
会
で
中

心
的
な
自
治
団
体
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　「
鎮
海
学
校
組
合
」
が
中
心
と
す
る
こ
の
市
民
大
会
の
参
加
者
数
は

六
千
人
に
達
し
、「
座
外
は
無
論
道
路
に
至
る
ま
で
溢
出
し
」
て
い
る

状
況
で
あ
っ
た
。
一
九
一
二
年
（
大
正
元
）
の
鎮
海
市
街
地
人
口
が

五
千
三
十
八
人
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
報
道
は
若
干
誇
張

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
れ
程
、
上
泉
の
留
任
請
願
は
市
街

地
全
体
の
構
成
員
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。

　
市
民
大
会
で
決
議
さ
れ
た
五
つ
の
項
目
を
見
る
と
、
一
つ
目
は
何
よ

り
も
上
泉
司
令
官
の
留
任
嘆
願
で
あ
る
。
続
く
四
つ
の
内
容
は
鎮
海
市

街
地
の
不
況
に
対
す
る
直
接
的
な
打
開
策
に
関
わ
る
こ
と
で
、
鎮
海
市

街
地
の
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
海
軍
側
の
積
極
的
な
関
与
を
求
め
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
を
見
る
と
、
鎮
海
市
民
は
上
泉
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上
泉
の
留
任
請
願
運
動
が
起
こ
っ
た
後
、
鎮
海
で
は
四
人
の
陳
情
委

員
が
財
部
次
官
と
会
見
す
る
た
め
に
海
軍
省
を
訪
ね
た
。
こ
の
訪
問
で

交
わ
し
た
会
見
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

鎮
海
陳
情
委
員
た
る
原
田
、
中
山
、
井
出
、
渡
邊
の
四
氏
は
昨

二
十
日
午
前
海
軍
省
に
財
部
次
官
を
訪
ひ
大
体
左
の
四
項
に
付
き

熱
心
陳
情
す
る
處
あ
り
財
部
次
官
も
大
に
其
の
意
を
諒
と
し
両
者

間
の
意
思
頗
る
疎
通
せ
り
と

（
一
）　 

上
泉
司
令
官
留
任
請
願
の
件

（
二
）　 

土
地
貸
下
規
則
第
三
十
五
條
改
正
の
件
即
ち
現
行
規
則
は

表
面
上
は
土
地
の
伝
貸
を
禁
止
し
居
る
も
既
に
第
一
第
二

の
貸
下
も
殆
ど
完
成
謂
は
、
過
渡
時
代
を
経
過
し
た
る
今

日
尚
此
の
規
則
儘
存
す
る
は
開
発
上
障
害
あ
り
と
の
事

（
三
）　 

昌
鎮
鉄
道
（
昌
源
、
鎮
海
間
の
線
に
し
て
総
督
府
に
て
も

既
に
予
定
線
と
な
し
居
る
者
）
の
速
成
に
関
す
る
件

（
四
）　 

上
泉
前
司
令
官
の
留
任
到
底
不
可
能
な
ら
ば
切
め
て
前
司

令
官
の
施
設
に
対
し
意
思
を
継
承
す
る
方
法
を
探
る
事

右
の
内
第
二
以
下
の
三
項
に
対
し
て
は
財
部
次
官
も
大
に
理
由
あ

る
と
認
め
た
る
ら
し
く
更
に
精
細
に
具
体
的
説
明
を
附
し
て
具
申

す
べ
き
を
慫
慂
し
た
れ
ど
も
第
一
項
の
留
任
問
題
に
就
き
て
は
事

苟
も
軍
政
上
の
施
設
に
関
し
一
局
部
の
都
合
な
ど
考
慮
す
る
の
遑

な
し
従
つ
て
鎮
海
一
局
部
の
為
に
此
の
大
柄
を
変
更
す
る
は
到
底

が
そ
れ
ま
で
に
実
行
し
て
き
た
方
針
が
、
そ
の
転
任
後
に
変
更
さ
れ
る

か
あ
る
い
は
中
断
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
鎮
海

で
は
上
泉
の
手
腕
が
大
き
く
作
用
し
た
土
地
貸
下
げ
事
業
を
基
盤
と
し

て
他
の
事
業
が
計
画
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
上
泉
の

転
任
は
東
京
や
大
阪
か
ら
き
た
資
本
家
が
続
々
抜
け
出
す
と
い
う
事
態

を
招
き
、
市
街
地
は
急
激
に
不
況
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
鎮
海
市
街
地

で
は
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
海
軍
の
協
力
を
優
先
的
に
得
る
必
要

が
あ
る
と
判
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。し
た
が
っ
て
、「
鎮
海
市
民
運
動
」

で
は
市
街
地
の
情
況
を
海
軍
当
局
に
伝
え
、
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
の

意
向
を
聞
こ
う
と
し
た
。
鎮
海
市
街
地
で
は
こ
の
よ
う
な
海
軍
の
方
向

性
を
確
認
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
市
街
地
の
発
展
の
た
め
に
自
ら
「
繁
栄

会
」
を
設
置
し
て
、
一
〇
人
の
実
行
委
員
を
選
定
す
る
こ
と
を
決
議
し

た
。

　
鎮
海
市
民
大
会
の
決
意
文
に
基
づ
き
、
同
年
七
月
一
三
日
に
原
田
由

太
郎
を
含
め
て
実
行
委
員
一
同
は
西
園
寺
首
相
と
斎
藤
海
軍
大
臣
宛
に

上
泉
司
令
官
の
留
任
を
再
願
し
た（

（（（
（

。
上
泉
の
留
任
に
関
す
る
請
願
は
、

鎮
海
市
街
地
だ
け
で
は
な
く
馬
山
で
も
行
わ
れ
、「
上
泉
司
令
官
更
迭

は
馬
山
の
繁
栄
に
も
非
常
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
な
れ
ば
商
業
会
議

所
は
昨
日
臨
時
会
議
を
開
き
同
司
令
官
留
任
請
願
を
な
す
こ
と
に
決
定

せ
り
」
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る（

（（0
（

。
ま
た
、
鎮
海
市
街
地
周
辺
に
居
住

す
る
朝
鮮
人
も
、「
毎
日
の
労
働
生
活
に
大
関
係
を
及
ぼ
す
」
の
で
司

令
官
の
留
任
請
願
の
運
動
を
開
始
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る（

（（0
（

。
上

泉
司
令
官
の
留
任
運
動
は
鎮
海
の
日
本
人
か
ら
始
ま
り
、近
隣
の
馬
山
、

鎮
海
市
街
地
周
辺
の
朝
鮮
人
か
ら
も
起
き
た
の
で
あ
る
。
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（（

出
来
ぬ
相
談
な
り
併
し
前
司
令
官
が
鎮
海
の
た
め
心
血
を
注
ぎ
た

る
に
対
し
諸
君
の
好
意
を
無
に
せ
さ
ら
ん
為
に
請
願
書
は
大
臣
に

伝
達
す
べ
し
と
答
へ
た
り
と
云
う
因
み
に
一
行
は
明
日
再
び
次
官

と
会
見
す
る
筈
な
り
と（

（（1
（

　
会
見
内
容
に
つ
い
て
は
、「
鎮
海
学
校
組
合
」
の
土
地
貸
下
げ
事
業

に
直
結
す
る
「
土
地
貸
与
規
則
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
が
確
認

で
き
る
。陳
情
委
員
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
み
る
と
、「
原
田
」、「
井
出
」、

「
中
山
」、「
渡
邊
」
の
四
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
中
山
と
渡

邊
は
第
一
回
「
鎮
海
学
校
組
合
」
の
平
議
員
で
あ
っ
た
中
山
辰
二
郎
と

渡
邊
録
造
で
、
原
田
は
第
二
回
「
鎮
海
学
校
組
合
」
の
平
議
員
で
あ
っ

た
原
田
芳
太
郎
と
推
測
さ
れ
る
。
当
時
の
鎮
海
市
街
地
で
土
地
貸
下
げ

の
関
係
の
業
務
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
海
軍
当
局
を
除
く
と
「
鎮
海

学
校
組
合
」
し
か
な
い
た
め
で
あ
る
。

　
会
見
で
財
部
次
官
は
、
上
泉
司
令
官
の
留
任
請
願
の
件
を
除
く
他
の

三
件
に
つ
い
て
は
肯
定
的
に
回
答
し
て
い
る
。
実
際
、
会
見
翌
日
の
七

月
二
三
日
に
、「
貸
下
地
の
家
屋
竣
工
期
は
九
ヶ
月
を
三
ケ
年
に
延
期

さ
れ
鉄
道
は
速
成
に
着
手
の
筈
」
と
い
う
決
定
が
な
さ
れ
た（

（（0
（

。
こ
の
よ

う
に
市
街
地
発
展
に
関
わ
る
内
容
は
受
け
入
れ
ら
れ
た
一
方
で
、
上
泉

の
留
任
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

　
上
泉
の
転
任
は
、
彼
が
主
導
し
た
大
規
模
な
土
地
貸
下
げ
に
よ
っ
て

招
か
れ
た
資
本
家
た
ち
の
流
出
に
繋
が
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
不
況
に

陥
っ
た
鎮
海
市
街
地
の
整
備
は
、
土
地
の
転
貸
権
を
持
つ
「
鎮
海
学
校

組
合
」
に
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、「
鎮
海
学
校
組
合
」

の
主
導
で
上
泉
留
任
を
求
め
る
鎮
海
市
民
運
動
が
起
き
た
と
考
え
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
に
鎮
海
市
街
地
で
起
き
た

上
泉
少
将
留
任
を
請
願
す
る
市
民
運
動
は
、
日
露
戦
争
以
後
の
朝
鮮
及

び
中
国
や
台
湾
な
ど
を
巡
る
国
際
的
状
況
の
変
化
と
同
時
に
、
海
軍
の

国
防
方
針
戦
略
の
変
化
に
伴
う
鎮
海
湾
の
戦
略
的
価
値
が
変
化
す
る
中

で
、
海
軍
と
総
督
府
、
そ
し
て
市
民
ら
の
市
街
地
の
利
害
を
巡
っ
て
葛

藤
が
生
じ
現
れ
た
も
の
と
言
え
る
。 

（
二
）
　鎮
海
市
街
地
に
対
す
る
海
軍
お
よ
び
総
督
府
の
対
応

　
新
都
市
と
し
て
建
設
さ
れ
た
鎮
海
市
街
地
に
お
い
て
、
そ
の
都
市
建

設
の
主
導
的
な
役
割
を
担
っ
た
上
泉
の
転
任
は
、
市
街
地
の
発
展
に
直

接
影
響
す
る
と
見
做
さ
れ
た
。
鎮
海
市
民
運
動
も
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
上
泉
の
転
任
に
関
し
て
は
、
海
軍
の
見
解
は

鎮
海
の
市
民
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
次
の
新
聞
記
事
は
、
財
部

海
軍
次
官
が
上
泉
の
人
事
に
関
す
る
弁
明
を
報
じ
た
も
の
で
あ
る
。

（
前
略
）
転
任
の
事
情

　
上
泉
少
将
今
回
の
転
任
は
全
く
海
軍
大

臣
の
措
置
に
し
て
人
事
局
長
は
あ
る
い
は
与
り
知
る
な
ら
む
も
余

は
何
等
知
る
と
こ
ろ
な
ら
ざ
れ
ど
別
段
の
事
情
あ
る
に
あ
ら
ず
防

備
隊
司
令
官
よ
り
水
雷
団
長
に
転
ぜ
し
め
た
る
を
見
て
左
遷
の
如

く
云
ふ
者
あ
る
も
決
し
て
さ
る
こ
と
な
し
単
に
行
政
上
の
必
要
に

出
で
た
る
も
の
に
て
海
軍
部
内
に
お
い
て
は
決
し
て
異
例
に
あ
ら

ず
（
後
略（

（（0
（

）
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出
来
ぬ
相
談
な
り
併
し
前
司
令
官
が
鎮
海
の
た
め
心
血
を
注
ぎ
た

る
に
対
し
諸
君
の
好
意
を
無
に
せ
さ
ら
ん
為
に
請
願
書
は
大
臣
に

伝
達
す
べ
し
と
答
へ
た
り
と
云
う
因
み
に
一
行
は
明
日
再
び
次
官

と
会
見
す
る
筈
な
り
と（

（（1
（

　
会
見
内
容
に
つ
い
て
は
、「
鎮
海
学
校
組
合
」
の
土
地
貸
下
げ
事
業

に
直
結
す
る
「
土
地
貸
与
規
則
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
が
確
認

で
き
る
。陳
情
委
員
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
み
る
と
、「
原
田
」、「
井
出
」、

「
中
山
」、「
渡
邊
」
の
四
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
中
山
と
渡

邊
は
第
一
回
「
鎮
海
学
校
組
合
」
の
平
議
員
で
あ
っ
た
中
山
辰
二
郎
と

渡
邊
録
造
で
、
原
田
は
第
二
回
「
鎮
海
学
校
組
合
」
の
平
議
員
で
あ
っ

た
原
田
芳
太
郎
と
推
測
さ
れ
る
。
当
時
の
鎮
海
市
街
地
で
土
地
貸
下
げ

の
関
係
の
業
務
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
海
軍
当
局
を
除
く
と
「
鎮
海

学
校
組
合
」
し
か
な
い
た
め
で
あ
る
。

　
会
見
で
財
部
次
官
は
、
上
泉
司
令
官
の
留
任
請
願
の
件
を
除
く
他
の

三
件
に
つ
い
て
は
肯
定
的
に
回
答
し
て
い
る
。
実
際
、
会
見
翌
日
の
七

月
二
三
日
に
、「
貸
下
地
の
家
屋
竣
工
期
は
九
ヶ
月
を
三
ケ
年
に
延
期

さ
れ
鉄
道
は
速
成
に
着
手
の
筈
」
と
い
う
決
定
が
な
さ
れ
た（

（（0
（

。
こ
の
よ

う
に
市
街
地
発
展
に
関
わ
る
内
容
は
受
け
入
れ
ら
れ
た
一
方
で
、
上
泉

の
留
任
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

　
上
泉
の
転
任
は
、
彼
が
主
導
し
た
大
規
模
な
土
地
貸
下
げ
に
よ
っ
て

招
か
れ
た
資
本
家
た
ち
の
流
出
に
繋
が
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
不
況
に

陥
っ
た
鎮
海
市
街
地
の
整
備
は
、
土
地
の
転
貸
権
を
持
つ
「
鎮
海
学
校

組
合
」
に
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、「
鎮
海
学
校
組
合
」

の
主
導
で
上
泉
留
任
を
求
め
る
鎮
海
市
民
運
動
が
起
き
た
と
考
え
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
に
鎮
海
市
街
地
で
起
き
た

上
泉
少
将
留
任
を
請
願
す
る
市
民
運
動
は
、
日
露
戦
争
以
後
の
朝
鮮
及

び
中
国
や
台
湾
な
ど
を
巡
る
国
際
的
状
況
の
変
化
と
同
時
に
、
海
軍
の

国
防
方
針
戦
略
の
変
化
に
伴
う
鎮
海
湾
の
戦
略
的
価
値
が
変
化
す
る
中

で
、
海
軍
と
総
督
府
、
そ
し
て
市
民
ら
の
市
街
地
の
利
害
を
巡
っ
て
葛

藤
が
生
じ
現
れ
た
も
の
と
言
え
る
。 

（
二
）
　鎮
海
市
街
地
に
対
す
る
海
軍
お
よ
び
総
督
府
の
対
応

　
新
都
市
と
し
て
建
設
さ
れ
た
鎮
海
市
街
地
に
お
い
て
、
そ
の
都
市
建

設
の
主
導
的
な
役
割
を
担
っ
た
上
泉
の
転
任
は
、
市
街
地
の
発
展
に
直

接
影
響
す
る
と
見
做
さ
れ
た
。
鎮
海
市
民
運
動
も
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
上
泉
の
転
任
に
関
し
て
は
、
海
軍
の
見
解
は

鎮
海
の
市
民
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
次
の
新
聞
記
事
は
、
財
部

海
軍
次
官
が
上
泉
の
人
事
に
関
す
る
弁
明
を
報
じ
た
も
の
で
あ
る
。

（
前
略
）
転
任
の
事
情

　
上
泉
少
将
今
回
の
転
任
は
全
く
海
軍
大

臣
の
措
置
に
し
て
人
事
局
長
は
あ
る
い
は
与
り
知
る
な
ら
む
も
余

は
何
等
知
る
と
こ
ろ
な
ら
ざ
れ
ど
別
段
の
事
情
あ
る
に
あ
ら
ず
防

備
隊
司
令
官
よ
り
水
雷
団
長
に
転
ぜ
し
め
た
る
を
見
て
左
遷
の
如

く
云
ふ
者
あ
る
も
決
し
て
さ
る
こ
と
な
し
単
に
行
政
上
の
必
要
に

出
で
た
る
も
の
に
て
海
軍
部
内
に
お
い
て
は
決
し
て
異
例
に
あ
ら

ず
（
後
略（

（（0
（

）
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（（

其
筋
に
打
電
せ
し
結
果
に
し
て
我
鎮
海
市
民
は
各
自
業
に
安
ん
じ

毫
も
不
穏
喧
噪
の
事
な
く
只
上
泉
司
令
官
転
任
を
惜
む
の
余
り
留

任
運
動
に
極
力
奔
走
し
た
り
し
に
過
ぎ
ず
し
て
目
下
の
現
状
は
第

二
期
建
築
期
限
も
切
迫
せ
し
折
柄
と
て
着
々
工
事
の
進
捗
を
み
つ

つ
あ
り
て
市
況
は
鮮
内
各
地
と
比
較
せ
ば
寧
ろ
活
気
を
帯
び
経
済

界
は
順
調
な
り
と
言
ふ
を
憚
ら
ず
此
際
市
民
は
一
部
策
士
に
不
和

雷
同
す
る
な
く
自
重
し
て
我
鎮
海
の
為
め
に
発
展
を
企
画
す
る
こ

そ
策
の
得
た
る
の
と
云
ふ
べ
し（

（（0
（

　
記
事
に
よ
る
と
、「
鎮
海
市
民
」
は
留
任
運
動
に
つ
い
て
「
全
く
一

部
策
士
が
た
め
」
と
し
つ
つ
、「
毫
も
不
穏
喧
噪
の
事
な
く
只
上
泉
司

令
官
転
任
を
惜
む
の
余
り
留
任
運
動
に
極
力
奔
走
し
た
り
し
に
過
ぎ

ず
」
と
見
て
い
る
。
こ
う
し
た
見
解
は
、
今
ま
で
の
記
事
で
確
認
し
て

き
た
鎮
海
市
街
地
に
お
け
る
市
民
ら
の
雰
囲
気
と
は
異
な
る
。
特
に
最

後
に
「
不
和
雷
同
す
る
な
く
自
重
し
て
我
鎮
海
の
為
め
に
発
展
を
企
画

す
る
こ
そ
策
の
得
た
る
」
と
の
く
だ
り
は
、
留
任
運
動
を
行
っ
た
市
街

地
の
雰
囲
気
と
は
正
反
対
の
意
見
で
あ
る
。当
該
記
事
を
掲
載
し
た『
朝

鮮
新
聞
』
の
当
時
の
社
長
は
萩
谷
籌
夫
で
あ
る（

（（0
（

。
彼
は
、
後
に
総
督
府

が
総
督
政
治
の
宣
伝
や
広
報
に
注
力
し
て
い
く
際
、
そ
れ
を
後
押
し
す

る
政
策
広
報
機
構
で
あ
る
情
報
委
員
会
の
委
員
の
一
人
に
な
っ
た
人
物

で
あ
る（

（01
（

。
植
民
地
で
発
行
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
新
聞
が
、
一
九
○
八
年
の

新
聞
紙
法
の
改
正
に
よ
っ
て
す
で
に
統
監
府
の
規
制
下
に
置
か
れ
た
こ

と
を
考
慮
す
る
と（

（0（
（

、
朝
鮮
の
仁
川
で
発
行
さ
れ
た
『
朝
鮮
新
聞
』
は
日

本
国
内
の
新
聞
に
比
べ
総
督
府
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
記
事
は
、国
民
党
の
合
田
理
事
が
海
軍
省
に
財
部
次
官
を
訪
れ
、

鎮
海
湾
問
題
と
捕
獲
船
払
下
げ
の
件
に
関
し
て
行
っ
た
質
問
に
対
し

て
、財
部
が
弁
明
し
た
も
の
で
あ
る（

（（0
（

。
財
部
は
上
泉
の
転
任
に
つ
い
て
、

「
単
に
行
政
上
の
必
要
に
出
で
た
る
も
の
に
て
海
軍
部
内
に
お
い
て
は

決
し
て
異
例
に
あ
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
に
上
泉
の
前
任
者
た

ち
の
鎮
海
防
備
隊
司
令
官
の
平
均
任
期
は
、
約
九
ヶ
月
か
ら
一
年
程
度

で
あ
る
。
上
泉
の
任
期
は
約
十
ヶ
月
に
な
る
。
た
だ
、
上
泉
の
後
任
者

の
山
田
楢
之
助
や
山
口
九
十
郎
、
東
郷
吉
太
郎
は
そ
れ
ぞ
れ
約
二
年

一
ヶ
月
、
二
年
四
ヶ
月
、
二
年
程
度
鎮
海
に
在
任
し
た
の
で
、
必
ず
そ

の
期
間
が
一
年
以
下
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
、
上
泉
が
海
軍

省
の
行
政
上
必
要
な
人
事
と
し
て
見
做
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
二
年
ぐ

ら
い
は
鎮
海
に
在
任
し
た
可
能
性
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

上
泉
が
海
軍
省
の
鎮
海
に
関
す
る
構
想
と
離
れ
た
市
街
地
開
発
を
推
進

し
た
た
め
に
、
上
泉
を
転
任
さ
せ
る
こ
と
は
海
軍
に
と
っ
て
行
政
上
必

要
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
陳
情
委
員
が
財
部
を
訪
ね
た
時
、

上
泉
の
留
任
だ
け
が
拒
否
さ
れ
た
こ
と
も
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
鎮
海
で
起
き
た
留
任
運
動
に
つ
い
て
も
、
海
軍
省
や
総
督
府
の
考
え

は
鎮
海
市
民
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
一
九
一
二
年
七
月
二
五
日
の
『
朝

鮮
新
聞
』
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

頃
日
上
泉
司
令
官
転
任
の
公
表
あ
る
や
内
地
各
新
聞
は
一
斉
に
今

に
も
鎮
海
市
民
が
大
動
乱
を
極
め
不
穏
の
兆
候
あ
る
や
に
報
道
し

つ
つ
あ
る
も
右
は
全
く
一
部
策
士
が
た
め
に
す
る
所
あ
ら
ん
と
し
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（（

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
一
九
一
〇
年
代
の
日
本
海
軍
の
軍
港
都
市
鎮
海
の
建
設

初
期
に
お
い
て
鎮
海
市
街
地
の
開
発
を
め
ぐ
っ
て
海
軍
・
総
督
府
・
日

本
人
社
会
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
、
当
時
鎮
海
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
鎮
海
防
備
隊
司
令

官
の
上
泉
徳
弥
海
軍
少
将
の
動
向
と
留
任
運
動
に
注
目
し
な
が
ら
考
察

し
て
き
た
。

　
日
本
海
軍
は
、
日
清
・
日
露
戦
争
を
通
じ
た
帝
国
領
域
拡
張
の
観
点

か
ら
地
政
学
的
な
利
点
を
持
つ
朝
鮮
鎮
海
湾
の
戦
略
的
価
値
を
認
識

し
、
二
十
世
紀
初
頭
か
ら
同
地
を
占
領
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
日
露
戦

争
を
通
じ
て
帝
国
主
義
的
拡
張
と
い
う
欲
望
を
顕
わ
に
し
た
日
本
海
軍

は
、
鎮
海
湾
に
植
民
地
軍
港
都
市
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で

一
九
〇
七
年
か
ら
一
九
一
〇
年
に
か
け
て
、
朝
鮮
侵
略
へ
と
連
な
る
よ

う
に
、
鎮
海
湾
に
軍
港
都
市
建
設
の
基
盤
を
築
い
た
。
こ
の
時
期
、
軍

港
都
市
計
画
の
根
幹
に
な
る
「
鎮
海
軍
港
施
設
地
実
地
調
査
報
告
」
が
、

「
鎮
海
湾
施
設
調
査
委
員
」
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
書
か

ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
、海
軍
は
鎮
海
湾
を
海
軍
用
地
と
し
て
収
容
し
、

そ
の
中
で
軍
港
施
設
地
域
と
市
街
地
地
域
を
、
そ
れ
ぞ
れ
直
接
経
営
と

土
地
貸
下
げ
に
よ
る
間
接
経
営
の
方
式
に
分
け
て
行
う
計
画
を
立
て

た
。
そ
れ
は
、
鎮
海
軍
港
が
鎮
海
湾
を
中
心
に
そ
の
沿
岸
一
帯
を
合
わ

せ
て
一
、三
一
二
万
坪
に
及
ぶ
大
規
模
な
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因

す
る
。
そ
し
て
一
九
一
〇
年
代
に
入
る
と
、
大
韓
帝
国
が
植
民
地
に
転

落
し
、
鎮
海
は
日
本
海
軍
の
軍
港
都
市
と
し
て
本
格
的
に
建
設
さ
れ
始

　
そ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
か
ら
お
よ
そ
一
ヶ
月
後
に
、
東
京
で
発
行

さ
れ
た
『
国
民
新
聞
』
か
ら
も
同
じ
論
調
の
記
事
が
出
さ
れ
た
。

上
泉
司
令
官
の
更
迭
に
よ
り
一
時
世
上
の
問
題
と
な
り
た
る
鎮
海

の
経
営
方
針
に
付
児
玉
総
務
局
長
は
語
っ
て
曰
く
海
軍
側
の
同
鎮

守
府
施
設
経
営
は
司
令
官
の
更
迭
に
よ
り
て
何
等
変
更
あ
る
べ
く

も
あ
ら
ず
其
結
果
が
同
地
の
盛
衰
に
多
大
の
影
響
あ
る
が
如
く
伝

う
る
は
同
地
に
於
け
る
一
部
在
留
民
の
悪
声
に
過
ぎ
ず
総
督
府
の

同
市
街
地
に
対
す
る
今
後
の
施
設
経
営
に
関
し
て
も
何
等
既
定
の

方
針
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
嘗
て
海
軍
側
に
於
て
計
画
せ
る
経
営

方
針
に
基
き
本
年
よ
り
向
う
五
ケ
年
間
年
々
五
万
□
千
円
の
経
費

を
以
て
道
路
の
修
築
上
下
水
道
工
事
の
完
成
を
期
す
る
筈
に
て
何

等
人
為
的
繁
栄
策
を
施
す
等
の
こ
と
な
か
る
べ
し
と（

（00
（

　
上
泉
転
任
を
巡
っ
て
鎮
海
市
街
地
で
現
れ
た
様
々
な
動
き
に
つ
い
て

「
海
軍
側
の
同
鎮
守
府
施
設
経
営
は
司
令
官
の
更
迭
に
よ
り
て
何
等
変

更
あ
る
べ
く
も
あ
ら
ず
」
と
述
べ
、「
一
部
在
留
民
の
悪
声
に
過
ぎ
ず
」

と
論
評
し
て
い
る
。
特
に
、「
総
督
府
の
同
市
街
地
に
対
す
る
今
後
の

施
設
経
営
に
関
し
て
も
何
等
既
定
の
方
針
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
嘗
て

海
軍
側
に
於
て
計
画
せ
る
経
営
方
針
に
基
き
」
総
督
府
と
海
軍
が
既
存

の
計
画
通
り
に
施
行
す
べ
き
で
あ
る
と
、
具
体
的
に
経
費
と
施
工
内
容

を
挙
げ
な
が
ら
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
海
軍
省
と
総
督
府
の

上
泉
の
転
任
に
つ
い
て
の
反
応
は
鎮
海
市
街
地
の
住
民
と
大
き
く
異
な

る
も
の
で
あ
っ
た
。
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お
わ
り
に
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の
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、
当
時
鎮
海
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発
展
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影
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を
及
ぼ
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た
鎮
海
防
備
隊
司
令

官
の
上
泉
徳
弥
海
軍
少
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の
動
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と
留
任
運
動
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注
目
し
な
が
ら
考
察

し
て
き
た
。
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、
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露
戦
争
を
通
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帝
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拡
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観
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ら
地
政
学
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な
利
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つ
朝
鮮
鎮
海
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戦
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的
価
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を
認
識

し
、
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初
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地
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こ
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日
本
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湾
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植
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都
市
を
建
設
す
る
こ
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し
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。
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一
九
〇
七
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一
九
一
〇
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略
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連
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る
よ

う
に
、
鎮
海
湾
に
軍
港
都
市
建
設
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基
盤
を
築
い
た
。
こ
の
時
期
、
軍

港
都
市
計
画
の
根
幹
に
な
る
「
鎮
海
軍
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施
設
地
実
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調
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報
告
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が
、

「
鎮
海
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委
員
」
に
よ
っ
て
作
成
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た
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こ
の
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書
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ら
確
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で
き
る
よ
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、海
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は
鎮
海
湾
を
海
軍
用
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と
し
て
収
容
し
、
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で
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港
施
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市
街
地
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と
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下
げ
に
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湾
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岸
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二
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坪
に
及
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な
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起
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。
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入
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が
植
民
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に
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落
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さ
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的
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治
四
五
）
に
直
接
的
な
軍
事
地
域
を
除
い
た
鎮
海
市
街
地
の
管
轄
権
は

総
督
府
に
移
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
戦
略
の
転
換
で
軍
事
的
に
軽

視
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
な
か
で
も
、
鎮
海
の
市
街
地
開
発
に
お
い
て
上
泉

は
手
腕
を
発
揮
し
た
。
鎮
海
市
街
地
は
、
上
泉
が
主
導
し
て
行
わ
れ
た

土
地
貸
下
げ
事
業
を
中
心
に
「
大
軍
港
建
設
」
を
目
指
し
て
着
々
と
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
上
泉
の
都
市
開
発
の
影
響
で
東

京
・
大
阪
な
ど
の
資
本
家
た
ち
も
鎮
海
市
街
地
に
入
っ
て
く
る
よ
う
に

な
っ
た
。そ
の
中
に
は
神
戸
川
崎
造
船
所
長
の
松
方
幸
次
郎
や
大
蔵
組
、

の
ち
鎮
海
水
産
の
大
株
主
で
あ
る
遠
藤
保
な
ど
が
存
在
し
た
。
こ
う
し

て
鎮
海
軍
港
の
後
背
地
域
で
あ
っ
た
市
街
地
は
、
一
九
一
一
年
（
明
治

四
四
）
か
ら
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
ま
で
日
本
人
の
人
口
が
九
割
以

上
の
日
本
人
社
会
と
し
て
の
骨
格
を
形
作
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
市
街
地
開
発
を
巡
っ
て
再
び
問
題
が
生
じ
る
こ
と
と

な
る
。
新
都
市
と
し
て
急
速
に
発
展
を
始
め
た
鎮
海
に
は
様
々
な
人
々

が
利
益
を
求
め
て
流
入
し
て
き
た
。
上
泉
が
赴
任
す
る
以
前
か
ら
鎮
海

に
来
て
い
た
御
用
商
人
、
上
泉
の
在
任
中
に
来
た
新
資
本
家
な
ど
の
間

に
は
葛
藤
も
存
在
し
た
。
さ
ら
に
は
、
上
泉
に
よ
る
土
地
貸
下
げ
事
業

を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
軍
港
都
市
鎮
海
の
発
展
規
模
と
速
度
は
、
台
湾

や
南
中
国
地
方
へ
と
舵
を
切
り
始
め
て
い
た
海
軍
省
の
意
図
と
ず
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
鎮
海
の
管
轄
権
問
題
が
解
決
し
て
、
海
軍
主
導
の
土
地
貸
下
げ
事
業

も
民
間
団
体
で
あ
る
「
鎮
海
学
校
組
合
」
が
転
貸
す
る
形
態
と
し
て
落

ち
着
き
始
め
た
一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）
七
月
、
土
地
貸
下
げ
事
業

め
る
こ
と
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
朝
鮮
全
体
が
植
民
地
に
な
っ
た
後
、
当
初
の
意
図
と
は

異
な
り
日
本
海
軍
の
戦
略
方
向
は
日
本
の
国
防
戦
略
の
変
化
に
よ
っ
て

南
方
へ
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
同
時
に
日
本
内
部
の
経
済
状
況
と
相
ま
っ

て
、
鎮
海
軍
港
計
画
を
縮
小
し
よ
う
と
す
る
声
が
海
軍
の
内
部
で
高

ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
露
戦
争
当
時
に
比
べ
て
鎮
海
湾
の
戦
略
的

価
値
も
下
が
り
、
二
度
の
対
外
戦
争
に
よ
っ
て
日
本
国
内
の
経
済
も
疲

弊
し
資
金
問
題
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
時
期
、
朝
鮮
支
配
の

統
治
機
関
が
統
監
府
か
ら
総
督
府
に
変
わ
り
、
地
方
の
行
政
主
体
が
明

ら
か
で
な
か
っ
た
時
期
で
、
鎮
海
に
お
け
る
行
政
主
体
も
不
明
確
で

あ
っ
た
。
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
に
至
っ
て
、
朝
鮮
全
体
の
植
民

地
統
治
が
本
格
化
す
る
と
、
総
督
府
は
鎮
海
湾
の
管
轄
権
に
つ
い
て
海

軍
省
と
論
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
、
南
方
戦
略
へ
の
転
換
に
伴
う
鎮
海
の
軍
事
的
価
値
の
低

下
や
管
轄
権
問
題
が
起
こ
る
中
、
鎮
海
湾
防
備
隊
司
令
官
と
し
て
上
泉

徳
弥
海
軍
少
将
が
着
任
し
た
。
上
泉
徳
弥
は
日
清
・
日
露
戦
争
前
後
に
、

兵
站
関
係
の
仕
事
を
担
当
し
な
が
ら
海
陸
両
軍
の
連
絡
係
や
媒
介
人
と

し
て
活
躍
し
た
人
物
で
、
な
か
で
も
陸
軍
省
か
ら
好
評
を
得
て
海
陸
両

軍
の
参
謀
た
ち
の
直
接
的
な
連
絡
係
と
し
て
も
活
動
し
た
。そ
の
た
め
、

初
代
朝
鮮
総
督
は
、
日
清
・
日
露
戦
争
時
に
大
本
営
運
輸
通
信
長
官
や

陸
軍
大
臣
で
あ
っ
た
寺
内
正
武
で
あ
り
、
上
泉
は
日
清
・
日
露
戦
争
時

の
陸
海
両
軍
の
仲
介
を
務
め
た
際
に
寺
内
と
既
に
面
識
を
得
て
い
た
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
鎮
海
の
管
轄
問
題
を
め
ぐ
る
総
督
府
と
の
交

渉
役
と
し
て
選
ば
れ
た
と
い
え
る
。
結
果
と
し
て
、
一
九
一
二
年
（
明
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督
府
へ
鎮
海
の
管
轄
権
が
移
り
、
上
泉
が
海
軍
の
構
想
と
は
異
な
る
水

準
の
発
展
を
市
街
地
に
お
い
て
追
求
し
た
た
め
、
必
然
的
で
あ
っ
た
。

留
任
運
動
は
、
帝
国
拡
張
と
そ
の
戦
略
に
よ
っ
て
、
植
民
地
地
域
社
会

に
お
け
る
資
本
家
や
商
人
、
住
民
ら
の
中
で
自
己
の
利
益
に
関
わ
る
問

題
が
発
生
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
関
係
を
巡
っ
て

現
れ
た
こ
の
葛
藤
が
、
日
本
帝
国
主
義
と
植
民
地
社
会
の
再
編
成
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
問
題
を
内
包
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
更

に
考
察
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
軍
港
都
市
鎮
海
は
そ
の
市
街
地
の
発
展
を
め
ぐ
っ
て
、
海
軍
の
み
な

ら
ず
、
総
督
府
、
日
本
人
社
会（

（00
（

と
い
う
三
つ
の
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
利

害
関
係
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
植
民
地
軍
港
都

市
史
の
分
析
は
、
こ
の
よ
う
な
海
軍
、
植
民
地
政
府
、
入
植
者
社
会
と

い
う
三
つ
の
主
体
の
相
関
関
係
の
検
討
を
通
じ
て
よ
り
豊
か
な
像
を
結

ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
本
論
文
で
は
、
鎮
海
に
お
け
る
三
つ
の

主
体
の
関
係
性
が
他
の
植
民
地
軍
港
都
市
と
比
較
し
て
、
ど
の
よ
う
な

特
徴
を
も
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

に
依
拠
し
た
軍
港
都
市
鎮
海
の
急
激
な
発
展
を
見
た
海
軍
省
は
、
そ
の

中
心
に
あ
っ
た
上
泉
を
横
須
賀
へ
転
任
さ
せ
た
。
こ
の
転
任
を
知
っ
た

鎮
海
市
街
地
の
住
民
た
ち
は
上
泉
留
任
運
動
を
起
こ
し
た
。
運
動
を
主

催
し
た
の
は
「
鎮
海
学
校
組
合
」
で
あ
っ
た
。
市
街
地
の
発
展
は
上
泉

に
よ
っ
て
招
か
れ
た
資
本
家
に
頼
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
中
心
に
あ
る

上
泉
の
転
任
は
市
街
地
の
発
展
に
直
接
打
撃
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
留
任
運
動
に
は
鎮
海
市
街
地
の
日
本
人
社
会
の
み
な
ら
ず
、

周
辺
地
域
居
住
の
朝
鮮
人
や
市
街
地
建
設
事
業
に
日
々
の
生
活
を
依
存

し
て
い
た
朝
鮮
人
も
参
加
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
市
街
地
の
発
展
は
地

域
住
民
の
利
益
と
直
結
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
市
街
地
の
発
展
を

主
導
し
た
上
泉
の
転
任
は
市
街
地
の
不
況
の
危
機
を
意
味
す
る
た
め
、

彼
を
留
任
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
海
軍
省
と
総
督
府
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
上
泉
の
留
任
と
市
街
地
開

発
の
継
続
の
請
願
に
対
し
て
、
軍
港
都
市
計
画
は
既
存
の
計
画
通
り
に

施
行
す
る
こ
と
を
強
調
し
地
域
住
民
の
要
求
に
応
じ
る
姿
を
見
せ
た
一

方
で
、
上
泉
の
留
任
に
つ
い
て
は
認
め
な
か
っ
た
。
後
任
と
し
て
、
上

泉
と
反
目
し
あ
っ
て
い
た
と
も
さ
れ
る
財
部
彪
系
統
の
山
田
猶
之
助
が

着
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
以
上
、
軍
港
都
市
鎮
海
の
市
街
地
は
、
海
軍
の
国
防
方
針
と
そ
の
戦

略
の
転
換
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
日
本
人
社
会
の
主
体
的
な
行
動

に
よ
っ
て
発
展
す
る
方
向
性
を
示
し
て
い
た
。
市
街
地
の
発
展
を
主
導

し
た
上
泉
海
軍
少
将
の
鎮
海
へ
の
赴
任
は
、
朝
鮮
の
植
民
地
化
に
よ
っ

て
鎮
海
に
お
け
る
海
軍
と
総
督
府
の
管
轄
問
題
が
錯
綜
し
た
複
雑
な
状

況
の
下
で
行
わ
れ
た
人
事
で
あ
っ
た
。
上
泉
の
転
任
は
、
海
軍
か
ら
総
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督
府
へ
鎮
海
の
管
轄
権
が
移
り
、
上
泉
が
海
軍
の
構
想
と
は
異
な
る
水

準
の
発
展
を
市
街
地
に
お
い
て
追
求
し
た
た
め
、
必
然
的
で
あ
っ
た
。

留
任
運
動
は
、
帝
国
拡
張
と
そ
の
戦
略
に
よ
っ
て
、
植
民
地
地
域
社
会
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家
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中
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自
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。
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植
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の
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は
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を
進
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る
必
要
が
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と
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る
。
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の
市
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を
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、
海
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の
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ず
、
総
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日
本
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（

と
い
う
三
つ
の
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
利

害
関
係
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
植
民
地
軍
港
都

市
史
の
分
析
は
、
こ
の
よ
う
な
海
軍
、
植
民
地
政
府
、
入
植
者
社
会
と

い
う
三
つ
の
主
体
の
相
関
関
係
の
検
討
を
通
じ
て
よ
り
豊
か
な
像
を
結

ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
本
論
文
で
は
、
鎮
海
に
お
け
る
三
つ
の

主
体
の
関
係
性
が
他
の
植
民
地
軍
港
都
市
と
比
較
し
て
、
ど
の
よ
う
な

特
徴
を
も
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

に
依
拠
し
た
軍
港
都
市
鎮
海
の
急
激
な
発
展
を
見
た
海
軍
省
は
、
そ
の

中
心
に
あ
っ
た
上
泉
を
横
須
賀
へ
転
任
さ
せ
た
。
こ
の
転
任
を
知
っ
た

鎮
海
市
街
地
の
住
民
た
ち
は
上
泉
留
任
運
動
を
起
こ
し
た
。
運
動
を
主

催
し
た
の
は
「
鎮
海
学
校
組
合
」
で
あ
っ
た
。
市
街
地
の
発
展
は
上
泉

に
よ
っ
て
招
か
れ
た
資
本
家
に
頼
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
中
心
に
あ
る

上
泉
の
転
任
は
市
街
地
の
発
展
に
直
接
打
撃
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ

た
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の
留
任
運
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は
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街
地
の
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本
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会
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ず
、

周
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地
域
居
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の
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鮮
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や
市
街
地
建
設
事
業
に
日
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の
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を
依
存

し
て
い
た
朝
鮮
人
も
参
加
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
市
街
地
の
発
展
は
地

域
住
民
の
利
益
と
直
結
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
市
街
地
の
発
展
を

主
導
し
た
上
泉
の
転
任
は
市
街
地
の
不
況
の
危
機
を
意
味
す
る
た
め
、

彼
を
留
任
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
海
軍
省
と
総
督
府
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
上
泉
の
留
任
と
市
街
地
開

発
の
継
続
の
請
願
に
対
し
て
、
軍
港
都
市
計
画
は
既
存
の
計
画
通
り
に

施
行
す
る
こ
と
を
強
調
し
地
域
住
民
の
要
求
に
応
じ
る
姿
を
見
せ
た
一

方
で
、
上
泉
の
留
任
に
つ
い
て
は
認
め
な
か
っ
た
。
後
任
と
し
て
、
上

泉
と
反
目
し
あ
っ
て
い
た
と
も
さ
れ
る
財
部
彪
系
統
の
山
田
猶
之
助
が

着
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
以
上
、
軍
港
都
市
鎮
海
の
市
街
地
は
、
海
軍
の
国
防
方
針
と
そ
の
戦

略
の
転
換
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
日
本
人
社
会
の
主
体
的
な
行
動

に
よ
っ
て
発
展
す
る
方
向
性
を
示
し
て
い
た
。
市
街
地
の
発
展
を
主
導

し
た
上
泉
海
軍
少
将
の
鎮
海
へ
の
赴
任
は
、
朝
鮮
の
植
民
地
化
に
よ
っ

て
鎮
海
に
お
け
る
海
軍
と
総
督
府
の
管
轄
問
題
が
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。
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た
措
置
と
し
て
、
竹
敷
に
初
め
て
要
港
部
が
設
置
さ
れ
て
以
後
、
要
港

部
は
地
方
管
衙
・
地
方
根
拠
地
と
し
て
の
権
限
を
強
化
し
て
い
く
。
鎮

守
府
や
要
港
部
の
開
廃
は
戦
争
や
国
際
情
勢
、
軍
縮
に
よ
っ
て
激
し
く

進
ん
で
い
た
（
坂
根
嘉
弘
編
『
軍
港
都
市
史
研
究
Ⅵ

　
要
港
部
編
』
清

文
堂
、
二
○
一
六
年
、
三
～
一
七
頁
）。
鎮
守
府
と
要
港
部
は
そ
の
規

模
か
ら
も
差
が
あ
る
が
、
何
よ
り
鎮
守
府
に
は
海
軍
工
廠
が
、
要
港
部

に
は
修
理
工
場
が
置
か
れ
た
こ
と
が
両
者
の
違
い
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　（
10
） 

前
掲
、
손
정
목
（
一
九
八
二
年
）、
三
五
八
～
三
五
九
頁
。

　（
11
） 

同
前
、
三
五
八
～
三
五
九
頁
。

　（
12
） 

黄
正
徳
『
鎮
海
市
史
』（
鎮
海
郷
土
文
化
研
究
所
、
一
九
八
七
年
）。

　（
1（
） 

竹
国
友
康
『
あ
る
日
韓
歴
史
の
旅
：
鎮
海
の
桜
』（
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
九
年
）。

　（
1（
） 

金
仙
姬
「
일
제 

강
점
기 

진
해
지
역 

일
본
인
의 

생
활
상
」（
昌
原

大
學
校
大
学
院
修
士
論
文
、
二
〇
一
〇
年
）、
許
正
道
「
일
제
에 

의
한 

진
해
신
도
시
계
획
의 

식
민
성 

고
찰
」（『
人
文
論
叢
』
二
八
巻
、

二
〇
一
一
年
）、
一
八
一
～
二
一
○
頁
。
以
上
の
研
究
は
、
そ
れ
ぞ
れ

軍
港
都
市
計
画
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
鎮
海
で
現
れ
た
日
本
人
社
会
と

朝
鮮
人
社
会
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

　（
1（
） 

이
학
수
（
イ
・
ハ
ク
ス
）「
진
해
군
항
의 

탄
생
」（
한
국
해
양
대
학

교 

국
제
해
양
문
제
연
구
소
『
해
항
도
시
문
화
교
섭
학
』
七
巻
、

二
〇
一
二
年
）、
一
～
四
三
頁
。

　（
1（
） 

橋
谷
弘
「
要
港
部
都
市
・
植
民
地
都
市
と
し
て
の
鎮
海
」（
坂
根
嘉

弘
編
『
軍
港
都
市
史
研
究
Ⅵ

　
要
港
部
編
』
清
文
堂
、
二
○
一
六
年
）、

一
六
五
～
二
二
二
頁
。

　（
1（
） 
前
掲
、
손
정
목
（
一
九
八
二
年
）、
三
五
八
～
三
五
九
頁
。

　（
1（
） 
『
読
売
新
聞
』
一
九
一
二
年
六
月
二
○
日
。
こ
の
記
事
で
は
「
上
泉

が
無
け
れ
ば
、
鎮
海
は
無
い
、
或
る
意
味
に
於
て
鎮
海
は
朝
鮮
の
鎮
海

で
な
く
上
泉
の
鎮
海
で
あ
る
。」
と
述
べ
な
が
ら
、
鎮
海
市
街
地
の
発

注（
1
） 

손
정
목（
孫
禎
睦
）『
韓
国
開
港
期
都
市
社
会
経
済
史
研
究
』（
一
志
社
、

一
九
八
二
年
）、
三
四
一
頁
。

　（
2
） 
前
掲
、
손
정
목
（
一
九
八
二
年
）、
三
四
四
～
三
四
七
頁
。 

こ
れ
は

一
九
○
七
年
の
高
宗
の
裁
可
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
○
六
年
七

月
の
「
鎮
海
湾
と
永
興
湾
を
軍
港
に
し
て
、
そ
の
内
の
海
に
お
け
る
莫

大
な
広
さ
の
土
地
を
受
用
す
る
」
と
日
本
側
が
要
請
し
た
こ
と
に
対
す

る
も
の
で
あ
る
。

　（
（
） 

黃
正
德
『
鎮
海
市
史
』（
鎮
海
郷
土
文
化
研
究
所
、
一
九
八
七
年
）、

三
七
六
頁
。

　（
（
） 

本
稿
で
、「
朝
鮮
」
お
よ
び
「
朝
鮮
人
」
は
地
域
名
・
民
族
名
を
示

す
用
語
と
し
て
使
用
し
た
。
ま
た
「
韓
国
」
は
、
国
家
の
名
称
と
し
て

の
大
韓
帝
国
（
一
ハ
九
七
～
一
九
一
〇
年
）
を
示
す
用
語
で
あ
る
。

　（
（
） 

海
軍
側
が
隔
離
に
つ
い
て
主
に
衛
生
上
を
理
由
に
挙
げ
て
い
る
こ

と
、
軍
事
地
域
の
後
背
の
土
地
で
あ
る
鎮
海
市
街
地
を
日
本
人
町
と
し

て
造
成
し
た
こ
と
を
海
軍
文
書
か
ら
確
認
で
き
る
。

　（
（
） 

海
軍
は
全
国
を
五
海
軍
区
に
分
け
て
各
海
軍
区
に
軍
港
と
鎮
守
府
を

設
置
し
管
轄
し
た
。
各
海
軍
区
で
は
時
期
に
よ
っ
て
管
轄
区
域
の
変
更

や
鎮
守
府
の
新
設
及
び
廃
止
な
ど
の
変
動
が
あ
っ
た
（
千
須
和
富
士
夫

「
日
本
軍
港
制
度
の
研
究
」、
広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
編
集
『
広
島
商

船
高
等
専
門
学
校
紀
要
』、
一
九
九
五
年
、
八
八
頁
）。

　（
（
） JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

0（020（（（（00
、「
明

治
四
十
三
年
・
勅
令
第
四
百
五
十
三
号
・
鎮
海
軍
港
境
域
ノ
件
」（
国

立
公
文
書
館
）。

　（
（
） 

前
掲
、
손
정
목
（
一
九
八
二
年
）、
三
五
八
～
三
五
九
頁
。

　（
（
） 

事
典
類
（
百
瀬
考
『
事
典

　
昭
和
戦
前
期
の
日
本
制
度
と
実
態
』、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
、
三
四
九
頁
。
秦
郁
彦
編
『
日
本
陸
海
軍

総
合
辞
典

　
第
二
版
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
、
七
五
五
頁
）

で
は
、「
鎮
守
府
の
出
先
機
関
」
と
さ
れ
て
い
る
。
日
露
戦
争
に
備
え
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（（

　（
2（
） JA

CA
R

：C0（0201（（（00

、
自
明
治
三
九
年
同
至
四
五
年

　
鎮
海

永
興
関
係
書
類
三
（
八
）「
鎮
海
軍
港
施
設
地
実
地
調
査
報
告
」（
防
衛

省
防
衛
研
究
所
）。

　（
2（
） JA

CA
R

：C0（0201（（（00

、
自
明
治
三
九
年
同
至
四
五
年

　
鎮
海

永
興
関
係
書
類
八
（
八
）「
鎮
海
灣
海
軍
用
地
貸
下
内
規
」（
防
衛
省
防

衛
研
究
所
）。
こ
の
内
規
は
一
九
○
七
年
六
月
に
制
定
さ
れ
、
同
年
七

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　（
2（
） JA

CA
R

：C0（0201（（（00

、
自
明
治
三
九
年
至
同
四
五
年

　
鎮
海

永
興
関
係
書
類
一
四
（
一
四
）「
鎮
海
海
軍
用
地
貸
下
内
規
改
廃
ニ
関

ス
ル
件
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

　（
2（
） JA

CA
R

：C0（0201（（（00

、
自
明
治
三
九
年
至
同
四
五
年

　
鎮
海

永
興
関
係
書
類
一
四
（
一
四
）「
鎮
海
灣
海
軍
用
地
貸
下
内
規
」（
防
衛

省
防
衛
研
究
所
）。

　（
（0
） 

同
前
、
五
～
六
頁
。

　（
（1
） 

前
掲
、
杉
山
萬
太
（
一
九
一
二
年
）、 

一
一
六
～
一
一
七
頁
。 

原
文

で
は
三
次
の
市
街
地
が
十
四
万
坪
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
史
料

と
比
較
し
て
み
た
結
果
、
二
十
四
万
坪
の
誤
り
で
あ
る
と
考
え
る
。 

　（
（2
） 

同
前
、
七
頁
。

　（
（（
） 

当
時
の
鎮
海
の
詳
細
な
人
口
数
に
関
し
て
は
最
後
に
別
表
と
し
て
添

付
す
る
。

　（
（（
） 

前
掲
、
杉
山
萬
太
（
一
九
一
二
年
）、
五
頁
。

　（
（（
） 

「
韓
国
慶
尚
道
馬
山
浦
ニ
於
テ
約
五
萬
坪
ノ
地
所
ヲ
購
入
シ
度
件
」、

一
八
九
八
年
七
月（
高
乗
雲『
近
代
朝
鮮
租
界
史
の
研
究
』雄
山
閣
出
版
、

一
九
八
七
年
、
一
七
七
～
一
七
九
頁
）。

　（
（（
） 

前
掲
、
竹
国
友
康
（
一
九
九
九
年
）、
四
四
～
四
五
頁
。

　（
（（
） 

前
掲
、
高
乗
雲
（
一
九
八
七
年
）、
二
二
九
頁
。

　（
（（
） 

明
治
維
新
以
後
日
露
戦
争
ま
で
の
日
本
の
軍
備
は
、
漠
然
と
で
は
あ

る
が
ロ
シ
ア
を
想
定
敵
国
と
し
て
整
備
さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。
陸
軍

展
に
お
い
て
上
泉
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　（
1（
） 

同
前
、
三
四
○
～
三
四
一
頁
。
日
露
戦
争
を
準
備
し
て
い
た
時
、
日

本
海
軍
は
ま
ず
巨
済
島
松
真
浦
を
仮
根
拠
内
に
決
め
て
、
こ
こ
に
鎮
海

防
備
隊
司
令
部
を
置
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
港
湾
の
規
模
が
狭
小
で
、

水
雷
艇
の
寄
港
地
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
た
め
、
別
途
の
永
久
軍
港
の

候
補
地
を
物
色
中
で
あ
っ
た
（
同
前
、
三
四
三
～
三
四
四
頁
）。

　（
20
） 

同
前
、
三
四
四
～
三
四
七
頁
。

　（
21
） 

杉
山
萬
太
『
鎮
海
』（
鎮
海
印
刷
社
、
一
九
一
二
年
）、
五
～
六
頁
。

　（
22
） JA

CA
R

：C0（0201（（（00

、
自
明
治
三
九
年
至
同
四
五
年

　
鎮
海

永
興
関
係
書
類
一
一
（
四
）「
鎮
海
湾
海
軍
用
地
土
地
経
営
ニ
関
ス
ル

意
見
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

　（
2（
） JA

CA
R

：C0（0201（（（00

、
自
明
治
三
九
年
同
至
四
五
年

　
鎮
海

永
興
関
係
書
類
一
（
一
）（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。
史
料
に
基
づ
き
で

き
る
限
り
原
文
を
復
元
す
る
よ
う
に
し
た
が
、
艦
艇
本
部
の
機
関
大
佐

を
勤
め
た
人
物
の
名
前
の
特
定
が
困
難
で
あ
っ
た
。
史
料
の
印
章
を
確

認
し
た
結
果
、
そ
の
名
字
は
賀
義
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。

　（
2（
） JA

CA
R

：C0（0201（（（00

、
自
明
治
三
九
年
同
至
四
五
年

　
鎮
海

永
興
関
係
書
類
一
（
一
）「
鎮
海
湾
施
設
調
査
委
員
ノ
任
務
ニ
関
シ
」（
防

衛
省
防
衛
研
究
所
）。

　（
2（
） JA

CA
R

：C0（0201（（（00

、
自
明
治
三
九
年
同
至
四
五
年

　
鎮
海
永

興
関
係
書
類
三
（
八
）「
鎮
海
軍
港
施
設
地
実
地
調
査
報
告
」（
防
衛
省

防
衛
研
究
所
）。
資
料
原
文
の
調
査
項
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
1 

鎮
守

府
、
2 

経
理
部
、
（ 

衣
糧
科
、
（ 

監
獄
、
（ 

軍
法
会
議
、
（ 

測
量
庫
、

（ 

港
務
部
、
（ 

水
雷
団
、
（ 

工
廠
、
10 

工
廠
、
11 

火
薬
庫
、
12 

小
銃

射
的
塲
、
1（ 

大
砲
発
射
塲
、
1（ 

水
雷
発
射
塲
、
1（ 

石
炭
庫
、
1（ 

病
院
、

1（ 

練
兵
場
、
1（ 

官
舎
1
、
1（ 

官
舎
2
、
20 

官
舎
（
、
21 

下
士
卒
集
会

所
、
22
水
交
社·

海
友
社
、
2（ 

市
街
、
2（ 

停
車
場
、
2（ 

墓
地
、
2（ 

学

校
、
2（ 

野
砲
射
的
場
。
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（（

　（
2（
） JA

CA
R

：C0（0201（（（00

、
自
明
治
三
九
年
同
至
四
五
年

　
鎮
海

永
興
関
係
書
類
三
（
八
）「
鎮
海
軍
港
施
設
地
実
地
調
査
報
告
」（
防
衛

省
防
衛
研
究
所
）。

　（
2（
） JA

CA
R

：C0（0201（（（00

、
自
明
治
三
九
年
同
至
四
五
年

　
鎮
海

永
興
関
係
書
類
八
（
八
）「
鎮
海
灣
海
軍
用
地
貸
下
内
規
」（
防
衛
省
防

衛
研
究
所
）。
こ
の
内
規
は
一
九
○
七
年
六
月
に
制
定
さ
れ
、
同
年
七

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　（
2（
） JA

CA
R

：C0（0201（（（00

、
自
明
治
三
九
年
至
同
四
五
年

　
鎮
海

永
興
関
係
書
類
一
四
（
一
四
）「
鎮
海
海
軍
用
地
貸
下
内
規
改
廃
ニ
関

ス
ル
件
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

　（
2（
） JA

CA
R

：C0（0201（（（00

、
自
明
治
三
九
年
至
同
四
五
年

　
鎮
海

永
興
関
係
書
類
一
四
（
一
四
）「
鎮
海
灣
海
軍
用
地
貸
下
内
規
」（
防
衛

省
防
衛
研
究
所
）。

　（
（0
） 

同
前
、
五
～
六
頁
。

　（
（1
） 

前
掲
、
杉
山
萬
太
（
一
九
一
二
年
）、 

一
一
六
～
一
一
七
頁
。 

原
文

で
は
三
次
の
市
街
地
が
十
四
万
坪
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
史
料

と
比
較
し
て
み
た
結
果
、
二
十
四
万
坪
の
誤
り
で
あ
る
と
考
え
る
。 

　（
（2
） 

同
前
、
七
頁
。

　（
（（
） 

当
時
の
鎮
海
の
詳
細
な
人
口
数
に
関
し
て
は
最
後
に
別
表
と
し
て
添

付
す
る
。

　（
（（
） 

前
掲
、
杉
山
萬
太
（
一
九
一
二
年
）、
五
頁
。

　（
（（
） 

「
韓
国
慶
尚
道
馬
山
浦
ニ
於
テ
約
五
萬
坪
ノ
地
所
ヲ
購
入
シ
度
件
」、

一
八
九
八
年
七
月（
高
乗
雲『
近
代
朝
鮮
租
界
史
の
研
究
』雄
山
閣
出
版
、

一
九
八
七
年
、
一
七
七
～
一
七
九
頁
）。

　（
（（
） 
前
掲
、
竹
国
友
康
（
一
九
九
九
年
）、
四
四
～
四
五
頁
。

　（
（（
） 
前
掲
、
高
乗
雲
（
一
九
八
七
年
）、
二
二
九
頁
。

　（
（（
） 

明
治
維
新
以
後
日
露
戦
争
ま
で
の
日
本
の
軍
備
は
、
漠
然
と
で
は
あ

る
が
ロ
シ
ア
を
想
定
敵
国
と
し
て
整
備
さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。
陸
軍

展
に
お
い
て
上
泉
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　（
1（
） 

同
前
、
三
四
○
～
三
四
一
頁
。
日
露
戦
争
を
準
備
し
て
い
た
時
、
日

本
海
軍
は
ま
ず
巨
済
島
松
真
浦
を
仮
根
拠
内
に
決
め
て
、
こ
こ
に
鎮
海

防
備
隊
司
令
部
を
置
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
港
湾
の
規
模
が
狭
小
で
、

水
雷
艇
の
寄
港
地
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
た
め
、
別
途
の
永
久
軍
港
の

候
補
地
を
物
色
中
で
あ
っ
た
（
同
前
、
三
四
三
～
三
四
四
頁
）。

　（
20
） 

同
前
、
三
四
四
～
三
四
七
頁
。

　（
21
） 

杉
山
萬
太
『
鎮
海
』（
鎮
海
印
刷
社
、
一
九
一
二
年
）、
五
～
六
頁
。

　（
22
） JA

CA
R

：C0（0201（（（00

、
自
明
治
三
九
年
至
同
四
五
年

　
鎮
海

永
興
関
係
書
類
一
一
（
四
）「
鎮
海
湾
海
軍
用
地
土
地
経
営
ニ
関
ス
ル

意
見
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

　（
2（
） JA

CA
R

：C0（0201（（（00

、
自
明
治
三
九
年
同
至
四
五
年

　
鎮
海

永
興
関
係
書
類
一
（
一
）（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。
史
料
に
基
づ
き
で

き
る
限
り
原
文
を
復
元
す
る
よ
う
に
し
た
が
、
艦
艇
本
部
の
機
関
大
佐

を
勤
め
た
人
物
の
名
前
の
特
定
が
困
難
で
あ
っ
た
。
史
料
の
印
章
を
確

認
し
た
結
果
、
そ
の
名
字
は
賀
義
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。

　（
2（
） JA

CA
R

：C0（0201（（（00

、
自
明
治
三
九
年
同
至
四
五
年

　
鎮
海

永
興
関
係
書
類
一
（
一
）「
鎮
海
湾
施
設
調
査
委
員
ノ
任
務
ニ
関
シ
」（
防

衛
省
防
衛
研
究
所
）。

　（
2（
） JA

CA
R

：C0（0201（（（00

、
自
明
治
三
九
年
同
至
四
五
年

　
鎮
海
永

興
関
係
書
類
三
（
八
）「
鎮
海
軍
港
施
設
地
実
地
調
査
報
告
」（
防
衛
省

防
衛
研
究
所
）。
資
料
原
文
の
調
査
項
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
1 

鎮
守

府
、
2 

経
理
部
、
（ 

衣
糧
科
、
（ 

監
獄
、
（ 

軍
法
会
議
、
（ 

測
量
庫
、

（ 

港
務
部
、
（ 

水
雷
団
、
（ 

工
廠
、
10 

工
廠
、
11 

火
薬
庫
、
12 

小
銃

射
的
塲
、
1（ 

大
砲
発
射
塲
、
1（ 

水
雷
発
射
塲
、
1（ 

石
炭
庫
、
1（ 

病
院
、

1（ 

練
兵
場
、
1（ 

官
舎
1
、
1（ 

官
舎
2
、
20 

官
舎
（
、
21 

下
士
卒
集
会

所
、
22
水
交
社·

海
友
社
、
2（ 

市
街
、
2（ 

停
車
場
、
2（ 

墓
地
、
2（ 

学

校
、
2（ 

野
砲
射
的
場
。
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100

　（
（（
） JA

CA
R

：C0（0201（（（00

、
自
明
治
三
九
年
至
同
四
五
年

　
鎮
海

永
興
関
係
書
類

　
一
六
（
六
）（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

　（
（0
） 

長
沢
直
太
郎
『
上
泉
徳
弥
伝
記
』（
文
化
印
刷
所
、
一
九
五
五
年
）、

九
○
頁
。

　（
（1
） 

同
前
、
一
七
頁
。

　（
（2
） 

同
前
、
一
七
頁
。

　（
（（
） 

同
前
、
一
八
頁
。

　（
（（
） 

森
松
俊
夫『
大
本
営
』<

付
録
一>

陸
海
軍
中
央
統
帥
期
間（
教
育
社
、

一
九
八
○
年
）、
二
五
○
頁
。

　（
（（
） JA

CA
R

：C0（0（0（（1200

、
明
治
二
七
・
八
年
戦
時
書
類
巻
一

　
諸

命
令
訓
論
及
諸
規
則
明
治
二
七
年
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

　（
（（
） 

前
掲
、
長
沢
直
太
郎
（
一
九
五
五
年
）、
三
六
頁
。

　（
（（
） 

同
前
、
三
六
頁
。

　（
（（
） 

同
前
、
三
七
頁
。

　（
（（
） JA

CA
R

：C0（0（0（（（（00

、
明
治
三
三
年
清
国
事
変
海
軍
戦
史
抄

巻
五
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

　（
（0
） 

前
掲
、
長
沢
直
太
郎
（
一
九
五
五
年
）、
五
三
頁
。

　（
（1
） 

同
前
、
五
一
～
五
二
、六
三
頁
。

　（
（2
） 

同
前
、
六
三
頁
。

　（
（（
） 

同
前
、
五
三
頁
。

　（
（（
） JA

CA
R

：C0（0（0（（2（00

、
明
治
三
七
年
自
二
月
二
六
日
至
三
月

一
七
日
第
二
号
副
臨
号
書
類
綴
（
合
戦
第
八
号
）
自
第
三
○
一
号
至
第

六
○
○
号 （
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

　（
（（
） 

前
掲
、
長
沢
直
太
郎
（
一
九
五
五
年
）、
五
四
頁
。

　（
（（
） JA

CA
R

：C0（02012（000

、
明
治
三
七
年
「
満
密
大
日
記 

明
治

三
七
年
四
月
五
月
」（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

　（
（（
） 
前
掲
、
長
沢
直
太
郎
（
一
九
五
五
年
）、
五
三
頁
。

　（
（（
） 

同
前
、
五
四
頁
。

は
も
と
よ
り
海
軍
も
、
ロ
シ
ア
海
軍
を
対
象
と
す
る
軍
備
を
整
え
て
い

た
（
藤
原
彰
『
日
本
軍
事
史

　
上
巻

　
戦
前
編
』、
日
本
評
論
社
、

一
九
八
七
年
、
一
四
六
～
一
四
七
頁
）。

　（
（（
） 
前
掲
、
손
정
목
（
一
九
八
二
年
）、
三
四
五
頁
。

　（
（0
） 
前
掲
、
藤
原
彰
（
一
九
八
七
年
）、
一
九
二
～
一
九
三
頁
。

　（
（1
） JA

CA
R: C0（0201（（（00

、
自
明
治
三
九
年
同
至
四
五
年

　
鎮
海
永

興
関
係
書
類
二
（
七
）（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

　（
（2
） 

岩
波
新
書
編
集
部
編
『
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史10 

日
本
の
近
現
代

史
を
ど
う
見
る
か
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）、
七
○
頁
。

　（
（（
） 

鈴
木
正
幸
『
皇
室
制
度
：
明
治
か
ら
戦
後
ま
で
』（
岩
波
書
店
、

一
九
九
三
年
）、
一
三
四
～
一
三
五
頁
。

　（
（（
） 

こ
の
よ
う
な
軍
備
の
大
拡
張
は
、
日
露
戦
争
の
結
果
、
日
本
が
初
め

て
帝
国
主
義
国
家
に
成
長
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
必
然
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
戦
争
の
勝
利
に
よ
っ
て
、
日
本
は
あ
わ
せ
て
五
千
万
の
人
口
を
も

ち
、
比
較
的
文
化
水
準
が
高
い
朝
鮮
と
南
満
州
の
支
配
者
と
な
っ
た
。

同
時
に
、
欧
米
帝
国
主
義
強
国
と
対
等
な
競
争
相
手
と
し
て
帝
国
主
義

時
代
の
舞
台
に
登
場
し
た
。
こ
の
こ
と
が
財
政
的
基
礎
の
貧
弱
さ
を
無

視
し
て
ま
で
も
軍
備
拡
張
を
強
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
矛
盾
を
生

み
出
し
た
の
で
あ
る
（
前
掲
、
藤
原
彰
、
一
九
八
七
年
、
一
五
〇
～

一
五
一
頁
）。

　（
（（
） 

류
교
열
「
근
대 

일
본
의
「
해
양
진
출
론
」
과 

최
근
의
「
해
양
국
가
」

구
상
」、『
日
語
日
文
学
研
究
』
第
五
二
券
二
号
、
韓
国
日
語
日
文
学
会
、

二
○
○
五
年
、
二
一
五
頁
。

　（
（（
） JA

CA
R

：C0（0201（（000

、
自
明
治
三
九
年
同
至
四
五
年

　
鎮
海

永
興
関
係
書
類

　
六
（
二
）（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

　（
（（
） JA

CA
R

：C0（0201（（（00

、
自
明
治
年
三
九
至
同
四
五
年

　
鎮
海

永
興
関
係
書
類 

一
一
（
四
）（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

　（
（（
） 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）、
一
月
九
日
。
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二
面
。

　（
（（
） 

『
読
売
新
聞
』
で
は
「
鎮
海
繁
盛
記
」
と
い
う
題
目
で
一
九
一
二
年

六
月
一
二
日
か
ら
二
○
日
ま
で
七
回
に
わ
た
っ
て
鎮
海
市
街
地
の
発
展

に
つ
い
て
連
載
し
た
。『
朝
日
新
聞
』
で
は
「
鎮
海
の
開
発
」
と
い
う

題
目
で
六
月
六
日
か
ら
同
月
一
三
日
ま
で
八
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
た
。

　（
（0
） 

「
鎮
海
繁
昌
記（
七
）」『
読
売
新
聞
』一
九
一
二
年
六
月
二
○
日
二
面
。

　（
（1
） 

「
貸
下
中
止
」『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
一
二
年
六
月
三
○
日
二
面
。
新
聞

記
事
で
は
主
語
が
な
い
が
、
文
脈
や
そ
の
時
に
「
鎮
海
学
校
組
合
」
が

土
地
貸
下
げ
事
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
鎮
海
学
校
組
合
」
側

に
打
電
し
た
内
容
と
思
わ
れ
る
。

　（
（2
） 

「
貸
下
中
止
」『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
一
二
年
六
月
三
○
日
二
面
。

　（
（（
） 

「
上
泉
少
将
出
発
」『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
一
二
年
七
月
三
日
二
面
。

　（
（（
） 

「
鎮
海
防
備
隊
司
令
官
更
迭
」『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
一
二
年
七
月
一
一

日
二
面
。

　（
（（
） 

「
上
泉
氏
左
遷
事
情
」『
読
売
新
聞
』一
九
一
二
年
七
月
一
一
日
二
面
。

　（
（（
） 

「
鎮
海
の
大
恐
慌

　
上
泉
少
将
転
任
の
由
来
」『
朝
日
新
聞
』

一
九
一
二
年
七
月
一
三
日
三
面
。

　（
（（
） 

前
掲
、
長
沢
直
太
郎
（
一
九
五
五
年
）、
九
○
～
九
一
頁
。

　（
（（
） 

同
前
、
九
一
頁
。

　（
（（
） 

「
裏
面
に
又
裏
面
あ
り

　
財
部
次
官
と
御
用
商
人
」『
読
売
新
聞
』

一
九
一
二
年
七
月
一
七
日
二
面
。

　（
（11
） 

山
本
は
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
内
閣
総
理
大
臣
に
な
り
、
財
部
は

そ
う
し
た
山
本
の
庇
護
を
う
け
て
い
る
人
物
で
あ
っ
た
。
以
下
、
海
軍

省
内
の
詳
細
な
政
治
的
関
係
に
つ
い
て
は
本
稿
の
研
究
範
囲
を
超
え
る

の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
こ
と
に
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
政
治
的
関
係

が
上
泉
の
転
任
と
無
関
係
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

　（
（1（
） 

「
鎮
海
事
務
引
継
期
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
七
月
一
日
三
面
。

　（
（10
） 

「
上
泉
氏
左
遷
事
情
」『
読
売
新
聞
』一
九
一
二
年
七
月
一
一
日
二
面
。

　（
（（
） 

同
前
、
五
四
頁
。

　（
（0
） JA

CA
R

：C0（1220（（（00

、
明
治
三
七
年
自
九
月
至
一
○
月

　
大

日
記
副
臨
人
号

　
自
第
四
三
一
号
至
第
六
○
八
号
（
防
衛
省
防
衛
研
究

所
）。

　（
（1
） JA

CA
R

：C0（0（0（1（000

、
明
治
三
八
年
一
．
二
月
分 

副
臨
号
書

類
綴 

大
本
営
陸
軍
副
官
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

　（
（2
） 

前
掲
、
長
沢
直
太
郎
（
一
九
五
五
年
）、
六
七
頁
。

　（
（（
） JA

CA
R

：C0（12221（（00

、
明
治
三
八
年
自
一
一
月
至
一
二
月

　

大
日
記
共
六
冊

　
副
臨
人
号
自
第
一
二
九
四
号
至
一
五
○
九
号
（
防
衛

省
防
衛
研
究
所
）。

　（
（（
） 

大
本
営
は
日
露
戦
争
後
、
一
九
○
五
年
一
二
月
二
○
日
に
閉
鎖
さ
れ

た
（
森
松
前
掲
書
、
二
五
九
頁
）。

　（
（（
） 

前
掲
、
長
沢
直
太
郎
（
一
九
五
五
年
）、
九
○
頁
。

　（
（（
） 

前
掲
、
長
沢
直
太
郎
（
一
九
五
五
年
）、
九
○
頁
。

　（
（（
） 

「
鎮
海
の
取
消
処
分

　
上
泉
鎮
海
司
令
官
談
」、『
朝
日
新
聞
』

一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
一
二
月
一
日
朝
刊
三
面
。

　（
（（
） 

「
鎮
海
湾
の
発
達
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
一
月
二
五
日
四
面
。

　（
（（
） 

『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
一
二
年
五
月
四
日
一
面
。

　（
（0
） 

「
行
巌
湾
貿
易
」『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
一
二
年
五
月
一
二
日
二
面
。

　（
（1
） 

「
鎮
海
の
祝
賀
会
」『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
一
二
年
五
月
一
五
日
七
面
。

　（
（2
） 

「
鎮
海
軍
港
の
記
念
日
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
五
月
二
九
日
朝

刊
四
面
。

　（
（（
） 

「
借
地
料
納
入
成
績
」『
朝
鮮
新
聞
』一
九
一
二
年
五
月
一
六
日
七
面
。

　（
（（
） 

「
東
拓
と
鎮
海
」『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
一
二
年
五
月
二
○
日
七
面
。

　（
（（
） 

「
地
料
三
万
二
千
円
」『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
一
二
年
五
月
二
○
日
二
面

　（
（（
） 

「
鉱
泉
会
社
」『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
一
二
年
五
月
二
二
日
七
面
。

　（
（（
） 

「
鎮
海
現
在
及
び
将
来
」『
朝
鮮
新
聞
』一
九
一
二
年
五
月
二
八
日
〇
面
。

　（
（（
） 

「
記
者
団
の
鎮
海
湾
視
察
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
五
月
二
三
日
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二
面
。

　（
（（
） 

『
読
売
新
聞
』
で
は
「
鎮
海
繁
盛
記
」
と
い
う
題
目
で
一
九
一
二
年

六
月
一
二
日
か
ら
二
○
日
ま
で
七
回
に
わ
た
っ
て
鎮
海
市
街
地
の
発
展

に
つ
い
て
連
載
し
た
。『
朝
日
新
聞
』
で
は
「
鎮
海
の
開
発
」
と
い
う

題
目
で
六
月
六
日
か
ら
同
月
一
三
日
ま
で
八
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
た
。

　（
（0
） 

「
鎮
海
繁
昌
記（
七
）」『
読
売
新
聞
』一
九
一
二
年
六
月
二
○
日
二
面
。

　（
（1
） 

「
貸
下
中
止
」『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
一
二
年
六
月
三
○
日
二
面
。
新
聞

記
事
で
は
主
語
が
な
い
が
、
文
脈
や
そ
の
時
に
「
鎮
海
学
校
組
合
」
が

土
地
貸
下
げ
事
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
鎮
海
学
校
組
合
」
側

に
打
電
し
た
内
容
と
思
わ
れ
る
。

　（
（2
） 

「
貸
下
中
止
」『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
一
二
年
六
月
三
○
日
二
面
。

　（
（（
） 

「
上
泉
少
将
出
発
」『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
一
二
年
七
月
三
日
二
面
。

　（
（（
） 

「
鎮
海
防
備
隊
司
令
官
更
迭
」『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
一
二
年
七
月
一
一

日
二
面
。

　（
（（
） 

「
上
泉
氏
左
遷
事
情
」『
読
売
新
聞
』一
九
一
二
年
七
月
一
一
日
二
面
。

　（
（（
） 

「
鎮
海
の
大
恐
慌

　
上
泉
少
将
転
任
の
由
来
」『
朝
日
新
聞
』

一
九
一
二
年
七
月
一
三
日
三
面
。

　（
（（
） 

前
掲
、
長
沢
直
太
郎
（
一
九
五
五
年
）、
九
○
～
九
一
頁
。

　（
（（
） 

同
前
、
九
一
頁
。

　（
（（
） 

「
裏
面
に
又
裏
面
あ
り

　
財
部
次
官
と
御
用
商
人
」『
読
売
新
聞
』

一
九
一
二
年
七
月
一
七
日
二
面
。

　（
（11
） 

山
本
は
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
内
閣
総
理
大
臣
に
な
り
、
財
部
は

そ
う
し
た
山
本
の
庇
護
を
う
け
て
い
る
人
物
で
あ
っ
た
。
以
下
、
海
軍

省
内
の
詳
細
な
政
治
的
関
係
に
つ
い
て
は
本
稿
の
研
究
範
囲
を
超
え
る

の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
こ
と
に
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
政
治
的
関
係

が
上
泉
の
転
任
と
無
関
係
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

　（
（1（
） 

「
鎮
海
事
務
引
継
期
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
七
月
一
日
三
面
。

　（
（10
） 

「
上
泉
氏
左
遷
事
情
」『
読
売
新
聞
』一
九
一
二
年
七
月
一
一
日
二
面
。

　（
（（
） 

同
前
、
五
四
頁
。

　（
（0
） JA

CA
R

：C0（1220（（（00

、
明
治
三
七
年
自
九
月
至
一
○
月

　
大

日
記
副
臨
人
号

　
自
第
四
三
一
号
至
第
六
○
八
号
（
防
衛
省
防
衛
研
究

所
）。

　（
（1
） JA

CA
R

：C0（0（0（1（000

、
明
治
三
八
年
一
．
二
月
分 

副
臨
号
書

類
綴 

大
本
営
陸
軍
副
官
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

　（
（2
） 

前
掲
、
長
沢
直
太
郎
（
一
九
五
五
年
）、
六
七
頁
。

　（
（（
） JA

CA
R

：C0（12221（（00

、
明
治
三
八
年
自
一
一
月
至
一
二
月

　

大
日
記
共
六
冊

　
副
臨
人
号
自
第
一
二
九
四
号
至
一
五
○
九
号
（
防
衛

省
防
衛
研
究
所
）。

　（
（（
） 

大
本
営
は
日
露
戦
争
後
、
一
九
○
五
年
一
二
月
二
○
日
に
閉
鎖
さ
れ

た
（
森
松
前
掲
書
、
二
五
九
頁
）。

　（
（（
） 

前
掲
、
長
沢
直
太
郎
（
一
九
五
五
年
）、
九
○
頁
。

　（
（（
） 

前
掲
、
長
沢
直
太
郎
（
一
九
五
五
年
）、
九
○
頁
。

　（
（（
） 

「
鎮
海
の
取
消
処
分

　
上
泉
鎮
海
司
令
官
談
」、『
朝
日
新
聞
』

一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
一
二
月
一
日
朝
刊
三
面
。

　（
（（
） 

「
鎮
海
湾
の
発
達
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
一
月
二
五
日
四
面
。

　（
（（
） 

『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
一
二
年
五
月
四
日
一
面
。

　（
（0
） 

「
行
巌
湾
貿
易
」『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
一
二
年
五
月
一
二
日
二
面
。

　（
（1
） 

「
鎮
海
の
祝
賀
会
」『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
一
二
年
五
月
一
五
日
七
面
。

　（
（2
） 

「
鎮
海
軍
港
の
記
念
日
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
五
月
二
九
日
朝

刊
四
面
。

　（
（（
） 

「
借
地
料
納
入
成
績
」『
朝
鮮
新
聞
』一
九
一
二
年
五
月
一
六
日
七
面
。

　（
（（
） 

「
東
拓
と
鎮
海
」『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
一
二
年
五
月
二
○
日
七
面
。

　（
（（
） 

「
地
料
三
万
二
千
円
」『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
一
二
年
五
月
二
○
日
二
面

　（
（（
） 

「
鉱
泉
会
社
」『
朝
鮮
新
聞
』
一
九
一
二
年
五
月
二
二
日
七
面
。

　（
（（
） 

「
鎮
海
現
在
及
び
将
来
」『
朝
鮮
新
聞
』一
九
一
二
年
五
月
二
八
日
〇
面
。

　（
（（
） 

「
記
者
団
の
鎮
海
湾
視
察
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
五
月
二
三
日
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　（
（00
） 

「
鎮
海
市
街
の
前
途
」『
国
民
新
聞
』
一
九
一
二
年
八
月
二
八
日
。

　（
（00
） 

植
民
地
軍
港
都
市
鎮
海
に
関
す
る
分
析
に
は
、
こ
の
他
日
本
人
社
会

の
多
様
性
や
、
周
辺
部
の
朝
鮮
人
社
会
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

 

（
広
島
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
）

　（
（10
） 

「
鎮
海
の
大
恐
慌
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
七
月
一
三
日
三
面
。

　（
（11
） 

「
鎮
海
事
業
頓
挫
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
七
月
一
四
日
二
面
。

　（
（10
） 
「
懸
洞
所
管
替
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
一
月
一
四
日
四
面
。

　（
（10
） 
「
鎮
海
の
驚
愕
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
七
月
一
二
日
二
面
。

　（
（10
） 

「
火
が
消
え
た
る
が
如
し
（
鎮
海
）」『
読
売
新
聞
』
一
九
一
二
年
七

月
一
二
日
二
面
。

　（
（10
） 

「
上
泉
司
令
官
留
任
請
願
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
七
月
一
二
日

二
面
。

　（
（10
） 

「
鎮
海
市
民
大
会
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
七
月
一
二
日
二
面
。

　（
（（1
） 

「
鎮
海
市
民
大
会
（
鎮
海
）」『
読
売
新
聞
』
一
九
一
二
年
七
月
一
三

日
二
面
。

　（
（（（
） 

「
鎮
海
市
民
の
再
願
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
七
月
一
五
日
二
面
、

「
鎮
海
市
民
の
再
願
」『
読
売
新
聞
』
一
九
一
二
年
七
月
一
五
日
二
面
。

　（
（（0
） 

「
馬
山
に
て
も
請
願
」『
朝
日
新
聞
』一
九
一
二
年
七
月
一
五
日
二
面
。

　（
（（0
） 

「
鮮
人
も
運
動
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
七
月
一
五
日
二
面
。

　（
（（1
） 

「
鎮
海
問
題
と
次
官

　
両
者
の
意
思
疏
通
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二

年
七
月
二
二
日
二
面
。

　（
（（0
） 

「
鎮
海
善
後
処
理
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
七
月
二
三
日
二
面
。

　（
（（0
） 

「
財
部
次
官
弁
明
す
」『
読
売
新
聞
』一
九
一
二
年
七
月
一
八
日
二
面
。

　（
（（0
） 

同
前
。

　（
（（0
） 

「
鎮
海
昨
今
の
景
気
」『
朝
鮮
新
聞
』一
九
一
二
年
七
月
二
五
日
三
面
。

　（
（（0
） 

장
신
「
한
말 

일
제
초 

재
인
천 

일
본
인
의 

신
문 

발
행
과 

조
선
신

문
」、『
인
천
학
연
구
』
六
券
、 

二
○
○
七
年
、
二
九
九
頁
。

　（
（01
） 

정
진
석
『
극
비 

조
선
총
독
부
의 

언
론
검
열
과 

탄
압
：
일
본
의 

침

략
과 

열
강
세
력
의

　
언
론
통
제
』（
커
뮤
니
케
이
션
북
스
、
二
○
○
七

年
）、
八
八
頁
。

　（
（0（
） 

최
기
영
（
崔
起
榮
）「
光
武
新
聞
紙
法
에 

관
한 

研
究
」『
역
사
학
보
』

九
二
、一
九
八
一
年
、
九
八
頁
。

_史学研究303.indb   102 19/07/22   13:41

　 ―1（12年上泉徳弥鎮海防備隊司令官の留任請願運動に注目して―（柳）

10（

別
表
　
1
9
1
1
−
1
9
2
2
　
鎮
海
人
口
統
計

日
本

人
朝

鮮
人

小
計

合
計

日
本

人
（

％
）

年
度

地
域

区
分

住
宅

数
（

戸
）

人
口

数
（

人
）①

人
口

数
（

人
）②

人
口

／男
（

人
）

人
口

／女
（

人
）

住
宅

数
（

戸
）

人
口

数
（

人
）

人
口

／男
（

人
）

人
口

／女
（

人
）

住
宅

数
（

戸
）

人
口

数
（

人
）

人
口

／男
（

人
）

人
口

／女
（

人
）

1（11
鎮

海
1,210 

（,（1（ 
（,（1（ 

2,22（ 
1,2（（ 

1（ 
（（ 

―
―

1,22（ 
（,（（（ 

―
―

（,（（（
（（％

1（12
鎮

海
1,（0（ 

（,0（（ 
（,0（（ 

2,（（（ 
2,（（（ 

―
―

―
―

―
―

―
（,0（（

―

1（1（
鎮

海
1,（（（ 

（,（（（ 
（,（（（ 

（,（（（ 
2,（（1 

12（ 
（2（ 

（2（ 
20（ 

1,（（（ 
（,（1（ 

（,（（0 
2,（（（ 

（,（1（
（（％

1（1（
鎮

海
1,（2（ 

（,（11 
（,（2（ 

2,2（（ 
2,2（（ 

（（ 
（11 

1（（ 
12（

1,（（（ 
（,（22 

2,（（0 
2,（（2 

（,（（（
（（％

慶
和

洞
（（ 

（1（ 
1（0 

1（（ 
（（（ 

（,（2（ 
1,（2（ 

1,（01 
（（（ 

（,（（1 
1,（（（ 

1,（（（ 

1（1（
鎮

海
1,2（（ 

（,（（2 
（,（（（ 

2,（（（ 
2,2（（ 

（（ 
2（（ 

1（（ 
12（

1,（（（ 
（,（01 

2,（（（ 
2,（12 

（,（0（
（（％

慶
和

洞
（（ 

（0（ 
1（（ 

1（0 
（（1 

（,（0（ 
1,（（2 

1,（（1 
（（（ 

（,（0（ 
1,（（（ 

1,（21 

1（1（
鎮

海
1,1（（ 

（,（（（ 
（,（（（ 

2,（（（  
2,2（（ 

（（ 
（1（ 

2（（ 
1（（

1,2（（ 
（,（（（ 

2,（（（ 
2,（1（ 

（,2（（
（（％

慶
和

洞
（（ 

2（（ 
1（（ 

1（0 
（（（ 

（,（（（ 
2,10（ 

1,（（（ 
（1（ 

（,2（（ 
2,2（（ 

2,01（ 

1（1（
鎮

海
1,0（（ 

（,（（（ 
（,1（（ 

1,（1（ 
2,0（2 

（（ 
（（1 

2（（ 
1（（

1,1（（ 
（,（（（ 

2,1（2 
2,20（ 

（,（（0
（（％

慶
和

洞
（（ 

2（（ 
11（ 

11（ 
（2（ 

（,（（（ 
2,0（1 

1,（2（ 
（（0 

（,0（1 
2,1（（ 

1,（（（ 

1（20
鎮

海
1,00（ 

（,（02 
（,02（ 

1,（（0 
1,（（2 

1（（ 
（（（ 

（2（ 
2（（

1,1（（ 
（,（（（ 

2,1（（ 
2,1（（ 

（,（（1
（（％

慶
和

洞
（1 

222 
10（ 

11（ 
（0（ 

（,（（2 
1,（2（ 

1,（（（ 
（（0 

（,00（ 
2,0（2 

1,（（2 

1（21
鎮

海
1,1（（ 

（,（0（ 
（,（（（ 

2,211 
2,2（（ 

1（（ 
（（（ 

（（2 
2（（

1,（（（ 
（,1（0 

2,（（（ 
2,（（（ 

（,（（（
（0％

慶
和

洞
（2 

2（（ 
1（（ 

1（1 
（（2 

（,1（（ 
2,12（ 

2,00（ 
（（（ 

（,（2（ 
2,2（（ 

2,1（（ 

1（22

鎮
海

1,121 
（,（02 

（,（（1 
2,0（1 

2,211 
1（（ 

（0（ 
（（（ 

（2（
1,2（（ 

（,10（ 
2,（（（ 

2,（（（ 
（,（（（

（（％
慶

和
洞

（（
（（（ 

1（1 
1（（ 

（2（ 
（,120 

1,（（0 
2,1（0 

（1（ 
（,（（0 

2,121 
2,（（（ 

慶
和

洞
（

中
国

人
）

（ 
（1

―
（1 

―
―

―
―

―
―

―
（1 

―
―

―

出
典

：
 『朝

鮮
総

督
腑

統
計

年
報

』
各

年
版

。
1（11年

（
明

治
（（）

か
ら

1（1（年
（

大
正

２
）

ま
で

は
、『

鎮
海

学
校

組
合

』
の

「
学

校
組

合
戸

口
」

の
人

口
で

、
1（1（年

（
大

正
３

）
か

ら
1（22年

（
大

正
11）

ま
で

は
「

昌
原

郡
鎮

海
」

と
「

昌
原

郡
慶

和
洞

」
の

人
口

で
あ

る
。

地
域

区
分

の
「

鎮
海

」
は

当
時

鎮
海

の
市

街
地

で
あ

る
「

縣
洞

」
を

指
す

、
日

本
人

地
区

で
あ

っ
た

。
一

方
、「

慶
和

洞
」

は
市

街
地

の
周

囲
に

隔
離

さ
れ

た
朝

鮮
人

地
区

で
あ

っ
た

。
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